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議 事 日 程 

平成２８年１２月６日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開会 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。質問者は質問者席

に登壇して質問を行ってください。 

  イノベーションとよのの一般質問を行い

ます。持ち時間は質問及び答弁を合わせて

１００分とします。 

  橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  おはようございます。 

  ４番、イノベーションとよのの橋本です。 

  豊能町議会として池田新町長へのトップ

バッターの質問です。新たなスタートにふ

さわしい実りある時間となることを期待し、

皆さん質問してまいりますので、よろしく

お願いをしたいと思います。 

  まず、池田町長お帰りなさい。私も４年

前からは経験を積んできましたので、これ

からの豊能町のためになる前向きな議論が

できればというように思いますので、ぜひ

ともよろしくお願いします。 

  まず、町政運営方針の質問の前に、池田

町長の方針についてお聞きをしたいと思い

ます。前回の任期中に、例えばユーベルホ

ールの問題、光風台駅前エスカレーターの

問題、庁舎統合の問題等々、身の丈に合っ

た行政運営を考えておられたと思います。

その中で、４年前に考えてたことを振り返

って、現状どのように考えておられるかに

ついてまず質問したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  おはようございます。 

  橋本議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。私、前回４年前に１８

項目にわたりまして、財政再建ということ

で皆さんにお示しをさせていただきました。 

  今回、私の考えておりますことは、前回

は前回でございまして、皆さん方から御批

判なりいろんなことをいただいて、前回敗

北をしたということは皆さんも御承知のと

おりでございます。今回におきましては、

４年間の空白の中で、これから先のまちを

どうしていけばいいかということを考えて

おりまして、皆さん方に当初お示しをさせ

ていただいたとおり、これから先のまちお

こしについて進めてまいりたいというふう

に考えております。基本的にはやはり財政

につきましては、今後ともなお一層の縮小

を図らなくてはならないだろうとも思いま

すし、行政下の中で町民の皆さんの今後の

少子高齢化に向かってのサービスについて

は、やはりいろいろと考えていかなくては

ならないいう思いがございます。詳細にわ

たっては今後これから粛々と私なりに考え

を述べさせていただき、そして前に進んで

まいりたいとこのように思っておりますの

で、どうか１つ御理解のほどよろしくお願

いいたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  ちょっと私の想定とは違う答えやったん

で、あれやったんですけども。非常に池田

町長も４年間のブランクを加味して御答弁

いただきました。私がこれで次の質問を４
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年前と現状での心境はということで出して

ますけども、これについては今も同じこと

を述べていただいたので、これは割愛をし

たいと思います。 

  今おっしゃっていただいたように、当然

志というのはきっと４年前とは変わってお

られないというように思ってます。ただ、

やはり今述べていただいたように、時代の

流れだとか、住民のニーズ、また財政の状

況ということについては刻々と変わってい

きますので、ぜひともそのあたりは順応し

た行政運営をぜひともお願いしたいという

ことを申し上げようと思いましたけども。

先ほど答弁でもそのようなことをおっしゃ

っていただいたので、ぜひとも前向きに取

り組んでいただきたいなというようなこと

でお願いをしときたいと思います。 

  それでは、所信表明の中身についてお聞

きをしたいなというふうに思います。 

  まず一つめのダイオキシン問題について。

先般１１月２２日に第１回の調査委員会が

開かれて、その結果がホームページのほう

にも公表されていました。概要なり、今の

設置なり進捗状況はということで通告書を

出しておりますけども、そのあたりについ

てはホームページの概要を見ればわかった

ので、その点については割愛をしたいと思

います。 

  ただ１点、やはりあの調査委員会の報告

書を見ててもその他ということで書いてお

られましたけども、やはりこの委員会の規

則というものがありますが、その規則の中

で会議を非公開とするというふうになって

ますけども、この非公開にした狙いについ

てお聞きをしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おはようございます。 

  第三者委員会非公開の狙いということで

ございますけども、この会議は御存じのと

おり、このたびのダイオキシン類の汚染物

の埋め立て処理、それから実験、実証実験

ですね、それらについての実態解明、まず

責任の所在の解明、そういうところをやっ

ていくわけでございますけども。というこ

とは、この会議につきましては調査そのも

のがメーンになるということでございます。

十分な調査をするということが１つの目的

でございまして、それがなければ内容のあ

る結果は出て来ないというふうに思ってお

りまして。やはり公開をすることによって、

その調査が十分にできない恐れがあるとい

うふうに思います。これは、要するに調査

というのは、事情聴取もそうですし、資料

の調査もそうですが、やはりその調査途中

といいますか、審議途中、このものが表に

出るということになると報道もされるとい

うことになりますと、その調査の対象者が

十分に答えられないとか、資料を提出され

ないとか、そういうことも十分に考えられ

ますので、やはり非公開でやるべきであろ

うというふうな判断をしたということでご

ざいます。 

  また、そういう審議途中のものが、途中

で公開をされると、報道をされるというこ

とになると、よからぬ風評といいますか、

その言葉ばっかりが先走りして、文章ばっ

かりが先走りをしてというようなことも考

えられますので、そのようなことがないよ

うにしっかりとした報告書をもって最後に

御報告をしたいというふうな考えでござい

ます。 

  ただ、この調査、委員会をやっていると

いうことを住民の皆様にお知らせをしない

ということ、これはこれでまた問題があろ

うというようなことで、先般の委員会でも
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議事の概要はその都度公開をすると。また

お示しできる資料についてもその都度公開

できるものについて、公開をしていくとい

うことになったものでございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  非公開の理由というのは、当然今御説明

いただいたようにわからなくもないです。

ただ、一方で、やはり今回は２２日に会議

をされて、確か２４日だと思いますけども、

議事の概要が出たということもありますの

で、やはりその辺のタイムリーな情報提供

というのはぜひともお願いしたいというこ

と。 

  それと、あと先ほど部長もおっしゃって

いただいたように、差し支えのない範囲で

の資料の提供、またその審議の結果等々、

当然個人名なり、どういうことをという中

身までは難しいかもわからへんけども、ど

ういうことを議論をしたかという概要だけ

でもぜひとも掲載をいただく必要があると

いうふうに思いますけども、そのあたりは

いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり公開できる内容は公開

をしてまいると。概要につきましても載せ

れるものは概要を公開してまいるというこ

とで考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今お答えいただいたように、できるだけ

開示できるものは開示するというスタンス。

あともう一点は、やはりそれを早くすると

いうことはぜひともお願いをしたいなと。

例えばそれが１カ月後に概要が報告される

みたいなことのないように、やはりそれは

もう一週間もう待たないうちに、それの概

要は掲載するようにお願いをしたいという

ふうに思います。 

  一方で、先般全協の中で申し上げました

けども、能勢町では１１月３０日に住民向

けのダイオキシン類の汚染物の処分にかか

る調査報告会というのが開催をされていま

す。やはりその辺と比較したときに、情報

公開のスタンスが若干違和感があるかなと

いうふうに私自身は感じました。ただ、こ

ちらは豊能町でやってるのは調査委員会と。

あくまで調査が目的なので、先ほども言っ

ていただいたような非公開が前提で、最終

的にはしっかりと報告するということで、

理解は私自身はしてるつもりですけども、

やっぱり住民の皆さんから見ると、これだ

け騒がした件で、なぜそういうスタンスが

違うのかというようなことも私のとこにも

何点かそういうな問い合わせも入りました。

ただ、それについては、私なりの解釈でお

答えをしたつもりでございます。 

  ただ、やはり先ほどの件も含めて、議会

もそうですけども、やはり住民の皆さんに

もタイムリーでわかりやすい広報というこ

とを徹底いただきたいというふうに考えて

おります。先ほどその辺答弁いただいたの

で、特に答弁は結構ですけども、しっかり

とタイムリーでわかりやすい広報をすると。

また、例えばこれまでの一連の流れ、今調

査委員会でやろうとしてるのは、どちらか

というと調査をし、どこに原因があったの

かということも含めて調査をされていくわ

けですけれども。今まで起きた事象の件だ

とか、どこにやっぱりふぐあいがあったの

かということについて調査をされていく中

で、それについても例えば委員会の中で出
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される資料等々で逆に公表ができるものが

あれば、しっかりとしていただきたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願いを

したいと思います。 

  あとこのダイオキシンの件について、私

も施設組合の議員ですので、ここではあえ

て質問はいたしません。ただ、昨日も実は

議会の冒頭で池田町長のほうから稲敷市か

らの６本のドラム缶の引き取りの件が報告

がありました。それと合わせて９時過ぎに

施設組合議会からもメールで報告があった

というようなことになってます。そのあた

りも含めて、やはり情報提供のタイムリー

さいうようなものについてはしっかりとや

っていただきたいし、これについてはやは

り今住民の皆さんが非常に興味を持ってる。

また、近隣の市町村にもやっぱり大変御迷

惑かけたという点もありますので、このタ

イムリーにいうことは、ぜひとも守ってい

ただきたいというふうに思いますけどもい

かがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議事の概要につきましては、その都度タ

イムリーなタイミングといいますか、委員

長に確認をしていただいてから公開をする

ということにしておりますけども、委員長

と連絡とりまして、タイムリーに公開、開

示をしてまいりたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やはりこの件については、相当世間をに

ぎわしたと、御迷惑、御心配をかけたとい

うこともありますので、ぜひとも積極的な

情報開示とともに、タイムリーな情報開示

をしていただくというようなことはぜひと

もお願いをしたいし、また池田町長には町

長が変わられてやりやすくなった点もあろ

うかと思いますので、ぜひそのあたりにつ

いてはよろしくお願いしたいというふうに

思います。 

  次に、所信表明の中の交流人口の増加策

について掲げておられます。その中でも、

国道４２３号線と４７７号線の整備につい

ても述べておられます。その中で、魅力発

信とともに、魅力づくりも重要だというふ

うに思ってますけども、この国道整備のみ

ならず、この町の魅力づくりという点でど

のようなことを考えておられるのかについ

てお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  交流人口の増加にかかる魅力づくりとい

う御質問でございます。御存じのとおり総

合戦略をこの春に策定をいたしまして、今

現在は農業とか歴史といった地域のポテン

シャル、これを掛け合わせて魅力を高める

という取り組みを実施をしているところで

ございまして。今年度は農×観光戦略もこ

の策定でございますとか、余野の空き店舗

で志野の里を開設をするとか、そういうこ

とで、地域の人々が地域の魅力を高めると、

交流人口をふやすという仕組みをつくるだ

けではなくて、地域の課題を解決する、仕

事を創出するという取り組みも合わせて優

先的にやっているというところでございま

す。 

  魅力づくりといいますと、非常に大きな

御質問でちょっと困ってしまうかもわかり

ませんけども、魅力づくりいうのはやっぱ

り人が問題なのかなと。魅力を高めていく

人、これをつくるということが最大の取り

組みであろうというふうに思っておりまし
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て。その人づくりというところでは、前議

員もシティプロモーションは外向けやなし

に、内向けも大事やということも御指摘い

ただきましたが、今そのシティプロモーシ

ョンの取り組みもしておりまして、それら

について魅力づくりに繋げていきたいとい

うふうに思っております。今シティプロモ

ーションにおいては、豊能町の魅力発掘隊

というようなものも発足いたしまして、東

海大学の河井教授の御指導でいろいろ取り

組みをしていただいてるところでございま

すけども、やはり東海大学の河井教授もお

っしゃっているのは、そういう人がふえて

いくと、魅力をつくる人がふえていくとい

うことがなければ、シティプロモーション

とか魅力づくりにはつながらないというふ

うなことをおっしゃっておって、私もその

とおりやなというふうに感じておりまして、

その要するに魅力づくりとは人づくり、こ

こから始めるということで取り組んでまい

りたいというふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたように、魅力

をつくるということについては、人づくり、

まちづくりということに多分つながってく

るんだというふうに思います。 

  １点、やはり人づくりの点でお話をいた

だきましたけども、これ魅力発掘隊につい

てもホームページでこういうことやってま

すみたいなことを公開をしていただいてま

す。これについても、やはりこれ参加され

てる２０名ぐらいの方がっていうことでは

なくて、やはりその人を介して次に広げて

いくっていうことを多分狙っておられると

いうふうに思いますけども。やはりそれを

いかに広めていくかということも大事やと

思うんですよね。その中で、やっぱり人づ

くりというふうにおっしゃっていただきま

したが、やっぱりなかなかこれ今現状のま

ちを見てても、多分一部の人は一生懸命頑

張ってくれてはる。やっぱりそこになかな

か追従するっていう風土なり、空気感が今

ないんじゃないかなというふうに感じてる

ところです。やっぱりその中で、その一生

懸命やってはる方が孤軍奮闘するというこ

とではなくて、やはりしっかりとその辺を

行政からしっかりとＰＲをして、そこにま

た参画してもらう人をふやしていくってい

うことをしないと、なかなかその人づくり

にはつながらないんじゃないかなというふ

うに感じてますので、その人づくりの点に

ついてはぜひともお願いをしたいというふ

うに思ってます。 

  あと、例えば高山での活動、先般のそこ

の志野の里のオープン等々で、これについ

てもまた一部の方が一生懸命頑張ってもら

ってるというようなことやと思うんですよ

ね。実は私も志野の里行ってびっくりしま

したけども、今この野菜が高い高いと言わ

れてる中、非常に安い価格で売られてたと。

またいいものだったということで。私もい

つも家内に買い物して帰ると怒られるんで

すけど、あれだけは久々にええもん買うて

きてくれたなというふうに褒められたとこ

ろで、そんなことも含めてやはりそれも含

めてしっかりとＰＲをしていくということ

が必要かなというふうに思ってます。 

  ただ、一方で逆になかなかそういう志野

の里なり、高山の活動等々でも、やはり知

ってる人は知ってるいうことで、なかなか

やっぱりその先の広がりも含めて、やっぱ

りしっかりやっていかなあかんなというふ

うに感じてますので、その辺についてはこ

れから積極的な情報発信を含めてお願いを

したいというふうに思ってます。 

  あともう一点は、場所づくりの観点で、
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戸知山ですね、これについてはいろいろこ

れまでダイオキシンの処理の件等々あって、

今までなかなか着手できてない。これから

先のことを考えても、今すぐにできるかど

うかということについては、非常に難しい

ところかもわかりませんけども。この点に

ついてもやっぱり相当な期間、一部活動は

されてますけども、やはりなかなかあの大

きな敷地を遊ばせてるいうたら言葉悪いか

もわかりませんけども、いうような状況を

考えると、やはりこの点についてもまちの

大きな町有地の大きな土地なので、その辺

の有効活用についても考えていかなあかん

というふうに思ってますけども、今現状ど

のように考えておられるかについてお聞き

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山について議員から何回も御質問を

頂戴しておりまして、何回も同じ答弁をし

ておりまして申しわけないと思ってるんで

すけども。この有効活用につきましては、

ここ数年は年１、２回ではございますけど

も、民間の企業から見せてほしいというよ

うな申し出がございまして、職員が現地を

案内するということは繰り返してまいりま

した。 

  ただ、その見ていただきました企業の

方々でございますけども、見ただけでその

後連絡がないとか、それから具体的な提案

はしていただいたものの、決定までには至

っていないというような状況で今日までき

ているというところでございます。したが

いまして、現時点では何も決まっておりま

せん。今後とも引き続き検討をしていくと、

民間企業の誘致、提案等を求めていくとい

うような状態でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ能勢町なんかでは、例のアスレチッ

クフィールドっていうか、みたいなことが

されたりとか、それこそドローンの飛行場

をつくったりとかいうようなことで、多々

いろいろな仕掛けをされてるということも

あって、やはりその辺も含めて、やはりし

っかりと待ちではなくて、しかるべきとき

がくれば、しっかりとこちらからも働きか

けをしていくいうふうなことが必要だと思

いますので、ぜひとも先を見据えた活用

等々、ぜひともお願いをしたいなというふ

うに思ってます。 

  次に財政改革についてということで、所

信表明にも財政健全化推進プランの見直し

ということで掲げられておりますけども、

これはどのように見直しを考えておられる

のかについてお聞きをしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今の財政状況でございますけども、一定

の基金はあると。およそ３０億円ございま

すけども。基金はあるものの楽観視はでき

ないという財政運営、これからも続くとい

うふうな認識はしております。町長の指示

を受けまして、今新たな行財政改革を検討

しているという段階でございまして、今の

段階でその見直しの内容を申し上げられる

というようなところまでは至っていないと

ころでございますので、御容赦願いたいと

いうふうに思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、これ以前のこのプランを立て
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られたときも、部長級が集まられてワーキ

ングを組んで、その中で評価をし、項目を

あげていただいて実行していたというふう

なことだったと思います。この点について

もやはり幅広く意見を聞いてもらって、当

然部長級は最終町長も含めて采配決定をし

ていただくという、そのプロセスは当然そ

れで結構やと思いますけども。そのまずど

こに無駄があるかということについては、

当然実務をされてる職員の皆さんが一番わ

かってるはずだと思います。その中で、や

はり１つはゼロ発想というか、無駄なもの

がないかと、なくなって問題があるかない

かというようなところも含めて、やはりし

っかりとやっていくということが多分必要

なんじゃないかなというふうに思ってます。

その中で、多分今までやってたからやめら

れへんということ、またその法律ではなく

て、当然法律に限られたことはなかなか法

律変えてはできないと思いますけども。そ

うでないことについて、やっぱりしっかり

と見直すべきは見直すというようなことも

含めて、やっぱりしっかりとその辺の新た

な行財政改革をされるときには、その職員

の意見もしっかりと取り入れてやるべきや

というふうに思いますけども。そのあたり

そういう仕組みも含めて、どちらかという

とそのことを聞きたかったんです。中身と

いうことじゃなくてね。どのように進めて

いくのかという、職員も含めたその検討の

プロセスいうようなことをお聞きしたかっ

たんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず、無駄がないかの確認をすると、ま

たそれをもとに見直しをする。それにおい

ては職員の意見も聞くと。それは当然のこ

とでございまして、これまでもそのような

ことをしてきたつもりでございます。この

財政改革、行政改革においては、議員もお

っしゃったとおり部長会議、それから政策

会議に諮って、組織として機関決定をする

というようなプロセスを踏んでまいるわけ

でございますけども。それに至るまでには、

各部長、各課長が職員の意見も聞く、無駄

を探すということは、これはもう第一歩だ

というふうに思っておりますので、当然総

合的な事務は私ども総務部のほうでやるわ

けでございますけども、総務部でやってい

くということではなくて、全庁をあげてや

っていくという姿勢で取り組んでまいりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりその辺当然やっていただいてる

と思いますけども、職員の皆さんの意見を

しっかり聞きながらやる。ただ、その聞く

段において、それが言いやすい環境をつく

らなあかんということもありますし、それ

を言うてこんなん言うたら怒られるやろう

なじゃなくて、逆にそれを言ったことでそ

れが気づき、また新たに発想が出てくると

いうことに、多分それが積み重ねやと思う

んですよね。やっぱりその辺のやっぱり職

場の環境と、雰囲気いうことは、これは逆

に言うたら課長、部長の仕事やと思うんで

すよ。こんなん言うてもまたあかん言われ

るやろうなということじゃなくて、それが

そういういいアイデアを出してくれる職員

がすばらしい。当然実務をしっかりとこな

すということも大事ですけども、その今後

のまちを考えて、しっかりと発想する、意

見する、アイデアを出すということの積み

重ねがきっと町のためになるということに

なると思いますので。ぜひともそういうふ
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うな人材の育成ができる雰囲気づくりをし

っかりとやっていただきたいというふうに

思いますけども、町長どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  橋本議員のおっしゃるとおりでございま

す。がしかし、いろんな流れの中でこれを

削るとか、あれをどうするとかいうような

結果を出そうとするならば、それぞれの中

で住民の皆さんの反対、あるいはいろんな

流れがございますので、今後十分に検討し

て橋本議員のおっしゃるお答えに応えられ

るような形をつくっていきたいというふう

に思っておりますので、どうか一つよろし

くお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やはりその政策を実行していくというこ

とになった段には多分今町長がおっしゃる

ように、いろんな意見、要望等々が出てく

るかもわかりません。ただ、職員の内部で

検討するときについては、そこを余り恐れ

過ぎて、何も発想しないということでは多

分前に進みませんので、ある程度検討の段

においてはそこはフランクにしっかりと検

討し、どのようなリスクがあるのか、どの

ようなサービス低下につながるのか、どの

ような住民負担につながるのかということ

も含めて、しっかりと評価、検討し、最終

的には計画としてあげていただきたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

  そんな中で、これ過去ずっと質問してき

てますけども、自転車駐車場の無人化、無

料化の件について、やはりこれについても

多分財政的な効果っていうのが大きいとい

うふうに思ってるんですけども。なかなか

これも実行されへんということですけども、

これについての今の現状の進捗についてお

聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  駐輪場の件でございますが、基本的には

無人化、無料化の方向で進めていきたいと

いうふうに考えております。ただし、今一

番問題になりますのは、光風台の駐輪場の

エスカレーターの監視業務というのがこれ

ついてきておりますので、これをどういう

ふうにするかということが最大の問題点だ

ろうというふうに思っておりますけれども、

何とか無料化、無人化に進めていけるよう

努めてまいりたいというふうに考えてると

ころでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多分今の副町長おっしゃっていただいた

ように、この自転車駐車場の件、きっと無

人化ということで考えると、なかなか例え

ばときわ台の地下、光風台の今のエスカレ

ーターの監視等々があるので、難しい点は

あるのかもわかりません。ただ、その中で、

なかなかエスカレーターの監視ということ

になるとはがせませんけども、例えばその

ときわ台なんかも例えば地下駐車場をやめ

て、別の場所へ持っていく。水道の跡地の

話もこの間されてましたけども、そのあた

りも含めて検討いただきたいし、多分そう

なると無人化は例えば光風台だけは無理や

けども、無料化は全部できるとかね。多分
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手順があると思うんです。多分光風台の駅

前のエスカレーターの監視になると、これ

は駐輪場がある、なしにかかわらず人件費

というのは多かれ少なかれかかっていくこ

とだと思いますので、やはりその辺はすみ

分けれるならすみ分けて。できるだけ財政

効果がどう出るのかというのも含めて、や

っぱりしっかりと早急に検討いただきたい

というふうに思っていますけども、いかが

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  ときわ台の駐輪場につきましては、能勢

電鉄と協議を重ねておりまして、今地下の

ほうへおりるような駐車場になっておりま

すけれども、これについてはもうやめたい

というふうに思ってまして。今ときわ台の

駅の中に駐輪場をこしらえられないかとい

うことで、今能勢電と具体的に協議をして

おりまして。できましたら来年度どれぐら

いの収容ができるかということで、測量設

計等の予算計上をしていきたいというふう

に思ってるところでございます。 

  それから光風台の駐輪場につきましては、

監視の点は問題が残りますけれども、今あ

そこでは収容可能台数２４０台ぐらい可能

なんですが、実際は３５台、１日平均３５

台ぐらいということで非常に差がございま

す。これについては規模の縮小を考えてお

りまして。ただ、調整池の上に建っており

まして、非常に耐震、あるいは体力度等を

調べなければ、どこまで縮められるかとい

うこともございますので、それについては

来年度の予算でそういった点についても考

慮してまいりたいというふうに考えてると

ころでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ２つあって、１つは財政の

件、もう１個は今ちょっと気になって耐震

の件等々ありましたけども、安全というこ

とはやっぱり最優先に考えなあかんので、

逆に例えばあっこが危険なんであれば、逆

にそれは早期に移動してということも含め

てやっぱりしっかりと考えていただきたい

し、その辺は財政効果もさることながら、

安全第一でその辺の評価というのは早急に

していただきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いをしたいと思います。 

  それでは次の教育問題について質問をし

たいと思います。教育長も新谷教育長にか

わられて、心機一転これからしっかりと今

まで以上にやっていただけるというふうに

は思ってますけども。これまで民間人とし

て外から見ていただいてて、今着任されて

から以降含めて、豊能町の教育の強みと弱

みについてどのように感じておられるかに

ついてお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  おはようございます。 

  今橋本議員のほうから、御質問いただき

ました。本町の教育の強みと弱みについて

の御質問でございます。 

  まず私が考える豊能町の教育の強みのほ

うを申し上げます。強みとしては豊かな自

然に恵まれ、犯罪率も低く、安全で落ちつ

いたまちであるというのが前提でございま

す。その中で、子どもたちも質の高い教育

環境の中で、優秀な学力を誇ってることが

２番目にあげられると思います。 

  続きまして、地域の方々のボランティア、

本当にたくさんの方々が子どもたちを支え
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ていただいてる、そういう地域力の強みと

いうのが３番目にあげられるかなと思って

おります。４番目には保育所、幼稚園、子

どもと３種の就学前教育が全て町立で運営

されており、また小中学校と連携しやすい

ことということが大きな強みではないかな

というふうに思っております。 

  それから、その関係でありますけれども、

研修、情報交流など就学前、小・中の教職

員が合同で研修し、情報交流したり、ある

いは合同行事を行ったり、そういうことが

できるという強みがあると思います。さら

には、読書のまちと今まで掲げておりまし

て、学校図書館の司書配置、及び図書館の

充実ということで読書、本に対するものは

他の自治体に比べて相当高いものがあると

考えております。 

  それから、現在ですけれども、全ての

小・中学校が研究学校を指定を受けており

ます。全ての小・中学校が受けるというの

は、ほぼ他の市町村には見られないことだ

と思っております。相当研究が進んでおる

というふうに認識をしております。そうい

うことで、これらの強みがあるというふう

に認識をしております。 

  続きまして、弱みのほうでございますけ

れども、本町は児童、生徒の減少が非常に

顕著でございます。そういうことで学校が

小集団化をしているということが一点あげ

られるかと思います。そういうことは、切

磋琢磨する経験や多様な交流の機会の乏し

さ、あるいは人間関係の固着化など、そう

いうものについてさまざまな面で出てきて

るんではないかなというふうに思っており

ます。さらには、部活動の活動がやはり停

滞、あるいは人員不足ということでそうい

うものが出てきてる。そして、施設設備に

つきましても、建てられてから随分長くに

わたっております。その老朽化という点に

ついても少し心配をしております。そうい

う点については、今後検討していかなけれ

ばならないかなというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ほぼほぼ強みも弱みもわかっていただい

てるのかなというふうには思ってます。た

だ、その強みの中に、やはり安全だとか、

その地域ボランティアの件等々いうのは、

やっぱりその辺を逆に学校がというよりは

町のそもそもの環境だったり、こういう地

域の方々の協力とかいうようなことがある

と思うので、その辺を学校としての強みが

どうなのか、また教員としての強みがどう

なのかっていうことも含めて、やっぱりし

っかりともう一歩踏み込んで分析してもら

えたらなというふうに思ってます。 

  今あった弱みの点について、やはりこれ

についてはしっかりと改善をしていかなあ

かんというふうにも思いますし、ただ、そ

の弱みを改善することによって強みが薄ま

る点ももしかしたらあるかもわからないと

いうことも含めて、やっぱりしっかりとそ

のあたりも分析をお願いしたいなというふ

うに思ってます。 

  それを踏まえて２つ目の質問にいくんで

すけども、これ石塚教育長体制から新谷教

育長にかわられて、大きな方針の転換につ

いてあるのか、ないのか。あるとすれば、

どういうことなのかについてお聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 
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  石塚教育長体制からの大きな転換はとい

うことでございます。 

  まず地方自治体における教育行政は教育

基本法の趣旨にのっとり教育の機会均等、

教育水準の維持向上及び地域の実情に応じ

て行うものとしており、教育の継続性、安

定性も求められております。さらには学校

教育法、学習指導要領を踏まえるとともに、

府、国からの要望事項を参考にして、毎年

度教育委員会での議論を踏まえて豊能町教

育指針を策定しております。それに基づい

て各学校はそれぞれの事情を踏まえて、教

育指導計画を作成しております。そしてそ

の１年間の取り組みを進めております。 

  また、近年導入されました学校評価制度

は、年度当初に計画を立て、実施評価し公

表するという形の学校運営改善を行う必要

から、年度途中の就任でございますので、

教育行政の継続性、安定性の確保から１１

月の校長会、園長会では年度当初年間指導

計画どおり着実に実施評価してほしいと指

示したところでございます。と同時に年明

けより、来年度に向けて教育委員会として

の指示や要望を出していく所存でございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  来年度からは新谷カラーが出るというふ

うに思っていいということで捉えときたい

と思います。 

  そんな中で、小中一貫教育についてはこ

れまでも委員会開催をしていただいて、検

討等していただいているとこですけども、

今現状の進捗と今後についてお聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  失礼します。今年度教職員によります保

幼小中一貫教育推進担当者会を発足させま

して、定期的に会を開いております。一定

一貫教育の効果と方法、そして本町として

目指す子ども像を共有するための研究って

いうんですかね、取り組みを推進してると

ころでございます。それとあわせまして今

までも開催してたんですけども、学力向上

担当者会という会でありますとか、キャリ

ア教育担当者会、また生活指導担当者会と

いう今まで既存の会議におきましても、小

中一貫教育をするための検討を議題として

あげてるとこでございます。さらには教員

への研修としまして、全体研修会といいま

して全員が参加するという研修会を、本年

度は小中一貫教育についての課題を共有す

る場ということで、学識経験者の方にさま

ざまな他市町の実践等について課題と今後

の方向性なんかを教えていただく会を実施

いたしました。 

  また、近隣の小中一貫教育を行っている

先進校にも視察研修を随時進めているとこ

ろでございます。その結果、今年度は４小

学校で合同の強化研究会、これは体育なん

ですけども、小学校の先生の同学年の先生

が集まって、フラッグフットっていうんで

すかね、フットボールのちょっともう少し

安全版みたいなですかね、について一緒に

研究をしたり、また児童同士の交流、これ

たまたまと思うんですけども、修学旅行先

がちょうど日程が一緒になりまして、向こ

うの現地で交流をするというようなことを、

これも教員が顔を合わす機会がふえたこと

かなと思うんですけども始めてきておりま

す。今後は町としまして、１つの目指す子

ども像を共有する中で、町としての学習づ



 

 2－14 

くり、例えば豊能町の特色ある教育づくり

なんかを研究して、教育委員会としても教

育内容の充実に努めていきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  はい、ありがとうございます。 

  これ先ほど新谷教育長がおっしゃってい

ただいた弱みの部分、小集団化、部活動の

件、施設の老朽化、これについては多分今

後改善される方向ではまずないと思うんで

すねこのままでは。やっぱりその辺も含め

て、小中一貫教育という教育のあり方も当

然大事ですけども、やはりその施設のあり

方等々も含めて、やっぱりしっかりともう

そろそろ進んでいかんと、なかなか今それ

こそ６、３制の問題とかいうようなことに

ついてはもうそれは全国的にも言われてる

問題なんで、そこは多分研究する必要全く

ないと思う。 

  ただ、教科のあり方、また教育像のあり

方、子ども像のあり方ということは当然議

論していってもらったらええと思いますけ

ども。ただそこはやっぱり時間をかけるこ

となく、やはり今現状児童なり、生徒の減

少ということは、もう明白にわかってるわ

けですし、そこはスピード感をもった対応

ということをしっかりしていかなあかんの

ちゃうかなというふうに感じています。 

  やはり、先ほどもいろんな担当者会だと

かいろんな部会等々やっていただいてる。

それについては当然、議論というのはより

多くしてもらう必要というのは当然あると

思いますけども、やはりその中にもやはり

スピード感というのを持って対応しないと、

なかなかこれ冒頭に申し上げたような時代

の流れについていけへんようになる可能性

もあるし。本当の豊能町の教育のよさって

何なのかということも含め、別それ僕小集

団の教育があかんということではありませ

んけども、その辺のいろんな問題等々が起

こってる、また起こる可能性があるという

こともありますので、そこはもうちょっと

スピード感を持ってやるべきだというふう

に思ってますけども。そのあたり小中一貫

教育も含めて、その施設のあり方もそうで

すけども、ある一定どこまでにその結論を

見出そうとしてるのかについてお聞きした

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えします。 

  昨年度、今年の２８年の３月に豊能町に

おける小中一貫教育の充実についてという

のを答申をいただきました。それをもって、

先ほど今次長が答弁いたしましたように、

担当者会を設置するとか、あるいは交流事

業を盛んにするとか、そういうことが示さ

れておりました。既にそれを着実に実施し

ておるところでございます。施設の配置に

つきましては、これは相当の予算も伴いま

すし、またそのいろんなさまざまな面が検

討されなければならないということでござ

いますので、十分検討しながら、これは教

育委員会部局だけではなく、町長部局とと

もに議論を進めてまいりたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  その辺の答申を受けて今やってもらって

るって、それはもう十分わかってます。た

だその中で、やっぱりある意味次のゴール
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をどこに置くのかっていうのは非常に重要

なことやと思うんですよね。そこは先ほど

町長部局との相談も当然財政に関すること

なんで、教育委員会だけでできへんという

ことは十分わかってますけども。その辺の

話も含めて逆に教育委員会としての思いが

どうなのかと、そのゴールはどこに導くの

かというようなことがないと、なかなか町

長部局もいうたところでなかなか時期的な

もん、予算的なもんあると思うので、それ

こそそれはいついつまでにどれぐらいの金

でかかるけどもできへんかということも含

めて、やっぱり示していくべきではないか

というふうには思ってます。これはあえて

今聞きませんけど、やはりその辺も含めて

しっかりと教育委員会の中で今やってもう

てる担当者会とかいうところ、どっちかっ

ていったら実務的な教育現場での話のこと

やと思うんです。ただそれとは別に、もう

一方ではその辺の先ほど弱みにあげてもう

た施設の老朽化、小集団化というところに

ついては、やはりその辺は一方で教育のプ

ログラムとは離れたところでのやっぱり今

後の施設どうしていくかっていうことは、

やっぱりしっかりと議論をしていかなあか

んというふうに思うんですけども。そのあ

たりについても、今やってもうてるそうい

う部会とは違った観点でやっていくべきや

というふうには思ってますけどもいかがで

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  今橋本議員が御指摘になりましたように、

教育委員会部局の中で十分検討せよと、こ

れは私は基本的にそうだというふうに認識

はしております。ただ、いついつまでにと、

そういう時期設定についてはまだ若干そう

いう点では難しいかなというふうに思って

おりますけども。教育委員会部局の中で研

究をしたり、調査をしたりそういうことは

進めていきたいというふうに思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、これ子どもの数がどんどんど

んどん減ってきてるということも事実なん

で、そのあたりについては早い段階で、あ

る意味の政治的な決断も含めて多分いると

思うので、そのあたりについてはしっかり

と、逆にその論拠となるデータ集め等々含

めて、やっぱりしっかりと教育委員会のほ

うでやりながら、町長部局に提案をしても

らうということでぜひともお願いをしたい

と思います。 

  最後に、防災訓練のあり方についていう

ことで。先般松島町に視察に行ってきまし

た。その中で、実際私たち行ったときに、

防災の担当の方とかいなくて、議会事務局

のほうに話をお聞きしました。そうすると、

議会事務局の方も全てその今防災の取り組

み、どういうことやってるかっていうこと

を知ってはるんですよね。詳しく説明して

くださるんです。たまたまその人だけかな

と思って、防災担当の方が来たときに、先

ほど事務局の人に聞いたらよう知ってはっ

たんですって聞くと、いやいやうちのまち

は基本的にはもう全職員あげてその防災の

取り組みをやってますと。 

  例えば、昨年実践的な訓練ということで、

避難所の開設訓練を職員向けにやられたそ

うです。そんなんも含めて、やはり議会の

事務局も知ってはったと。ことし、実は僕

らが行ったときの翌週にやりますって言っ

てはったんですけど、その週には住民を交



 

 2－16 

えて、自主防災組織の単位でその訓練をや

りますと。なおかつその先生は、昨年度そ

の避難所開設訓練をやった職員が先生とな

って、そういう訓練をやるんですというこ

とをおっしゃってました。この点について

は、ちょっと意識的な面で、確かにそうい

う被災をされたところだからかもわかりま

せんけども、やはりうちとのそういうレベ

ル差っていうか、意識差っていうのすごく

感じたんですけども。そういう意味で、し

っかりとしたそういう訓練を今後も豊能町

でやっていかなあかんというように思いま

すけども、今ここで通告には訓練の状況は

って書いてますけども、これについては何

となく理解はしてるつもりです。そんな中

で、やはりその実践的な訓練ということが

やはり本来訓練のための訓練ではなくて、

実際の災害があったときに役立つというふ

うに思いますけども、そのあたり実践的な

訓練という意味で、今後は豊能町はどのよ

うに取り組もうとしてるのかについてお聞

きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  現状については知っているということで

ございますけども、非常参集訓練ですとか、

図上訓練、炊き出し訓練、情報伝達訓練な

どをやっておりまして。御指摘のとおりそ

の実践的な訓練、これはまだできておりま

せん。今後につきましてですけども、来年

になりましてからでございますが、避難所

の開設訓練これをやりたいというふうに予

定をしております。視察に行かれた先は住

民さんも参加なさるという予定のようです

が、まずは本町においては職員が訓練をす

るということで、避難者役も開設役も両方

職員がやりまして訓練をしてみたいという

ふうに思っております。これまで公民館等

を臨時的な避難所ということで開けた、そ

ういう実績は職員も持っておりますけども、

学校の体育館を開けて訓練をするというよ

うなことがございませんでしたので、学校

の体育館、既に指定避難所としております

が、そこを開けて職員は訓練をするという

ことにしていきたいと思っておりまして。

住民さんも参加をしていただくというよう

な訓練はその次というふうに考えておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ職員が身をもって知るとい

うことは大事やと思います。多分実際の災

害が起こったら、職員が誰が来れるかもわ

からへん。また逆に職員が来れるかもわか

らへんということもあって、松島町なんか

では初年度に職員がやり、次年度には住民

向けにやりということをやりはったみたい

なんで、それについてはぜひとも参考にし

ていただけたらなというふうに思ってます。 

  やはり一番大事なんは、そういう職員が

誰もが対応できるということ。また住民に

ついても、やはり住民も誰もが対応できる

というようなことになると、多分より強い

んじゃないかなと思いますし。やはり被災

地で何が一番重要やったかというと、おせ

っかいなぐらいやっぱりひっぱっていく人

がおらんと、なかなかまとまらへんという

ことをおっしゃってたので、その辺につい

てはやっぱり地域力を生かしながら、しっ

かりとした防災に強いまちづくりというよ

うなことを取り組んでいただきたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

  私の一般質問は終わります。ありがとう

ございました。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  次に永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ９番永並啓です。 

  それでは、引き続きイノベーションとよ

のの一般質問をさせていただきたいと思い

ます。 

  まず池田町長、乾副町長、新谷教育長お

帰りなさい。この４年間でいろいろ豊能町

テレビで報道され、いろいろ外から見てて

いら立ちと怒りといろいろ持っておられた

かなと思うんですけども、ぜひともこの落

ちた豊能町のイメージを少しでもあげるよ

うに取り組んでいただけたらなと思います。

一番やはり池田町長に最も期待するのは、

私はやはりダイオキシンの最終的な解決な

んですね。方向性とかは先般の施設組合で

ももう話されてるとおり、今検討中である

ということなんで、これについての質問は

さけたいと思いますが。やはり一点指摘し

ておきたいのは、先ほど橋本議員の質問で

もありましたように、調査委員会の非公開

というところなんですね。やはりこの問題

というのが一番どこで起こったかというと、

やはり一部の上にいる町長なり副町長なり

事務局長なりが秘密裏にいろいろなことを

進めた結果、やはりこういうことが歯どめ

がかからずここまで来たっていう状況があ

るんですね。ですから、やはり池田町長に

かわって新しくしているわけですから、や

はりこういったものは全て公開、できるだ

け公開という方向で進んでというところが

非常に重要だと思ってます。 

  また能勢のほうで一部公開しててという

そのバランスの問題もあります。やはり情

報公開としてそういった、非公開っていう

の非常に閉鎖的なイメージを与えてしまう

んですよ。一方である情報の一方の自治体

で情報を出してると。そしたらもう同様の

情報は豊能町でも提示するというような姿

勢が必要なのかなと。向こうはあくまでも

そこまでの深掘りはしないけども、豊能町

はそういった情報をもとに突き詰めていく

というところのスタンスで調査委員会を設

けてると思ってますんで、ぜひともそこら

辺はお願いしたいと思いますけどもいかが

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  能勢町さんがもう既に公開なさっておら

れる、あれは神戸等が調べられたような中

身、それから報道であったような中身、そ

ういうことで同じようなものを公開なさっ

てるな、いうふうに私は思っております。

直接にどのようなことを調べられたのか、

実は能勢町さんには聞いておらないんです

けども。本町におきましては、調査対象者

から事情を聞くというようなことを始めま

して、資料もあるものは全て見ていくと。

能勢町さんも見られたんだろうというふう

には思っておりますけども、事情を聞くと

いうことが能勢町さんと本町では違いがあ

るのかなというふうに思っておりますので、

できる限り実態の解明、責任の所在、これ

らについて追及をし、最終的な報告書にま

とめたいというふうに思っております。 

  また、その過程につきましては、先ほど

橋本議員にもお答えしましたように、開示

できるものはタイムリーに開示をしてまい

るという姿勢で臨んでまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  一応非公開と、原則非公開となってます

けども、ということは公開することもでき
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るというふうなわけですから、できるよう

なところは公開して、オープンな場で議論

して、調査していっていただけたらなと思

いますんで、それはもう要望しときます。 

  それでは通告の次に、いつも通告してて

なかなか質問できなかったんですけども。

職員の採用基準について、当然試験もある

でしょうし、面接もあるとは思うんですけ

ども、豊能町の中では２３年度から毎年２

名、２名、２名、４名、３名、１３名職員

を採用しているとお聞きしてますが、その

中でもう既に３名の職員が辞められてる状

況なんですね。このことをどういうふうに

分析してて、これをどういうふうに反映し

て今後を取り組んでいくのか、お聞かせい

ただけますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  職員の採用基準でございますけども、筆

記試験におきましては事務職では平成２５

年度からもう専門試験を廃止をしておりま

す。また２６年度からは一般教養試験にか

えまして、基礎能力テストとか、事務能力

テスト、これに切りかえをしております。

またより人物を重視した採用ということを

目指しておりまして、個別面接に加えまし

て集団面接も実施をしているというような

ところで、人物重視の採用ということを心

がけておるつもりでございます。 

  ただ、その今御指摘のあったように３人

が辞めてしまったということ、これ事実で

ございますけども、それらの者は今よりも

希望の職につきたかった者というふうに私

は思っておりまして。本町を辞めたいとい

うふうな思いが先にあったということでは

ございませんでして。やりたいことがほか

にあるとか、行きたいところがほかにある

というふうなことで退職理由を聞いており

ますので、それらを採用時点で面接で見抜

くのはちょっと不可能であるというふうに

思っておりまして、今後の対応といたしま

しても、やはり人物重視のそういう採用試

験を続けてまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  多分そういうことなんだろうと思います。

やはり公務員の方でほかにやりたいとこっ

ていうのが、さらに大きな自治体であると

か、国であるとか、都道府県でいくとか、

そういった方は年齢までは試験は受けれま

すから、そういった一時的なっていうとこ

ろが非常に判断するのは難しいのかなと思

っております。以前、資格の学校で公務員

希望者の方にも何名か聞いたんですけど、

大体ここの町じゃないと働きたくないって

いう人っていないんですよね。どこでもい

いから公務員なんですよ。公務員がだめや

ったら、次先生に下がるんですよ。それで

それもだめやったら警察官になって、だめ

やったら消防なって。やっぱり公務員にな

りたいという人が多いんですね。そこをや

はり豊能町も給料面であるとか、そういう

ので大きな市とか国とかと戦ってもやはり

勝てないわけですよね。そしたら何かとい

うと、豊能町で働きたい。大きなところで

はできないけど、豊能町であったら人数が

少ないからこういったとこまでできるよと、

まちづくりの中核を担えるよとか、そうい

ったところでもっとアピールをしていって

もらうとか。それとかもっと豊能町のこと

について論文を書いてもらうとか。もうち

ょっと豊能町だから働きやすいという人を

試験で全て把握するのは難しいかもしれな

いけども、少しでも減らすためにそういっ
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たものも取り組まれてはどうかと思います

けども、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども申し上げましたけども、役場の

仕事が嫌と、こんな理由で辞めた職員はこ

の近年はいなかったというふうに私は思っ

ておりまして。やはりその採用される前か

ら、実はこの仕事をやりたかったんだけど

も、諦めておったんだけども、受けてみた

ら通りましたというような報告をしてくる

職員もおりました。もともと私は関東出身

で、関東の自治体を受けたら受かりました

とこういう報告をしてくる職員もおりまし

た。そういうことを考え合わせて考えます

と、今議員のおっしゃるとおり、やりがい

を持たせて豊能町で頑張ってもらう。これ

は非常に大事なことでありまして、心がけ

ておるつもりでございますけども、やはり

それでもとめられない職員はおるというふ

うに思っておりまして。やはりやりたい仕

事があればやむを得ないのかなというよう

な思いは私持っておりますが、豊能町のた

めに頑張ってもらうというようなことは今

後とも努めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  正解ないんですよ。どういったことをや

ったらいいかっていうのは、企業もすごい

模索してて、いろいろ特徴ある試験を取り

入れたりもしてるんですね。だから豊能町

も一応こういった３名の方が今辞められた

ということがわかってるわけですから、そ

したら少しでも何かそうならないための工

夫を毎年度、毎年度かえて、どういったも

のが豊能町に働きたいという人を根づかせ

るようなことにつながるかってことを常に

考えてやっていってもらいたいと思います。 

  それでは次に進みたいと思います。各地

域で自主防災の防災の件ですね、各地域に

おいて今年度から自主防災の組織が立ちあ

がっていますが、豊能町はそういった組織

に対してどのような指導をされてるかお聞

きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  自主防災組織というのは、活動内容とし

ては情報の収集でございますとか、初期消

火、救助、救出、安否の確認、避難の誘導、

給食とか給水、それから避難者の行動の支

援、避難所の運営などが自主防の活動とい

うふうになっております。自主防をつくら

れたときは登録をしていただくわけでござ

いますけども、その登録の申請の際には各

自主防の活動計画というものをつくってい

ただいて、それも添付をしてもらっており

ますが、各自主防の大きさ等に応じて、無

理をせずにできる範囲で計画をしてくださ

いということでお願いをしているところで

ございまして。その計画なさった範囲で指

導というほどのものではございませんけど

も、各訓練に豊能町職員も参加をして、講

演等もする、見学等もするというようなこ

とで、ともに自主防について活動している

というような状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  今言われたことっていうのはよくわかる

んですけども、やはりある程度の道筋です

ね、どの段階までは行政がして、どの段階

からこういったところで住民の皆さんの力
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を借りたいんだというようなところはオー

プンにして、こういったことなんですよっ

ていうことを示す必要があると思うんです

よ。そうしないと、やはり各自主防災会が

それぞれ独自に考えてしまうということも

あり得るんですね。 

  ちなみにお聞きしたいのは、自主防災の

ちなみに活動のスタートですね、どこから

どうお考えなのか。例えば警報が発令され

たときなのか、緊急避難場所の公園やグラ

ウンドに一時的に避難したときからなのか、

それとも避難所についてからなのかってい

うところをどうお考えか、お聞かせいただ

けますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  自主防の皆さんは先ほども申し上げたと

おり、情報の収集からも活動に入っている

というふうに思っておりますので、例えば

警報が出た段階、それから土砂災害警戒準

備情報が出た段階、こういう段階から既に

自主防の活動は始まるものというふうに思

っておりますし、仮に土砂災害警戒情報が

出たり、震度５とか大きい地震が起こりま

したら、すぐに避難勧告等が出ますので、

避難勧告が出たときには自主防の皆さん協

力していただいて避難をしていただく。ま

た要支援者がおられたら、その方々を支援

していただくということも自主防の皆さん

の活動というふうに思っておりまして。い

つからスタートということではなくて、ふ

だんから情報収集はしていただくというこ

とでお願いをしたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  漠然とはそれでいいんですけど、それを

具体的に進めようとすると、かなりいろん

なとこに無理が出てくるんです。新光風台

では秋に自治会の役員、班長限定ですけど

も避難訓練したんですよね。警報発令して、

連絡を回し、避難場所に集まり、避難所ま

で避難するという簡単なものなんですけど

も、いろいろなことがわかりました。 

  役員や班長限定ですから、避難場所に集

まる人は多い場所でも十数名なんですけど

も、その一人一人の後ろに二、三十人の住

民さんがおられるわけですよね、実際は。

ということは、避難場所によっては３００

人ぐらいになるところもあるんですよ。う

ちの新光風台の場合ですとね。そしたら緊

急避難場所は公園やグラウンド、要は外な

んですね。て考えると、災害の発生時なん

てこちらでお願いして春の暖かいときに起

こってくださいなんて言えるわけないです

から、深夜であるかもしれないし、真冬の

雪が舞ってるときもあるかもしれない。そ

こで、避難場所である公園の中で、そうい

ったとこで自主防の情報連絡なり、安否確

認なりということ正直できないですよね。

やはりあくまでも避難所までは行ってもら

って、避難所の中に入って、ある一定住民

さんが集まってきた段階で情報連絡であっ

たり、安否確認であったり、避難所の運営

のことであったりというのを進めるという

ほうが現実的ではないのかなと。今部長お

っしゃられたことは非常に、最初からそう

いう活動が始まってるというのはよくわか

るんですけど、それを具体的な行動に起こ

したときに見えてこないんですよ。何をし

たらいいのかというところが。それ実際に

していくと、そういったところがわかって

きた。やはり他市町村はそこら辺を多分理

解されてるんだと思います。だから、避難

所運営マニュアルというものが存在してる
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んですね。それに基づいて、職員の方も行

動訓練してるし、それをもとに住民の皆さ

んも自主防の活動もそこに入ってるんです

よ。ちなみに豊能町で避難所運営マニュア

ルってありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  避難所運営マニュアルでございますけど

も、本町にはまだございません。町ではそ

の避難所運営マニュアルを作成するガイド

ライン、これは策定をいたしまして、平成

２７年２月でございますけども、策定をし

たというところでございます。その避難所

運営のマニュアル、これにつきましては各

小中学校ごとといいますか、避難所ごとに

つくっていただくというものでございまし

て、そのガイドラインに基づきまして実際

の避難者を想定した避難所の開設訓練をや

った上で、マニュアルをつくっていただく

ということが必要であろうというふうに思

っておりまして。それにつきましても、ま

ず自主防の皆さん、町は当然でございます

けども、また学校、これらの方々と協力し

ていただいて、避難所ごとのマニュアルを

つくっていただきたいというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはりここに松島町の運営マニュアルが

あるように、どこにでもあるんですよこれ。

ほかの市町村、大体のところ。仙台のほう

もありました。こういったふうに、やはり

まちがこういうものをある程度つくって、

これに基づいて活動していかないと。やは

り大分自主防のほうにまかせっきりだと、

なかなか進んでいかないというふうに僕は

非常に感じるんですね。ここに何がどうい

ったことが書いてあるかというと、どうい

った場合に鍵をあけるのかとか、開設前に

どういったところをチェックするのか、避

難所のスペースを割り振るとか、非常に具

体的にわかりやすく示されてるんですよ。

やはりこれは他市町村もつくっているもん

ですから、そういったものは豊能町の中で

もそれをつくって、職員の方が緊急時に避

難所開けれないケースもありますよね。そ

ういったときに一番開けれるというのは近

くに住んでいる住民の方がすぐに開けれる

と思いますんで、ぜひともそういったもの

はつくって、それをもとに豊能町としてや

はりこういった個々の部分微妙にかわるの

はそれはしょうがないと思うんですよ。で

もこれだけのものをやはり各避難所ごとに

っていうのはなかなか難しいですから、そ

れは１つの目安としてつくっていただきた

いと思いますけどいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ガイドラインにはございますので、まず

は避難所の開設訓練、これが先決だという

ふうに思っておりまして。その避難所の開

設訓練をやってみて、それをもとに各避難

所ごとのマニュアルをつくると。今議員の

御指摘の鍵の開け方、ここからスタートを

するというような基本的なマニュアルをつ

くるべきというふうに思っております。 

  先ほど橋本議員のときにもお答えいたし

ましたけども、まずは職員主体の避難所開

設訓練をさせていただいて、その後にまた

住民の方々も参加していただくような避難

所訓練、これもしてまいりたいというふう

に思っております。マニュアルはその後に

つくってまいりたいというふうに思ってお
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ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはりこれもスピード感を持ってですよ

ね。もう既にできてるとこがあるんですよ。

そういったところを早急につくって、もう

訓練まで入ってるところもあるんで、やは

りそういった面ではおくれをとらないよう

に、万が一のときの命を守るものなわけで

すから、それは早急につくっていただきた

い、訓練をしてつくっていただきたいと思

います。 

  もう一点確認なんですけど、豊能町は避

難準備警報の段階では避難所は開設はしな

いというようなことになってると思います。

この避難準備警報というのは、普通に避難

ができる人は避難の準備をしてくださいと

いうことなんですけども、避難所、要支援

者避難に時間がかかる人に対しては、避難

を開始してくださいってなってるんですよ

ね。そしたらこの場合、要支援者避難に時

間がかかる人はどうすればいいのか、ちょ

っとお聞かせいただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  避難準備情報というのは、土砂災害警戒

準備情報この段階で出るものというふうに

思っております。土砂災害警戒情報になる

と避難勧告というふうに切りかわるという

ようなものでございます。確かに土砂災害

警戒準備情報は、要支援者の方々はもう避

難を開始していただくというようなことで

ございますので、そういう情報が出れば、

関係機関連絡をとりあって、避難が必要な

方は避難を始めていただくということが必

要というふうに思っておりますので、まず

は情報の伝達、これからしていくべきとい

うふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ということは、その段階でも避難所は開

けるという理解でいいですか。そこだけな

んですよ。その準備警報の段階では避難所

開けないというスタンスだと思うんで。そ

したら、要支援者とか時間がかかる人は避

難を開始してくださいっていうのが、どこ

にっていうところがないんですよ。どこに

行ったらいいですか、開いてないですから。 

  ていうのも、変だなと思って大阪府にも

聞いたんですよ。そしたら大阪府は開ける

ように指導してますということやったんで

すよ。避難準備警報の中でも。そしたら府

が出してる研修のマニュアルとか、そうい

った指導もつじつまが合うんですけど、そ

こで豊能町の理解がそういった準備警報の

段階では避難所開けないってすると、やは

りいろんなところに無理が生じてくるのか

なと思うんですね。やはりそこはちゃんと

そういった指導に基づいて、やはり避難準

備警報の段階でも、そういった人が避難す

る先っていうものは用意しないと避難でき

ないですよね。だからそこは避難所を正式

に開けなくても、一時的な緊急的な避難場

所でもいいんで、そういった避難所ってい

うのをつくる必要があると思いますけど、

いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  一概にその土砂災害警戒準備情報でござ

いますとか、土砂災害警戒情報でございま

すとか、頻繁に出る場合もございますし、

めったに出ない場合はあります。最近は土
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砂災害警戒情報よく出ているなというふう

な認識をもっておりますが。その土砂災害

警戒準備情報だから避難所を開けないとか、

そんな判断ではなく、その時々に応じて危

険があるというふうに判断をすれば、避難

所は開けてまいりたいというふうに思って

おります。この土砂災害警戒準備情報は出

たものの、全く降ってないとか、そんな場

合も実はあるのはあるわけです。そういう

こともあって、天候、雨量、これらを勘案

して避難所の開閉は決めたいというふうに

思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  でも府のほうにはそういう指導になって

ると思うんですけど、そういうことではし

ないということでいいんですか。そこだけ

の確認です。府はそういった準備警報が出

ると、要支援者の方たちのためにもう既に

避難所開けなさい、それなら理解できるん

ですよ。だって書いてることが準備を開始

してください、要支援者とか時間がかかる

人は避難を開始してくださいってなってる

から。開始してくださいの先がないですよ

って豊能町の場合は。そしたらそこもかえ

ないと。準備警報の段階から。そこだけな

んです。整合性がとれてないですよという

とこなんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども申し上げましたけども、状況に

応じて避難所の開閉はするというスタンス

でございます。 

  例えば台風でございましたら、大雨警報

も暴風警報も出ていない段階であっても、

それは職員を招集いたしますし、避難所は

注意報の段階で開ける可能性もそれはござ

います。確実に降ると、確実に土砂災害の

おそれがあるというような場合は、そうい

う気象台の警報とか情報とか、それを待つ

ことなく職員は動くということでございま

すけども。 

  逆に先ほど言うたように、土砂災害警戒

準備情報が出ておっても、危険性はないと

いうふうに判断をすると、避難所を開けな

いという判断はあり得るということでござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  それなら、府から出てるマニュアルとか

全部かえないと。豊能町のもつくらないと。

そうなってないから。そういうふうに書い

てあるから、今内田部長が言われた答弁の

ことは書いてないんですよそこに。そした

ら豊能町としては大阪府はこういう指導で

すけども、豊能町はそういったことがある

んで、こうですよっていうものつくらない

と。さらになおさら。そういったものがほ

かに出回ってるからですよ。豊能町で研修

しないと。大阪府が研修して、自主防災の

人行ってますよ。行った中の資料でそうい

うふうに聞いてくるんですよ。混乱するだ

けじゃないですか。それを言うんなら、豊

能町としてのもん先つくって、豊能町はそ

ういった部長が答弁されたような状況でや

っていくんですっていうことを示さないと。

そこにそういったところに一部では避難準

備警報の段階で避難してくださいっていう

ことは書かれてるから。そこもそうじゃな

いですよ、豊能町はこうですよっていうこ

とをつくらないといけないと思いますけど、

最後に答弁お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 



 

 2－24 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かにおっしゃるとおり、明確な基準は

ございません。その都度土砂災害警戒本部、

土砂災害対策本部、このような本部を置い

て決定をしておるわけでございます。その

今議員の御指摘の避難所を開けるタイミン

グのマニュアル、これについては今ないの

で、今後検討してまいりたいというふうに

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  今年度から自主防災が立ちあがって、住

民の皆さんもいろいろ協力してもらってる

んですよね。いろんなところに研修会行っ

てる状況も知ってますよね。府の研修も。

他市町村の住民の方と一緒に研修受けるわ

けですよ。その中でそういうのを聞いてく

るわけですよね。じゃあ豊能町はっていう

と違いますってなるんですよね。それだっ

たら、豊能町をすぐつくらないと。もう既

にあるんだから。それが先行していってし

まうと、後から後から言ったって、なかな

か上塗りできないですよ。ぜひとも早急に、

もしそうおっしゃられるんであれば、府の

指導の研修の資料とかと違うような対応を

とられるんであれば、豊能町はそういうご

とに判断するんであれば、それをつくって

住民に配付して周知をしていただきたいと

思います。 

  引き続きプレミアム商品券について質問

したいと思います。商品券の分析と以前か

ら言ってますように、地域通貨の可能性に

ついてです。 

  昨年度豊能町においてもプレミアム商品

券を発行しました。豊能町行政の予測は大

外れだったわけなんですね。施策に失敗は

つきもので、別にそこの点を言うつもりは

ないんですけど、私が一番豊能町の弱点と

感じてるところは、現状分析ができていな

いというとこなんですね。それは民間企業

と比較してじゃなくて、他市町村の自治体

と比べてなんですよ。私は一般質問のとき

に、他市町村ではプレミアム商品券はすご

い集まると、人が買いに来ると、だからい

ろんな対策をとって混乱しないようにって

いうことで、いろんな自治体で対策をとっ

てきたんですよね。でも豊能町はほかの町

よりも遅く発行して、他市町村の状況を見

ることができたけど、町ではそんなに購入

者はいないという判断に至ったわけですよ。

それで、現状のニーズをそこ正しく把握で

きなかったら、いろんな施策うってもやっ

ぱりうまくいかないんですよね。ずれてし

まうんですから。現に住マイル助成失敗で

したよね。やはりそこのニーズ把握という

の非常に重要なんですよ。そこは以前から

言ってるように、企画立案者が生の声を聞

かないと、歩いて聞かないと、なかなか理

解できないと思いますよ。それをコンサル

とか、いろんな情報の数字だけを見て、あ

あこうだなというふうに判断してる、今ま

でそれですよね。それで、結局こうなった

んですよ。予測大外れしたんですよ。だか

らそしたら、一度生の声を聞きに行く、そ

ういったことをしたらやはりこういう状況

って全然変わってくるんですよね。やはり

そういった取り組みっていうものは、僕は

非常に重要だと思います。 

  それで、本題に入りますけども、この利

用期間において、通年より利用者ふえたの

かどうかっていうとこをお聞きしたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 
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  お答えいたします。 

  プレミアム商品券。当時発行する前の段

階の町の考え方でいきますと、町村レベル

では通常余りプレミアム商品券が売れない

という分析結果をしておりましたので、町

としてそういう対応をした。結果的には豊

能町は他市並みですね、市のような内容で

非常にたくさんの方が御利用されたという

ことで、混乱を招いてしまったということ

で、それについては当時おわびを申し上げ

たと思っております。その結果は、大体森

町のほうが予想以上に買いに来られたとい

うようなことが後で判明をいたしまして、

その分については確かにあんまり考えてな

かったなというようなことがございました

ので、ああいう結果になったのかなという

ふうに分析をしておるところでございます。

利用者の内訳で見ますと、大体９割が西地

区の店舗で利用されました。そのうちの大

店舗３店で利用されたんが、大体全体の７

５％を占めておりまして、買われた内容に

つきましてもほぼ日用品を買われたという

ようなことですので、プレミアムがついた

分だけ、ふだんの日常生活の買い物をされ

るのに回されたというようなことではなか

ったのかなというふうに分析をしたところ

でございます。 

  ですから、それをプレミアム商品券が出

たから、特段お客さんがふえましたとか、

特段商品がたくさん売れましたというよう

なことについては、商工会等が調べられた

内容においても余り出てきていないような

状況でございまして、普通の日常生活に使

われたのではないかというふうな分析結果

が出ております。 

  以上、そういうようなことがございます

ので、地域通貨を例えば出したといたしま

しても、結局そのようなことになってしま

って、町内の。聞いてなかったですか。ま

ず一応分析の結果はそういうようなことで、

特段新たなお客さんが来たというようなこ

とはございませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  わかりました。ふえてないんですね。い

や僕はふえてるかと思ってたんですけど。

例えば猪名川町に住んでおられる方はイオ

ンが猪名川がありますよね、だから買って

そのまま買い物に行く先が割り引いてお得

に買えるというだけなんですけど。僕は気

になったのは、豊能町の場合はそういった

もの、大きなものがないんで、中の３店舗

大きな西地域の３店舗で買う人が猪名川と

か外のダイエーとかイズミヤとか、郊外、

町外に出て買われる人が結構いるんじゃな

いかと。一定、こういった期間だけはそこ

じゃなくて、豊能町の中で買おうっていう

ふうな傾向を知りたかったんですね。そこ

に関してもう一度確認ですけど、ほとんど

ふえていないっていうことでよろしいです

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  商工会からの聞き取りでございますけど

も、この商品券事業をきっかけにチラシ配

付等により積極的に展開して、新規顧客を

開拓し、その後売り上げ増につながった事

業所っていうのもあったんはあったんです

けれども、非常に数が少ないということを

聞いております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  いやもう少し、そこら辺を踏まえて分析

していただきたいと思うわけですよ。多く
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の方が車持ってる方、イオンとか大型のシ

ョッピングモールとかに行かれるという傾

向は僕若い人には結構あると思ってるんで

すね。そういった中で、その期間だけでも、

豊能町の中で買い物をする、外には遊びに

は行くけども、中で買い物とか全部豊能町

の中のスーパーで納めてしまうというよう

なことにつながるんじゃないかと思ってま

すんで、そこら辺をもうちょっと精査して

いただきたいと思います。これを踏まえた

上で、やはり地域通貨の発行についてなん

ですけども、やはり豊能町ってお金落とす

とこってないんですよね。だからそういっ

たものを発行して、ちょっとでも普通に買

うよりもお得に買えるというようなところ

を出して、私は思ってるのはそれを福祉と

かボランティアとかいろんなところで短い

時間だけど、そういった豊能町の中で使え

る通貨を出すことによって、そういった若

い人材であり、ちょっと体に余力がある人

の雇用の獲得につながるんじゃないかと。

豊能町の場合、例えば３、４時間あいたと

しても、働きに行くってなると、もう往復

の交通時間だけで無理なんですよね。そし

たら豊能町の中でそういったちょっとした

ボランティアができる、ちょっとした有償

ですよ、そういった活動に参加できる、そ

れに対する対価はお金じゃなくて豊能町の

地域通貨ですよと。それを使えば近隣のス

ーパーなりでちょっとお得に買えますよと、

日常品が買えますよということだと、もう

ちょっと気軽にその確実に５時間、６時間

あかなかったとしても参加していただく人

がふえる可能性があるかと思ってるんで、

それを要望しているわけですね。それでじ

ゃあ南部長先ほどの答弁ですね、お願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  済みません。先ほどからプレミアム商品

券についてお答えをさせていただきました。

以上我々が今考えております中では、そう

いうようなプレミアム的なものとか、そう

いうものをつけたといたしましても、日常

生活に消えていって、それが町内の大店舗

以外の小売店等の繁栄にはあんまりつなが

っていないのかなというふうに考えており

ますので。特定の店舗に集中するだけのそ

の地域通貨ですね、というようなものの発

行については、今現在考えていないところ

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  現状だけ見たらそうなると思いますよ。

だからそれで、やはり豊能町行政の一番悪

いところは現状こうだからしませんなんで

すよ。現状こうだったらこうなるようにも

っていくというところが非常に足りない。

もしそういうふうに使われてないなら、そ

ういった方たちを集めてじゃあ使ってもら

えるようにしたらどうしたらいいのかとか、

それどういうサポートがあれば、そういう

もっと利用者がふえるんではないかとか。

以前からそういう小さい、以前も指摘して

るんですけど、小さいところってチラシも

出せないんですよね。出すだけ効果ないで

すから。そしたら豊能町のホームページの

中でそういうタイムセール的な、リアルタ

イムにそういう情報を流す、この時間だけ

こういうものを安くしてますよとか、そう

いった情報を豊能町のホームページいけば、

豊能町の情報が全てわかるとか。そういう

リアルタイムにできるというのが、今の情

報ツールの非常に有効なとこなんで、そう

いったところを交えて小さい商店街の小売
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店の活性化などにもつなげていくとか。そ

ういった先の、現状こうだからもうしない

じゃなくて、先にもっと活性化させるよう

な取り組みというものをぜひとも検討して

いただきたいと思いますけど、部長いかが

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  プレミアム商品券のときに、どこでプレ

ミアム商品券が使えますよっていうことは

大きく広報させていただきまして、皆さん

各店舗にも貼られてますし、商工会のほう

もその周知をしたところでございまして。

町内には大型の小売店舗４店のほかに、サ

ービス業関係で２９店、それからリフォー

ムとかその他含むもの２５社ほど、この間

のプレミアム商品券ではそれぞれ住民の皆

様に使えるところをお知らせをしたところ

でございます。ただ、残念なところ、その

中でもこのプレミアム商品券を使って、売

り上げが全くなかったというところが１０

店ではきかないぐらいのところがございま

して。やっぱりなかなか小さなところに利

用していただける、普通の小売店を御利用

いただけるのが非常に少なかったっていう

のがまずあります。そういうふうなサービ

ス業的なところでお使いになられたところ

は、ちょっと非常に限定をされておられま

して、どういうところが使われてるかって

いうと、美容室、散髪屋さんとか、美容院

とかそういうところはたくさん使われたよ

うな結果があったり、動物病院等が使われ

たというような結果はあるんですけれども、

このようなことからなかなか地域通貨自体

が即、そのようなところに町内の事業者の

発展にはつながらないと思っております。

ですから、ほかのところの例えば福祉的な

話とか、そのようなことについては私一人

ではなかなか一存で決定をすることはでき

ませんけれども、可能性については今後も

いろんなところの事例も参考にしながら、

考えてはいきたいとは思っておりますけれ

ども、今さっきも申しましたけども、今現

状では地域通貨の導入と言うのは町として

はあり得ないのかなと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  質問ちゃんと聞いてください。今言った

のはそういった現状先ほど部長が答弁され

たから、それはわかりますと。そうではな

くて、それを活性化するような取り組みを

ネットとかを使ってでもやったらどうです

かですよ。今言われたこと、前の質問のそ

のままの答えしてるんで。本当に時間無駄

だったなと思うんですけど。だから、これ

からもそういったそういうふうに、今はそ

うだけども、そうじゃない利用されない店

舗が１０店舗以上あったんですよね。そう

いったところの問題点分析して、それを利

用できるようにするためにはどうしたらい

いかっていうのを考える。それは余りにも

周知ができていない、そういったところで

使えるとか、そういったところの利用者が

なかなか広告も打てないから、そういった

現状がある。そしたらそういったところで

どういうふうにホームページとかうまく活

用してできないかとか、そういったところ

の質問をしてるんで。ぜひともきちんと質

問聞いて答弁していただきたいと思います。

今の基本的に姿勢はわかりましたんで、時

間の都合もありますんで教育問題に入りた

いと思います。 

  新谷教育長になって、私は非常に期待し

ております。ちょっと今まで教育委員会と

いうのが答弁もずれてたりとか、いろいろ
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なことがありましたんで、ぜひとも組織の

抜本的な改革、明確なビジョンを先ほど橋

本議員の質問でもあったように、もって、

まずは地域の住民の皆さんも統廃合とか、

地域の皆さんの意向というのが非常に影響

大きくなりますけど、まずは子どもたちの

教育にとって一番何がいいのか。一番目線

を小池知事の言い方で言うと、子どもファ

ーストで考えていただけたらなと思います

んで、そこはよろしくお願いします。 

  これもずっと通告出しててなかなか言え

なかったんですけども、歴史教育について

３月議会になりますけど、戦争教育の実態

について質問させていただいておりました。

それで次長の答弁で、今はわたしのころは

ほとんど昭和時代というものの教育ってほ

とんどなかったんですよね。さっと流すよ

うな状況やったんですよ。それが、やはり

そういったところは、どんな先生であって

もバランスよく指導するということが非常

に重要ですよっていうことを言って、その

ときの答弁が、今はカリキュラムを組んで

るからそういったことはないということで、

そういうなんを見せてもらいました。お聞

きしたいのは、それがちゃんとそのように

教育されてるかっていうのは、教育委員会

としてチェックされてるかっていうところ

をお聞きしたいんで、お聞かせいただけま

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  学校の先ほど議員の言われました年間計

画なんですけども、本町は教員が減ってき

て、なかなか相談難しいんですけども、教

科部会という中で、１人で決めるのではな

く学校としてその年間指導計画を決めます。

それにつきましては学校長が最終責任者と

して学校のカリキュラムを決定するという

形がなっております。それは法の上でござ

います。教育委員会としましては、その提

出を求めております。それが毎年学校の年

間指導計画として出されまして、その中身

についてはチェックをさせていただきます。

毎学期、学校が実際にきちっとその教科ご

とに、これ時間数なんですけども、きちっ

と時間数が消化できてるのかっていう未履

修問題等いろいろありましたので、それに

つきましては時間等のチェックをさせてい

ただきまして。最終年度が終わりましたら、

例えば道徳については何時間できたのかと

か、社会科については適切に年間総時数き

ちっと消化できたのか、実施できたのかの

調査は、これ国レベルからおりてくるんで

すけども、調査させていただくいうことで、

教育委員会としては学校のチェックを行っ

ているという状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひともそこら辺は徹底して、確認して

いただきたいと思います。このバランスを

先生によっていろいろ知識が違うというの

は非常に問題だと思うんで。同じくもうす

ぐ卒業式のシーズンを次の議会のときは迎

えてしまうんで、お聞きしときますけども。

前回卒業式に参列された保護者の方から、

ある学校ではほとんどの先生が君が代の斉

唱のときに口を閉じていたということを聞

きました。私は光風台小学校の式典に参加

するときは、先生の聞こえないですけど、

口元だけは見てるんですね。ほとんどあい

てます。声に出してるかどうかわからない

けど、うたってるんだなというところは確

認できます。こういったところを保護者か

らそういうのが苦情に入るということは、

実際そういう人が多いのかなと、いたのか
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なと思うんですけど、そこら辺の指導なり

はどういうふうにされてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。国歌の指導でござい

ますけれども、私が学校に在籍しておりま

したころ、当時はなかなか国歌の指導、あ

るいは子どもたちが歌うということはなか

なかでき得ませんでした。その際に、私は

教職員に、子どもが歌わないのは先生が歌

わないからだということで、先生方に対し

て必ず練習のときに一緒になって声を出し

て歌いなさいというふうな指導を、ずっと

この間しておりました。今御指摘の点につ

きましては、また校長会でぜひしっかりと

斉唱するようにというふうな指導をしてま

いりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひともお願いします。先生にも信仰の

自由ありますし、ただそれを子どもの前で

見せるというのはどうかなと思うんですよ。

一応プログラムとして決まってることを先

生が歌わなかったらそれを見た子どもたち

はどういうふうに思うのかと。嫌なことだ

ったらしなくていいのかなというふうに、

僕は初めてそこで気づくんじゃないかなと

思うんで、一応それはそれとしてプログラ

ムにあることはしっかりと歌う。ていうと

ころはぜひともしっかりと指導していただ

きたいと思います。 

  もう一点、吉川中学校のテニスコートに

おけるトラブルと対策についてですけども、

今ちょっとネットを張ってますよね。これ

に至った経緯が、ソフトテニスをしている

ボールが飛んで、それが飛ばないようにっ

て言われてそれで張ったというんですよね。

ただ、吉中のテニス部ってもう僕が中学の

ころからずっとあるんですよ。そういった

トラブルってたまには出たと思いますよ。

でもそこまでいってなかったんですよ。そ

れがなぜそこまでの対応になるのか。たま

に出てしまっても済みませんぐらいで、今

まできてたと思うんですよね。そこまです

るというのは、それで今一面を使えない状

態に一時的にして、ふれあい広場であると

か。その対応って間違ってると思ってるん

ですよ。やはりそこはもうちょっと、ふつ

うに話をすれば解決できた問題だろうと思

うんですけど、そこについていかがお考え

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今の件ですけども、今言われましたよう

に、車道側というんですかね、そちらのほ

うに若干ですけども高い網を簡易でつけさ

せていただきました。行く行くこの状況を

見て今後、本当にきちっとしたものをつけ

るのかどうかという判断をしていかなきゃ

いけないかなと思ってるんですけども。基

本的には学校の中で、今までもテニスボー

ルが出るという事案はありました。ただ、

外に出ることによって、ボール自体はやわ

らかいので子どもが飛び出すということに

対しての危険性はありましたので、学校と

しては出てもすぐに行かない。先生に言う

ように、勝手に行かないというようなこと

を指導徹底して、子どもの危険をさけてい

たところです。今回につきましては、その

ボールが高くあがりまして、車道を走って

おりました車のフロントガラスに当たった

ということで、その住民の方が帰宅後こう
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いうことがあったので、ボールが出ないよ

うに考えてほしいと。自分としてもびっく

りしたということの苦情がございました。

それにつきまして学校長が判断としまして、

それについて教育委員会に若干どうにかち

ょっと網をあげるような対策をできないか

と。その住民の方と話した中で、何か対策

もまた考えていきたいと答えたということ

で、学校長からの要望があったというのが

１つでございます。 

  その間の対策としまして、余り飛ばない

ボールですので、片面の使用を中止のみで

とりあえずネットができるまでの対応をし

たいということで、言いましたら学校と教

育委員会が相談して学校長の判断を尊重し

ながら、それについて対策を講じたという

のが一番でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  そうすると、子どもたちってすごいやり

づらいんですよ。自分が打ったボールで外

へ出たから一面使えなくなりましたってい

うことですよね。打った子どもからすると

あっという感じですよ。それ正直それぐら

いなんですよ。だってもう何十年続いてき

たことだから。何十年その話し合いで解決

してきたことだから。ちょっと耳に入って

るのは、そこの話し合いのときに、ちょっ

と対応でそこにいた先生か誰かが「軟式で

すから大丈夫ですよ」みたいな感じのこと

を言われて、ちょっとかっかっかっかって

いうようなきたって聞いてますんで。そこ

の最初の問題発覚時の対応っていうのは非

常に重要だと思うんですよね。そこでこじ

れなかったら、ふつうに今までこじれてな

いんですよ。今までも出てるはずだし、そ

ういったことっていうのはあったと思うん

でね。そのときの先生なりの大人の対応で

すよね。そこら辺をきちっとすることによ

って、絶対回避できるもんだと思うんです

よね。そのネットをつけるって、つけると

しても、別に利用はしてていいじゃないで

すか。利用はしてこういったものもつける

だったらわかるけど、出ないように利用ま

で制限してしまうと、出した張本人ってす

ごい悪いことしたなという感じになってし

まいますよ。そこら辺はやはりネットをつ

けるならつけるでいいですよ。そういう判

断をされたんなら。でもね、別に利用はふ

つうにしててくださいよと。でもネットも

つけますよということでいいのかなと。何

も子どもたちの活動のほうに制限するよう

な判断というものは、僕はすべきじゃない

と思ってますけど。多分新谷教育長は違う

と思いますけど、教育長どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  子どもたちの部活動における安全につき

ましては、十分配慮していかなければなら

ないというふうに思っております。ただ、

今永並議員が指摘された、一番最初の当初

の教員の対応については事実関係は私わか

りませんけども、もしそういうことであれ

ばやはり一番最初の初期の対応が大事では

なかろうかなと。子どもたちが一生懸命ク

ラブ活動をやっていることについては十分

尊重して、その活動を最大限に配慮してい

くのが一番いいのではないかなと。ただ、

安全はいつどんなときで、どういうふうな

ことが起こるかわかりませんので、その点

も踏まえて考えていく必要があろうかと思

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひとも豊能町の売りってやっぱり教育

だと思うんですよ。これから今までと同じ

ようなことをしててもいけないと思うんで、

ぜひとも早急に、新谷体制になってこうい

うふうにかえていきました、目に見える形

で教育のまちというものを進めていってい

ただけたらと思います。 

  以上で一般質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上でイノベーションとよのの一般質問

を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

１時２０分とします。よろしくお願いいた

します。 

（午前１１時１２分 休憩） 

（午前１１時２０分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます 

  次に緑豊クラブの一般質問を行います。

持ち時間は質問及び答弁を合わせて、１０

０分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  １０番竹谷勝でございます。御指名をい

ただきましたので、一般質問を行います。

理事者の皆様には丁寧な答弁をお願いをい

たします。 

  いつものことですけども、豊能町の状況

は少子高齢化と人口減少など、大変厳しい

問題に直面をしております。池田町長には

再度の登板になりますが、特に健康に留意

をしていただき、これらの諸課題に挑戦を

していただき、豊能町の発展に御尽力いた

だけることを期待しております。 

  ８年前を振り返りますと、当時の池田町

長の所信表明のキーワードといいますか、

ちょうどアメリカ大統領選挙で、オバマ候

補がチェンジということでかえるんだとい

うことで。それに池田町長も倣って、豊能

町をかえるんだというフレーズでこの前で

所信表明をされたことを思い出しておりま

す。どうかこの厳しい豊能町の現状しっか

りとかじ取りをしていただいて、活力ある

豊能町にもっていっていただきたいと期待

をしております。 

  それでは、通告に従って質問をさせてい

ただきます。通告の内容は、過日臨時議会

で述べられました所信表明について、８つ

の約束から幾つか質問をさせていただきま

すので、的確な答弁をお願いをいたします。 

  まず、先ほどからも出ておりますダイオ

キシンの完全無害化処理について質問をい

たします。所信表明の中では池田町長は、

ダイオキシンの早期処理に向けての決意を

力強く述べられております。改めてその決

意をお聞かせください。このカメラ、マイ

クを通して多くの住民の方々がインターネ

ットを通じてみられております。所信表明

にありました決意をお聞かせください。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  竹谷議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  私は、ダイオキシン問題につきましては、

以前から皆様御承知のとおりに、発生以来

１９年間が経過してきております。私のと

きにも臨時議会で申し上げましたとおり、

何とか解決をしたいという思いで４年間や

ってきたわけでございますけれども、残念

なことに、何とかオンサイト処理をやりた

いというところで敗北をしたというのが経

緯でございます。今回私当選させていただ

きまして、このダイオキシン問題につきま
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しては、いろんな流れの中で今日まで、昨

年の７月からきょうまでの間に状況がすご

く変わってきてるというふうに認識はして

おりますけれども、何としても私の思いと

しては一日も早い解決がこれが絶対必要な

んだというふうに思っておりますし、また

そうしなくてはならないという責任感を持

っております。この点につきましては、皆

様方も御承知のとおり、就任以来精いっぱ

い何とか前任者の解決に向けて努力をして

きたというふうに私個人としては思ってお

ります。その中でようやくこれから先の処

理に向かっての対策ができる時間になって

きたなという思いでございまして。これか

ら先の処理に向かっての日時を一日も早く

縮めて処理をしていきたいというこの思い

が今も同じでございます。どうか１つその

点につきまして御理解をいただきますよう

に、よろしくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  丁寧な説明していただきました。私も議

員になって１５年になります。その間ダイ

オキシン問題については、当初から現在ま

で推進の立場で議会活動をしてまいりまし

た。そういった面から見まして、今この時

点でまだいまだにダイオキシンでこの豊能

町が揺れてるということは、非常に残念な

思いをしております。ぜひ池田町長の政治

力で早期に終結をしていただきますよう、

まずお願いをしておきます。 

  次に、池田町長は所信表明の中で、ダイ

オキシンの処理については焼却溶融により

完全無害化処理しかないと取り組んでまい

りました。今もその信念に変わりはござい

ませんと述べられております。今後も完全

無害化処理を目指して進めていかれるのか、

その決意をお聞かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  竹谷議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  議員も御承知のとおりに、今大阪府のほ

うでは、現状のままで処理してもいいんじ

ゃないかとか、いろんな方法で皆さん方そ

れぞれ私のほうに御指導いただいておりま

すけども、私といたしましては、今住民の

皆さんが本当に納得をされる方法は何だろ

うということでございまして、私は処理を

もう一度きちっとやり直して、無害化をし

て完全終結に向けてやっていきたいという

思いでございますので、その点よろしく御

理解のほどお願いいたします。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  完全無害化処理ができればそれにこした

ことはないと思います。コストと時間、あ

るいは池田町長の政治力をもってしたら、

いずれできるかもわからんと思いますけど

も、やはり今町に必要なのはやっぱりこの

問題を早期に終結をさせるということが非

常に大切かなと思ってます。そういう面か

らいきますと、池田町長の心はわかります

けども、そういう見通しは大丈夫なんです

かね。答弁をお願いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。

明日申し上げます。明日、能勢町長、副町

長、豊能町と合同でこの問題に最終決着に
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どのようにしていくかということで会合を

開きまして、この結果を踏まえてかなりの

時間がかかると思いますけれども、やって

いきたいというふうに思っておりますので、

どうか一つよろしく御理解いただきますよ

うお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  能勢町の町長さんともしっかりと連携を

とってやっていっていただきたいと思いま

す。 

  一方、コンクリート固化による無害化処

理、今ある分のことですけども。これにつ

いては無害化処理の方法としては、国にお

いても認められております。また、大阪府

の調査におきましても安全性が確認をされ

ております。池田町長の気持ちは十分わか

りますけども、焼却溶融にこだわらず、他

の方法についても検討していく必要がある

んではないかと私は思いますけども、町長

のお考えをお聞かせいただきます。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  竹谷議員のおっしゃるとおり、私もその

とおりやと思います。がしかし、住民の皆

さんが議員も御承知のとおりに、光風台の

とこへ持って帰ってくると申し上げたとき

に、前任者に対してどのような態度を示さ

れたか。またそれ以後、きょう、こうして

余野の町施設に置かせていただくのに、ど

のような流れできたかということは皆さん

方も御承知のとおりだというふうに思って

おります。私も正直なところいろいろと迷

いもあり、そういう流れを見ながら今後対

応していかなくてはならないということも

考えました。しかし、今の現状のままでそ

したらどこのところに、どの場所にどうし

て処理をするのか、それをそしたら町民の

皆さんが本当に納得していただけるのかと

いうようなこともいろいろと考えまして、

私は最終的にやはり無害化処理をして、そ

して終結していきたいという思いに達した

というところでございますので、どうか一

つ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  完全終結に非常に強い信念を持たれてる

ようでございますので、ぜひそういう方向

では取り組んでいただきたいと思いますけ

ども。やはり繰り返しますけども、早期に

解決するということが私はとっても大事じ

ゃないかと思いますので、その辺は十分御

承知いただきたいと思います。 

  少し私は時間がありますんで、ちょっと

ダイオキシンの経緯を述べさせていただき

たいと思います。私先ほど言いましたよう

に、平成１３年の１０月から議会議員をさ

せていただいております。そして、平成１

９年９月まで４年間施設組合の議員もさせ

ていただきました。なかなか難しい課題が

あって、大変な時期に議会議員をさせてい

ただきました。そこで、ダイオキシンの少

し私の知ってる範囲で経緯を説明させてい

ただきます。またそれを新たにして取り組

んでいただければと思います。 

  まず、平成９年にダイオキシンが発覚を

いたしました。そして同年６月に豊能郡美

化センターにあります焼却炉が廃炉になり

ました。よって、豊能町、能勢町のごみは

北摂各市のごみ焼却場でお願いをすること

になりました。後に１市３町の焼却場が完

成しましたから、現在はそちらのほうに持

っていってますけども、かなりの期間他の



 

 2－34 

自治体にお世話になったという経緯があり

ます。汚染物といたしましては、ドラム缶

に入ったダイオキシンが4,４３２本ありま

した。汚染土壌が約9,０００トン、現地で

保管されました。このうち、平成１８年１

２月までにドラム缶4,４３２本のうちの大

半の4,２８４本が、三重県の事業所で御理

解をいただいて処理が可能になりました。

ただ、１４８本につきましては一般廃棄物

ということでこちらのほうに持って帰ると

いうことになりました。そしてその後施設

の解体分も含めて、約現在１９６本がある

と。今はかわってますけども、当時いきま

すとこういう形でいってます。平成１８年

１２月に能勢の借地権が切れるということ

で、その１９６本については能勢町の役場

横の倉庫に搬入をしました。その後、池田

町長の時代に能勢町からこの役場の近くの

倉庫に移設をしました。そして高山地域の

ほうにお願いをしました。そして最後は西

地区の消防署の横にお願いをしました。い

ずれも近隣住民の皆さんの御理解をいただ

いて、一定期間保管をさせていただきまし

た。そして今は現在は旧双葉保育所の跡地

に３００トンという量で保管をされており

ます。 

  一方汚染土壌はどうなったかといいます

と、現地で9,０００トンの汚染土壌をＴＰ

Ｓ法とジオメルト法で処理をしました。処

理を終わると実際は１万1,０００トンぐら

いあったということでございます。そうい

うことで、ドラム缶の大半と土壌は解決を

しました。１８年前に解決しました。それ

から現在まで約１０年、いまだにこういう

状況に豊能、能勢があるということは非常

に残念に思っています。そこで私は常々思

ってるのは、こういう難しい問題について

は、やっぱり行政、議会、関係する住民の

皆さん一体になって取り組まないと、なか

なか前に進まないなと痛感してます。それ

をするのは誰かと、やっぱり行政のトップ

である町長の仕事だと思いますね。ぜひ池

田町長にはしっかりと取り組んでこの町か

らダイオキシンをなくしていただきたい、

そして今やってる地方創生がどんどん前に

進むようにぜひ取り組んでいただきたいと

思います。いうことでちょっと余談だった

ですけども、述べさせていただきました。 

  そしたら次にいずれにしましてもこの問

題を早期に解決することが豊能町の発展に

つながると考えます。そこで、池田町長が

思われてる完全無害化処理までのロードマ

ップといいますか、行程表と言うかその辺

は頭の中に描かれてるんですか、その辺を

お聞かせいただきます。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  先ほど竹谷議員がおっしゃいましたけど、

私もそのとおりでございまして、平成９年

から議員をさせていただきました。ダイオ

キシンで明け暮れて、まだいまだにそうい

う流れが続いてる。非常に私も残念に思っ

ております。当初私もその流れの中で、豊

能町議会でもこういう形で処理をすればど

うかとか、いろんな御意見を述べさせてい

ただきました。これから先のことでござい

ますけれども、竹谷議員のおっしゃるとお

り、私の頭の中では今おっしゃるとおりに

こういう計画でこういうふうにしたいとい

う思いはございます。がしかし、まだ能勢

町長ともお話をしておりませんので、その

期間とかそういう問題についてはお答えが

させていただきにくいというふうに御理解

をいただきたいと思います。どうかこれか

ら先も議会の皆さんとともに、住民の皆さ
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んにも理解をいただいて、一日も早い処理

を進めてまいりたいという思いは皆さんと

同じでございますので、よろしく御理解の

ほどお願いいたします。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  池田町長の考えはわかりました。ただね、

我々日々こういういろんなことをやってる

んですけどね、何かをやるとなったらやっ

ぱり目標を決めて、そこまでに何をしてい

くんかと、いつまでにはこういうところに

持っていきたいということは絶対必要とい

うか、子どもたちにもそういうふうな教育

というのが必要やと思いますね。まあやり

ますわと、必ずやりますわと、これではな

かなか進んでいかないと思います。また周

りもなかなか何をしていいかなということ

になると思いますんで、できるだけ早い時

期に行程表、ロードマップをつくっていた

だいて、着実にそれが終わっていってるか

ということを消し込みをしながら、完全処

理に向けて取り組んでいっていただきたい

と、これも強く要望しておきますので、よ

ろしくお願いをいたします。いろいろと

長々と言いましたけども、ダイオキシンに

ついてはこれだけにしときます。 

  次に、中学校給食について質問をさせて

いただきます。これまでもいろいろ生徒か

ら不評やという話を聞いてましたし、町長

の所信表明の中でも残渣量は相当あるとい

うデータも示されてました。そういった中

で、通告にありますように中学校給食につ

いて今後どのように改善していかれる考え

なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  町長の所信表明にありましたけども、残

渣が多いということで健康面について大き

な問題であるというのは教育委員会として

も危惧しておるところでございます 

  町長におかれましては、デリバリー給食

はどういうものかっていうことで食してい

ただきました。副町長にも食していただき

ました。その中で、内容、味等については

そんなに課題になるという感じはしないと。

かんでみたらおいしかったかなという感じ

の御意見もいただきました。しかし、現実

問題としまして、残渣量が多いというのは

事実であると。それについて何らか、それ

が減らす、町長が完食と言われてますので、

それがゼロになるに向けて、教育委員会と

して何か方法はないか検討しなさいという

御指示をいただいております。 

  現在のところ教育委員会もこれは今まで

課題と思ってなかったわけではなく、この

春から前議会でもお答えしましたが、汁も

のというものについて不評であったのでや

めまして、その分の予算を使いまして例え

ばふりかけ、のりのつくだに、納豆、納豆

なんか地場産のもので。をつけて改善した

ところですけども、今回御指示いただきま

したので、今考えてますのは、これまだ案

ですので、実現できるかどうかあれなんで

すけども、パン食みたいなのも導入できた

らなとか、今業者と打ち合わせをしている

ところです。それが一点です。 

  もう一点、やっぱり食育という観点がご

ざいますので、栄養の資格を持った職員を

府から配置していただいております。それ

につきましても、今後十分学校の中で進め

てまいりたいなと考えております。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 
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  教育基本法の中の学校給食法の中で、そ

れが明確にうたわれてますね。法律が平成

２０年に若干かわって、平成２１年から施

行されてますね。７つの目標が決められて

ますよね。これに準じて給食を導入された

と思います。そういう形で献立もされてる

と思いますけど。残念ながら子どもたちは

非常に不評、僕も何人か聞いてます。そん

なんでいいんかなと思うんですね。この７

つの中にもやっぱり健康、子どもの健康、

体力とかうたわれてますよね。せっかく栄

養士さんが献立を立てて、メニューをつく

って給食を提供しても、子どもたちがそれ

をしっかり食べたらしっかり栄養がとれま

すけども、こんだけ残渣があったら栄養も

とれないじゃないですか。こういった法律

の趣旨をやっぱりきちっと当然見ていただ

いてると思いますけども。やっていただき

たいと思います。とにかく子どもに聞いた

らあんまりおいしくないと言われてます。

残念なことやと思いますわ。僕らも一生懸

命やってるんやけどもとは言いますけども

ね。やっぱり子どもは。 

  それともう一つおかずがどうも合わない

みたいですね。だから御飯を食べたいと。

何かスペアの御飯があるらしいですやん。

それみんなもう数が足らんねんと。そうい

う笑い話みたいなこともあるんですけどね。

実態はそんな実態みたいですわ。そこもう

一回よく見ていただいて、どうあるべきか

ということを検討してほしいと思いますけ

ども。 

  そこで、私は今小学校給食していただい

てますけども、そことの連携を考えられた

らどうなんかなと思います。今いいんか悪

いんか知りませんけども、生徒の数がすご

く減ってきてますよね。設備は一緒やと思

いますねんね。こういったことも使って改

善する方法も一つあるんじゃないかと思い

ます。それは私の提案ですけども、それに

ついてはどうですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  小学校給食との連携についてという御質

問だと思います。小学校においても児童数

が大変減りまして、以前光風台小学校では1,

０００人規模というのが今３００人、４０

０人ということで非常に減少してる。その

キャパを考えると、今御指摘の点が少し考

えれるんではないかなというふうに思って

ます。 

  ただ、小学校の給食を中学校に運ぶとい

う親子方式と呼ばれるものだというふうに

認識をしておりますけれども。その際には

調理する学校の調理室は、配送業務を行う

ために建築基準法の工場扱いになります。

したがって、建築基準法第４８条の許可を

得るための公聴会の開催や、大阪府の建築

審査会の同意が必要というふうに言われて

おります。 

  また、配送車の回転場所の確保、改修、

及び給食出入り口の設置など、改修配送業

務の経費がかかると言われております。そ

ういうことを十分考慮しなければならない

のかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  方法論はいろいろあると思うんですけど

ね。自校方式とか、デリバリーで中身を改

善していくとか、センター方式とか親子方

式とか、いろいろあると思うんですけども。

できない理由をだらだら並べられても、こ

れもうどうしようもないですよね。そこを
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できるように、子どもたちがやっぱりしっ

かりと給食を完食できるように取り組んで

いってほしいなと思います。僕らも視察で

業者のところへ行きましたわね。弁当食べ

させてもらいましたわ。僕らから言えたら、

あんとき食べたのはまあまあ食べられまし

たわ。でも、なかなか子どもは難しいと思

います。 

  あるまちのアンケートによると、子ども

は持参の弁当がええらしいです。父兄は給

食がええって。そういうトータルも出て、

多感な中学生なんで非常により好みもある

かもしれませんけども、そこはしっかりと

給食をとれるようにしてあげてほしいと思

います。 

  最後になります。次に、生徒にとって給

食の時間は非常に楽しい時間というか、友

達とコミュニケーションをとる時間の場で

あると思いますわ。そういったことで、給

食というのは一方では食育も兼ねてますん

でね、何とか改善をできるように、先ほど

いわれましたできない理由もいいですけど

も、子どもたちにおいしい給食をできるよ

うに取り組んでいただきたいと思いますが、

教育委員会の考えを伺います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  私たちもその改善について何か方法はな

いかということで、学校を回って子どもた

ちと一緒に食したり。教育長も就任されま

して、中学校の給食の時間を見に行くとい

うことで、教室を全て回られました。その

中で、やっぱり子どもたちから教育委員会

の人ですかと。中学校給食をということで

大分訴えられたようでございますけれど。

その中で、やはり今議員の言われたように、

課題として考えていかなきゃいけないとい

うふうに強く思われてると思います。教育

委員会としては、何もしてないんかという

ことなんですけど、こういう栄養士を加配

でもらっておりますので、こういう通信を

毎月丁寧に出してくれております。その中

で、これ今御紹介４月の最初に子どもに配

った分なんですけども、こんなことに気を

つけています、給食献立ということで、６

つを子どもたちに説明してる。まず１つは

安全、安心な給食を学校なり教育委員会と

しては出したいんだと。２つ目は食文化の

継承と。やはり今家庭の中で食文化大分変

わってきてると思うんです。野菜の煮たも

のであるとか、なかなか家庭では減ってる

のかなと思って。そういうものも野菜なん

かは積極的に取り入れた給食をしている。 

  また、生活習慣病予防に配慮ということ

で、塩分であるとか、脂肪と動物性たんぱ

く質について取り過ぎないようなメニュー

になっているとか。次にかみごたえのある

料理を考えてるんだと。やっぱりかむとい

う習慣というか、そういう食材を取り入れ

ていると。それからいろいろな食品を幅広

く使用して、いろんなものを食べれるとい

うことも考えてる。また、地産地消という

んですかね、ということも考えて、豊能町

だけではなくて大阪府全体で見たとき、例

えば和泉市のミカンであるとか、大阪特産

もやしなんかあるらしくて。そういうもの

も入れながら、給食による食育をやってる

んだということを訴えて、毎月このような

形で訴えております。子どもたちについて

はそういう知識も身につけながら、自分の

食について正しい知識を身につけてもらえ

るようなことが食育かなと思って、今後も

取り組んでまいりたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 
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  紹介ですけども、先般光風台小学校が給

食の何か懇談会をされたということで。そ

の前に大阪府から表彰されたという、そう

いう学校だより見させていただきました。

そこにも同じような学校給食法の７つのこ

とが、そこは簡略して書いてますけどもね。

やっぱりそれが基本やと思いますんで、成

長盛りの子どもがしっかりと昼ごはんを食

べられへんということは、勉学にも影響あ

るやろし、体育関係にも影響あると思いま

すんでね、その辺は学校と連絡、連携をし

っかりとっていただいて、しっかりと子ど

もたちが食べるように取り組んでいただく

ことを要望して、この件については終わり

ます。 

  次に、幹線道路整備についてということ

で、これも所信表明の中でうたっておりま

す。国道４２３号線及び４７７号線につい

ては、豊能町にとって重要な幹線道路です

と述べられてるように、いまだに狭隘部分

が解消されずに災害時やまちの活性化の妨

げになっています。今後整備に向けてどの

ように進められているのか、まずお伺いを

したいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  国道４２３号及び４７７号線につきまし

ては、本町の住民のみならず、阪神地域、

京都中部地域等を結ぶ地域振興に欠かせな

い重要な役割を果たしている幹線道路と思

っております。また既に全線開通いたしま

した京都縦貫自動車道、箕面有料道路、完

成が待たれております新名神高速道路の高

槻、神戸間の整備が進められることにより

まして、両国道への重要度がますます高く

なっていくものと考えております。 

  また、今後の災害に備えるため、安全に

移動できる道路整備が不可欠であり、災害

時における避難や緊急輸送道路の整備が求

められていることも事実でございます。本

町内にも国道内にて狭隘な箇所があります。

本町内にアクセスする間での線形改良が必

要な箇所も見受けられているところでござ

いまして、整備に向け府県に対して要望を

実施しているところでございます。具体的

には豊能町内におきましては、豊能町と箕

面市との境界にあります４２３号線の狭隘

な部分につきましては、拡幅に向けて今現

在府に協力をいたしまして、土地の調査を

ちょうど行っているところでございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  新名神は、来年の２９年の秋には、高槻、

川西間が開通予定だと。神戸まではあと６

カ月ぐらい先というなインターネット見て

も書いてあります。ますます交通の利便性

はよくなると思いますけども。やはり４２

３号線と４７７号線というのは、豊能町住

民にとっては生活道路だと思いますね。特

に狭隘部分先ほどありましたように、一部

進んでるみたいですけども、やはり冬場に

なりますと道路が凍結をするということで、

非常に事故の危険性もありますと。特に４

７７号線についてはカーブも多いし、山に

囲まれてるんで一旦凍結するとなかなか溶

けないと。溶けてるとこもあるし、溶けな

いところもあるということで、非常に危険

が伴う道路にもなっています。できるだけ

こういったことが事故がないように取り組

んでいく必要があると思うんですけども。 

  次に、こういった整備、２つの国道を整

備していくためには、４７７号線につきま

しては豊能町の部分よりも川西市のほうが

多いと。要は隣接する府県や自治体の理解、

協力が必要になってくると思いますが、こ
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のことについてはどのように取り組んでい

かれる考えなのかお答え願います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  ４７７号線につきましては、国道４７７

号改修促進期成同盟会というものを組織し

ておりまして、当然、兵庫県の川西市もこ

れに入っておりまして、川西市とともに４

７７号の特に、川西市域のカーブが多いと

ころの拡幅をお願いをしておるところでご

ざいます。本町といたしましては、直接的

には整備をされます兵庫県の宝塚土木事務

所にはなかなか要望ができませんので、大

阪府を通じて宝塚土木のほうに要望してい

ただきたいというようなことを毎年のよう

に要望活動をしているところでございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  ４７７号線については、豊能町よりも川

西市のほうが距離が長いというか、ただ利

用度からいけば豊能町住民の方が利用され

ることが非常に多いということで、なかな

か整備を進めるのに理解をいただくのが難

しいかなと思いますけども。これは町長の

政治力でぜひ取り組んでいっていただきた

いと思います。そこで、この整備に向けて

所信表明で書かれておりますように、池田

町長の決意を伺いたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをいたします。 

  竹谷議員のおっしゃるとおりでございま

して、４２３、４７７豊能町におきまして

は非常に重要な道路でございます。私もそ

れは常々痛感しておりまして、前回のとき

も川西市さんにあのカーブは非常に危ない

ということでお願いをしてたところでござ

います。少し側溝をふたしていただいたと

かいうような流れの中で、今はそういう流

れができてると思うんですけども。私の思

いといたしましては、あの道路も一つです

し、また今別の道路をつけてもいいんじゃ

ないかなという思いもございますし、その

辺につきましては、４７７につきましては

今後大きな課題があるなというふうに思っ

ております。４２３につきましては、今よ

うやく箕面市さんも協力をしていただける

という状態になったところでございまして、

以前にはなかなか私どものほうから依頼を

申し上げても、大阪府のほうに申し上げて

も、箕面市さんが僕のところ関係ないとい

うような流れがございまして、ようやく協

力してやろうということになりまして、こ

れから先粛々と進めてまいりたいというこ

とでございます。どうかその点今後の課題

はたくさんございますけれども、できるだ

け早急にそれも話し合いを進めてまいりた

いというふうに思いますので、御理解のほ

どよろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  しっかりと取り組んでいっていただきま

すように、お願いします。 

  それでは、私の最後の質問を１点だけさ

せていただきます。情報公開の徹底につい

て。先ほども出ておりましたけども、池田

町長は隠し事をしないということが書かれ

てますんで、今後そういうことはないと思

いますけども。ただ、情報公開というのは

非常に難しい面があると思いますわ。これ

は企業でも一緒ですわ、家庭でも一緒やと
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思いますけどね。なかなかそうは言うても、

確実にできるかっていうことは、非常に池

田町長をもってしても難しいと思います。

その辺はどのように考えられておりますか。

その辺答弁お願いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  竹谷議員のおっしゃるとおりでございま

す。 

  どうしても言えないことはございます。

だから、言えることについて、先ほど総務

部長も答弁しておりましたとおりに、でき

るだけ早い時期にそういう流れの中で、皆

さん方にお知らせを示していくということ

が私の考え方でございますので、どうか一

つよろしく御理解いただきますようお願い

いたします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  竹谷勝議員。 

○９番（竹谷 勝君） 

  公開できるものは出しますという、これ

は当たり前のことでね。誰もがすることな

んですけれども。やはり情報というのは、

ある面慎重にしてもらう必要もあるんです

わ。ある面ね。何が何でも言うわけには絶

対いかないと思います。個人情報もあるし、

地域に属する部分もあるし、いろんなふう

に波及する場合があるんで、そこは慎重に

よく議論をして取捨選択をしてやっぱりや

っていただきたいと思いますので、どうか

よろしくお願いします。 

  以上私のほうの質問は終わりましたけど

も、この所信表明で書かれてることはただ

単に書いてるということじゃなしに、やは

り早くできるものは早くして、４年かかる

ものは４年の間にするいうことで、しっか

りと実現に向けて有言実行で取り組んでい

ただきますようにお願いをいたしまして、

私の質問はこれで終わりますけども、あと

は関連のほうに回しますのでよろしくお願

いします。ありがとうございました。 

○副議長（高橋充德君）  

  これで竹谷勝議員の一般質問終わりまし

たが関連質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（高橋充德君）  

  関連質問済みました。 

  この際、暫時休憩をいたします。関連質

問につきましては午後１時からといたしま

す。再開は１３時といたします。 

（午後０時 ４分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます 

  竹谷勝議員の関連質問を行います。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  御指名をいただきましたので、質問させ

ていただきたいと思います。本日は少し遅

刻をいたしまして、大変申しわけございま

せん。家の時計が３０分おくれておりまし

て、私の頭もおくれておりますんで、でき

るだけおくれないようにいきたいと思いま

す。 

  それでは、緑豊クラブ代表の竹谷議員の

関連質問を行いたいと思います。美辞麗句

でなく本音の御答弁をお願いいたしたいと

思います。 

  さて、ダイオキシン問題の処理が争点の

町長選挙が終わりました。池田新町長にお

かれましては大変お疲れさまでございまし

た。今回の町長選挙は、完全無害化処理が

埋め立て保管処理に勝ったということでご

ざいますが、ただ単に選挙に勝った負けた



 

 2－41 

という、選挙のための選挙に終始してはな

らないと思うわけであります。 

  私はこのごろ演歌にこっておりまして、

勝った負けたと騒ぐじゃないでと、あとの

態度が大事だよという歌もありましたけど

も。肝心なことは町長は選挙公約の総括を

図り、組合の正管理者として、また町長と

して住民に対して最善の施策を実行し、結

果としてその態度で示すことであります。

つまりダイオキシンの早期処理をすること

が求められておりまして、それが責務であ

ろうかと思います。そして議員も住民もと

もにそのための全面協力に関しては、何ら

惜しむことはないのであります。オール豊

能で早急に解決しなければならないと思う

わけであります。そこでまず町長も早期処

理に向けて、先ほどの竹谷議員の答弁の中

で「住民さんに納得してもらうことが第一

だ」ということをおっしゃっておりました。

そこで、早期解決についてお尋ねしたいん

ですけども。私は町長が事実解明というこ

とで第三者委員会を立ち上げてやっており

ますが、それも大切ですけども、竹谷議員

の質問のように早期処理のほうが急がれる

んではないかと思いますが、町長のお考え

はどうですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  おっしゃるとおりでございます。私も一

日も早い早期処理を考えておりまして、皆

さん方にも御尽力いただき解決してまいり

たいとこのように思っておりますので、ど

うかよろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ありがとうございます。やっぱり早いこ

とやらないかんなというわけであります。

私はその選挙後に緑の風というのを出しま

して、その中で反省も含めまして、住民さ

んに対してより安価で、より安く、より安

全に、より早くということをその緑の風で

出していただきました。その中で、やはり

住民により安く、早く安価な方法を提案し

て、町長のいう納得してもらうことが先決

であろうかと思うわけであります。選挙後

に維新がいろいろ選挙後の報告をしており

まして、その中で遮断方式処分みたいなこ

とを言っておりまして、これは大阪府で概

算5,０００万ぐらいでできるという話であ

りました。維新の報告としては完全処理か

ら安全処理をということを言っておるんで

すけども、町長はどのようにお考えですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  先ほど竹谷議員に申し上げたとおりでご

ざいます。 

  おっしゃるとおり、いろいろ私も悩んで

おりますけれども、やはり住民の皆さんの

安全、安心ということを考えますと、完全

処理という流れをつくってまいりたい、こ

のように思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今双葉保育所の跡地に保管されておりま

すけども、これは大阪府がその安全性につ

いて確認をして、これは安全だということ

で置いておるわけであります。その維新さ
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んどうのこうの言うわけじゃないですけど

も、維新さんは選挙のときは松井知事と一

緒に埋設するんだみたいなことを言ってお

りましたけども。私はやっぱり住民さんの

ために、やっぱり町長のように納得しても

らうためには安全まず第一と。ただ、これ

安全は一定確保できたというふうに私は思

っておりますし。だからこそ、大阪府はあ

れだけその検査もして安全だということで、

いわゆる保管が安全で保管できてるという

ふうに思っておるわけであります。それな

らば、安全が確保できるんだったら、その

まま置いたらどうかなと思うんですけども、

維新さんの後の報告の中で、私は安全が確

保できているということが言われるんだっ

たら、松井知事に頼んで、それこそフェニ

ックスで最終処理場にその処分してもうた

らどうかというふうに私は言ったところ、

何か大きな声で騒がれて、おまえがやれよ

みたいな話が出まして。ここは委員が騒ぐ

問題ではないなと思っておるんですけども。

これはオール豊能でやっぱり松井知事に懇

願して、安全やから置いてくれということ

はできるのか、できないのか、町長はどう

思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  私の方からフェニックスの点について回

答させていただきます。組合事務局のほう

から聞いておりますのは、神戸から返って

くるというふうになったときに、前の副管

理者が松井知事を訪ねられて、お願いをさ

れたようでございますけれども、知事は両

町内で最後までやりきるという決意がなか

ったらだめだよと。それで、もしもそうい

う決意であるならば、大阪府も乗り出して

説明会等に行って、説明もさせていただく

というようなことを言われたというふうに

聞いております。 

  それから先日、環境循環課のフェニック

スの担当の方に来ていただきまして、フェ

ニックスへの受け入れということについて

お話をさせていただきましたけれども、フ

ェニックスは近畿の地方公共団体、府県も

含めて１７４団体で構成されてまして、そ

れ以外には港湾の関係で４団体、それとそ

れには地元の方々がおられると。そのほか

に地元の方々がおられるということで。フ

ェニックスで処理をするということになれ

ば、組合が１７４団体全部を説得に回ると

いうぐらいの決意がなければ、とてもじゃ

ないけれども成功はしないというふうに言

われております。今までダイオキシンが長

く豊能町にあるということにつきましては、

実際ほかの府県で処理をする施設はありま

すけれども、最終的にはそこの地元の反対

にあって処理ができてこなかったというこ

とでございますんで、フェニックスについ

ても地元等々交渉しなければならないとい

うことがございますので、今の段階では不

可能であろうというふうに思っております

し、大阪府のほうもこれは非常に年月もか

かるし難しいというふうに聞いてるところ

でございます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  私もその話は聞いとるんですよ。ただそ

れは中間処理ができていない、いわゆる物

でありまして。中間処理ができてるものは

最終処分地で処理ができると。大阪府もそ

れは認めとるわけですよ。そういう形でや

ったとこがたくさんあるんですよ。だから、

大阪府が要するに動かないわけですよ。そ

れは何かというと、やっぱり感情的なもん
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がやっぱりいろいろあると思うんですよこ

れまでの。いわゆるその組合が勝手にいろ

んなことをやってきたと。大阪府にも相談

しない、国にも働きかけしない、勝手にや

ってきて、結局詐欺にあって、そのつけを

住民に回してるわけですやん。だからその

反省も全く何もない。その辺の解決ができ

てないわけですよ。それに幸か不幸か今回

の選挙ですわ。マスコミも町長言われるよ

うに、情報はマスコミに流す前に議員か住

民に先に知らせるの当たり前ですわ。その

ほうが私は町長正解やと思うんです。だか

ら町長がマスコミさんには最後には報告し

ます。私はこれでええと思うんです。ただ

ね、これまでのやっぱりいろんなことがで

きてなかったから、感情的に松井知事はそ

ういうこと言ってんじゃないかと。我々か

てそうですよ。新聞でしか知らされてなか

ったんですよ結果的に。組合の議員も知ら

ないことが、まずマスコミにいって、即報

道やっていうてやっとったわけですよ。だ

からそういうことでね、やっぱり感情的な

もんがあるんじゃないかと思うんですけど

も、町長はどう思われます。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  感情的なものもあるかもわかりません。

しかし私のほうでは理解しておりませんの

でわかりません。ただ、フェニックスにつ

きましては、以前からそれぞれ他の団体の

方々と持っていったらどうやねんと、もう

完全に無害化できてる安全、安心な土壌で

はないかというお話は聞いております。が

しかし、私どもも環境施設組合として、職

員ともどもに最大限努力をして、先ほど副

町長が申しましたとおりに調査をさせてい

ただきました。その結果、大阪府の努力も

多少は怠っておるかもわかりませんけれど

も、最近につきましてはそれなりに理解も

していただいてきてるというふうに私は理

解しております。何とかやりたいというこ

とでお願いをしたんですけども、かなり時

間がかかるし、かなり大きな問題が残って

いるなというのが今の現状でございます。

どうか一つ、その点御理解をいただきたい

と思います。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  私、選挙が終わってから、自民党の府会

議員さんにもお会いしました。その維新の

国会議員にもお会いしました。でもね、今

言われたそのフェニックスで埋める件に関

しては、できないことはないんじゃないか

なという話も出てます。動いてませんはっ

きり言うて。じゃあ松井知事さんのとこに

お願いしますと言うて、何回行かれたんか

知りませんけど、池田町長は御存じないけ

ど、前町長のときに我々議会で、我々オー

ル豊能で松井知事のとこ行こうかという話

もしたんですよ。そしたら、前町長は、い

や組合でやるんやということで、かなり議

員も憤慨したわけですけども。それは時期

がかわったこともあるし、選挙で維新が負

けたということにこだわってる部分もある

のかもしれません。でももう今勝った負け

た、さっきの話やそんなもんどっちでもえ

えわけですわ。要するに、町長がこのダイ

オキシンを何とかしたいということでやっ

ていただくと。だから、党もあれも関係な

いわけですよ。豊能町のこのダイオキシン

を安全かつ早急に安価におさめるためには

どうするかと、いわゆる住民さんのために、
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僕はいつも言うてるのはフォアザピープル、

住民さんのために何ができるんやというこ

とが基本やと思うんですよ。だから１回そ

の豊能、その国会議員２人、能勢は大分温

度が違いますけど。豊能町の議員はこの前

は全員でお願いに行こうやないかというと

こまで行ったんです。だから、そういう姿

勢でやっぱり取り組んでいただきたいと思

うんですけども。町長どないですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  本当にありがとうございます。 

  しかし、議員のおっしゃるとおりに、環

境施設組合の議員の皆さん、そして豊能町

議会議員の皆さん、それぞれ頑張ってやろ

うというお言葉をいただきまして、本当に

私も力強い思いでございます。 

  しかしながら、住民の皆さんはやはり先

ほど汚染物を持って帰ってきたときと同様

に、今現在もなおここに置いてる部分につ

きまして、また先日御報告申し上げました

６本のドラム缶、これも2.４ピコなんです。

一切問題はないという物なんですけれども、

それにつきましてもやはり、余野の地域の

皆さんはこういう形にしなさい、あるいは

こういうことにしていただきたいというよ

うなお話を伺っております。今後議員のお

っしゃるとおりに、いろんな流れの中で、

低価格で、そして安全に処理できることを

目途にして頑張ってまいりたいというよう

に思いますので、どうか一つお力添えのほ

どよろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ありがとうございます。頑張っていただ

くということでありますけども。ただ、そ

の住民さんがなかなか難しいという話は、

今までのいわゆる組合のやり方が完全に間

違っとったわけです。情報を全く出してい

ない、自分たちの失敗を認めずにいわゆる

ほかのせいにして今までやってきて、反省

も何もない。国の協力も得ない、大阪府に

も報告しない。今までの我々の情報ではで

すよ。我々が知ってるのは、新聞の報告で

知ったんですよ。住民さんからばかにされ

ました。知らんことないやろう議員がって。

何をしとるんやおまえらはと。そういうこ

とで、要するにこの竹谷議員のその質問の

中で、４番目の情報の公開の徹底という、

これが全くできてないんですよ組合は。そ

れと組合と組合議会と豊能議会、それから

豊能町長と正管理者、このすみ分けが全く

できてなかったと。だから、その組合のこ

とを豊能町がやってみたり、そんなことし

とって、情報を出せ言うたら、いや組合だ

から出せないとかね。だからね、解決する

んじゃなしに、問題ばっかりおこして、そ

の問題の解決にすらやらんと隠し回って、

いわゆる隠蔽工作にはしったわけです。そ

の結果が住民さんの不信をかって、町長申

しわけないけどみんながまたかと。だから

頭から説明しようとしても、疑心暗鬼が先

来てるんですよ。我々かってその情報が全

くなかった。ある日突然神戸市のあの情報

が入って初めて知ったんですよ、こういう

状況になって。みんなここにおる議員は大

牟田市で終わってると思っとったんです。

詐欺にかかってることも言わず、ほったら

かして、神戸ほるまでだまっとったんです。

そういうことが今住民さんの疑惑を招いて

るし、頭からもう行政はとこうなってるわ

けです。我々も新聞紙上でしか知らなかっ

た。これは我々にも落ち度があるのかもし
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れません。だから町長の言うマスコミは一

番最後や、私はそれでええと思います。た

だ、やっぱり議員、住民さんにはやっぱり

十分にやっぱりその情報公開して、相談せ

なあかんのやないかなと私は思うんです。

竹谷議員のそのさっきの情報公開の件です

けども、やっぱり十分に説明がやっぱりせ

なあかんと思うんですよ。ほんでやっぱり

この新聞読んでまして、その能勢の町長が

私は難しいこと言うなと思うて。町長これ

私もわからへんかった、難しいでね、魑魅

魍魎いう言葉使うてまんねん。何かいなと

思いましたわし。皆さん御存じかどうか私

も辞書ひきましたわ。魑魅魍魎を焼き消せ

って。わかります、魑魅魍魎。怪物やいう

んです。組合に怪物がおると。だからそれ

を焼き消したら問題解決する。これこそ魑

魅魍魎の原点ですわ。こんなもん焼き消す

前にそんな魑魅魍魎をいわゆる解明して、

抹殺せなあかんわけですよ。そのまま置い

とったらまた出てくるんですよそういう怪

物は。化身は。これがいわゆる今まで隠蔽

工作の原点ですわ。だから、組合自身、そ

れこそ魑魅魍魎ですよ。それを解明せなあ

かんわけですよ。でも、その前に問題解決

せなあかん。これ誰がここまで持ってきた

かという問題もあるんやけど、それは町長

が豊能町で第三者委員会立ちあげる。ただ、

ここでも僕は豊能町が立ちあげる前に、何

で施設組合が立ちあげへんのかと。問題お

こしたの施設組合でっしゃろ。豊能町でも

何でもないんですよ。ここでは解決できへ

んと思うんですよ。原点は施設組合にあん

ねんから問題おこしてる。だから、豊能町

でこの第三者委員会を立ち上げて、何をさ

れるか。サポートすることはできると思い

ます。早くやらんかいと。だから、組合に

対してやっぱり豊能町としてはあれをやれ、

これをやれということを進言するのが町長

の役目だと思うんですけども、どうですか

町長。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。 

  非常に西岡議員の質問は難しゅうござい

まして、豊能町長と環境施設組合の管理者

ということでございます。私といたしまし

ては、今豊能町長としてお答えをさせてい

ただきたいとこのように思います。 

  私選挙戦でこの問題につきましては、ま

ず町民の皆さんにきちっと知らしめなくて

はならないという当初思いがございまして。

私といたしましては、住民の皆さんにきち

っと調査をし、報告をさせていただきます

ということで、皆さんにお伝えをさせてい

ただいたんが現実でございます。 

  また、山口町長は、今の現状をすぐお知

らせしますということで立候補されたよう

でございます。今のこの問題を解決するの

は、私は基本的には施設組合だというふう

に思ってます。施設組合では、私は存じ上

げておりませんでしたけれども、施設組合

の議員の皆さんが第三者委員会を立ち上げ

ていただきまして、調査委員会ということ

で、今、と言いたいんですけど、ちょっと

今委員会ということでごまをすってるとこ

ろでございます。百条委員会です、間違い

なく。百条委員会を立ち上げていただきま

して、その中で調査をし、そして解決をし

ていくというふうに皆さん方が理解をして

いただいておりますので、この百条委員会

に対して私は管理者としては期待をして、

その中できちっと究明はしていただけるだ

ろうという思いで時間をかけて待っている

というところでございます。 

  しかし豊能町におきましては、私は豊能
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町の選挙戦で住民の皆さんにそういうふう

にしてきちっと調査して知らしめてまいり

たいということでお話をさせていただきま

した、当選をさせていただきましたので、

これについては私のほうで調査委員会を設

置したというふうに御理解をいただきたい

と、このように思います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ありがとうございます。 

  まさしく、この問題は豊能町の問題とい

うんじゃなくて、組合の問題なんですよね。

だからね、今まで何か知らんけど、本末転

倒みたいな感じで、組合のことを豊能町が

やって、前町長まさしく豊能町の副町長が

組合の仕事させたと。だからそんなことし

とったらあかんわけね。そのすみ分けが全

然できてない。そのじゃあ高給取りの副町

長をいかしたその応援はもらってないし、

交通費ももらってないし、そんなわけのわ

からんことしてるから、いわゆる魑魅魍魎

みたいなん出てきて、これはいけるわと。

詐欺師も一つの魑魅魍魎そんなもんが出て

くるわけです。だからすきを与えてるわけ

ですやん。その百条委員会も豊能町として

は、町長として早くやれと進言することで、

管理者としては今までは協力的じゃなかっ

たけども、管理者としてその百条委員会と

いうのは、組合が動けへんからできたわけ

です。今度の正管理者はやる気で解決する

ためにやってんねやから。だから、その百

条委員会に積極的にやれということを進言

して、十分な協力体制をつくってもらうと。

こっちから請求することはきちっと請求せ

なあかんと。神戸市でも３００万請求して

きてまんねんあれ。豊能町はそんな高給取

りの副町長を貸してやったんやから、それ

の請求もするのも当然やし。この前聞いて

みましたら、組合でもその組合の負担金は

５０、５０ちゃうかと。それまさしく私は

そうだと思う。ごみを出したからダイオキ

シンが出たんじゃなくて、処理の仕方が間

違ったから出たんですよ。これ、ごみは現

在１市３町で頼んでるわけやから、焼いて

るんやから関係ないわけでしょう。だから

ダイオキシンの問題は５０、５０でやらな

あかんと。それは検討しますという答弁や

ったらしいですけども。だからこの検討の

余地のない、常識ある判断が私は急がれる

んじゃないかな。だからそういう請求はき

ちっとされていくのかどうか、町長どうで

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  組合議会でお答えをさせていただきまし

た。御承知のとおりに私一人で解決のでき

る問題ではございません。能勢、豊能両町

が話し合いをして決めていかなくてはなら

ない問題であるというふうに私は理解して

おりますので、その点につきましては今後

話し合いをしてまいりたいというふうに思

っております。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  それはちょっと違うんと違うかな。豊能

町が被害を負うてる部分については、負担

金はやっぱり豊能町として請求することで、

能勢町とは関係ない。能勢町も能勢町で負

担を負った部分は組合に請求すべきもんだ

と思うんですね。だから、豊能町は被害、

被害言うたらおかしいけども、負担なった

部分は、やっぱりこれ常識的に請求するの
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が当然やと思うんですね。だから、私は請

求していただきたいと思うんですけども、

どうですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  この問題につきましては、基本的に私と

いたしましては、豊能郡環境施設組合の問

題であるというふうに基本は認識しており

ます。その中で、今豊能町が今議員がおっ

しゃった３００万の何から来てるやないか

という問題等々につきましても、これは施

設組合の問題で解決していくということで、

施設組合の局長のほうからいろいろと話を

今さしてるというところでございます。豊

能町といたしましては、それの分担金につ

いてのみ、いろんな流れで今後対応してま

いりたいというふうに思っておりますので、

御理解のほどよろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ちょっと意味が違うんですわ。僕が言う

てんのは、分担金については今後施設組合

で検討するというの、それは早急に難しい

問題なのかもしれませんけれども。それは

それとして。ただ、その豊能町がこうむっ

た被害については、組合には請求はすべき

だと思うんです。だから、神戸市が組合に

３００万請求してるように、豊能町は副町

長が行った出張旅費とか、交通費とかいろ

いろもろもろの費用がかかってるでしょと。

それについては請求をしたらどうですかっ

ていうことを言うてるんです。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  この問題につきましては、今は豊能町の

お話でございますけども、前回から申し上

げますと、これは豊能郡内の問題でござい

まして、以前は口山内の皆さんに大きな土

壌、ドラム缶の処理をしていただいたとい

ういろんな問題等々がございます。だから、

私といたしましては、豊能町のみの問題で

はない。これは環境施設組合の問題である

から、環境施設組合のほうで解決をしてい

くべきだというふうに理解しておりますの

で、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  今回のこと言うとんやね。以前のこと言

われたから。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ちょっと意味が違うんですよ。 

○副議長（高橋充德君）  

  暫時休憩します。 

（午後１時３０分 休憩） 

（午後１時３２分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  部長そしたら答えてください。これはや

っぱり請求すべきもんやと思うんですよ。

どうですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  豊能町が負担しました費用について請求

するしない、これは私が言及するべきもの

ではないと思いますが。ただ、ダイオキシ

ンの処理にかかわらず、この問題について

は、神戸では問題発覚後、組合や町やとい
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うような区別なしに全町あげてやりましょ

うと、組合とともにやりましょうという意

味でやってきたことについては、決して町

の負担であったというふうには思っており

ません。副町長の旅費云々ということは別

にいたしまして、光風台に置かしていただ

くというようなときには、吉川中学校で説

明会をやりましたが、あのときは豊能町の

管理職全員出てやりました。準備からシー

トの準備からいすの並べ方、全部やりまし

たし。それから光風台の置き場、あそこは

砂を敷いて遮水シートひかなあかんかった

んですけど、それは建設環境部の職員が総

出でやったり、あと双葉保育所、ものたく

さん置いておりましたので、双葉保育所の

ものをまずは出さないかん、これも全庁あ

げて役場の職員がやりました。それは組合

の仕事やないかというたらそれはそうなん

です。全部組合の仕事なんですが、やっぱ

り組合や町やというて分けるようなことな

く、みんなでやろうということでやったと

いう意味から言いますと、副町長の旅費の

こと私判断できませんけども、組合、町と

いうふうに分けて、何もかも分けてやると

いうことはできないというふうに思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  それがおかしいねん。それがおかしいん

ですわ。だから町長だけやのうて、豊能町

全体がすみ分けできてないんですよ。豊能

町と能勢町は施設組合に対して拠出してい

るだけの話です。だから僕らが以前に今で

こそ、そら使用についていろんな問題あっ

たから質問してますよ。でもすることに対

しては一切できてない、あれせえ、これせ

えとは言えない。それはなぜかと、組合が

やるからですよ。でも、豊能町も能勢町も

ごみを処理したことに対して出た問題で全

面協力はせなあかんですよ。でも主体は施

設組合なんですよ。それをはっきりせんと、

じゃあそんな問題ちゃうからいうて、住民

さんの税金を使うわけですよ。じゃあそれ

能勢でやったときにどうなんか。そらすみ

分けができてない。町長だけの話ちゃうよ、

それやったら。全体がすみ分けできてない。

豊能町は全面協力はせなあかんのですよ。

でも主体は組合なんですよ。その辺の考え

がないから、豊能町のみんなの税金を使っ

て平気でやってるわけですやん。それをか

えなさいと言うてるんです。そうでしょう。

能勢町長が僕らの新聞見たら、これは豊能

町で動いてもらいますみたいなことはっき

り言うてるわけです。それかってそうです

やん。どっちに置くか、それは組合で決め

たことやから我々言えません。本来なら

我々言いますよ、何で豊能町やねん。でも、

組合がすることやから、やることに関して

はわしらは言えない。ただ、財源とか出し

たもんに対しての使途については、権限が

あるから言えるわけですよ。それは部長お

かしいよ。それは今後、改めてもらわんと。

どうです。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほど何もかも分けられないと言いまし

たそういう意味はですね、例えば能勢町に

おかれては土の処分、それからドラム缶の

うち4,０００本、これは能勢町で処分なさ

いました。土の処分に至るまでは非常な風

評被害が能勢町で巻き起こったわけでござ

います。水の問題も、キャンプ場もたくさ

んありました。それらは、実は豊能町の職

員かかわらず、ほとんどかかわらず、能勢

町の職員が役場をあげて、地元対策もなさ

いましたし、そういう風評被害の対策もな
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さった。これ事実でございます。そのとき

能勢町さんは、豊能町に費用を求めるとか、

そんなことおっしゃいませんでした。それ

は、そういう過去はございます。 

  それから、今回の件につきましても、先

ほど光風台の置き場の遮水シートしくのは

町の職員がやったとか申し上げましたけど

も、そのダンプにとめおいて長い間汚染物

置いておりましたが、あのダンプの監視は

能勢町の職員が警備員として、職員みずか

らがなさってたというようなこともござい

ます。組合の仕事である、これはもう議員

のおっしゃるとおり、それはもう間違いご

ざいません。けども、組合が全部やれと、

費用の負担も組合が全部持つというんでは

なくて、やっぱり両町の職員も協力できる

ところはする、これは基本やというふうに

思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  だから、一番欠けてんのは何やいうたら、

そういうことを説明してないんですよみん

なに。マスコミにする前に、何で住民にい

ろんなことが説明できないのか、それが原

点になって問題起きてるねん。今の話聞い

たら、ほんなら豊能町も協力せなあかんの

当たり前やなとこう思いますがな。大体問

題起こした魑魅魍魎、この辺を組合がほっ

たらかしで今まで来たからこういうことに

なってるわけですよ。組合自身の体質をや

っぱり改善せなあかんのちゃうかな。これ

は組合のことやから、僕の意見で言うてる

だけやから。僕はそう思うてるけど。それ

は別にここの問題ちゃうけど。だから、そ

の風評被害かって、組合が起こしたもんで

す。今我々も風評被害おうてます。全国に

発信してるんやから、こんなとこ住みたく

ないっていう人はたくさんおるんですよ。

何でこんな目にあわなあかんねん。それは

我々も今風評被害おうてます。それもこれ

もやっぱり情報が徹底してない。だから、

町長の言うように、住民さんには十分納得

してもらうということをこれからやってい

かれるということで、私は安心してますん

やけども。とにかく、これまで情報がほと

んどいってないし、言うて悪いですけども、

情報を徹底するということは、情報をやっ

ぱり住民さんと共有するということですよ。

住民さんと共有するか、初めて協働してま

ちづくり、それから問題解決ができると思

うんですよ。それがね、なかなかできてい

ないと。だから疑心暗鬼になって、何か持

ってきたら、ほらまたかというふうになる

と思うんですけども。この辺町長が８年前

に所信表明出してますね。あの中で、私は

１ついいことやってるなと思ったんです。

これは何やいうたらね、一番最後に書いて

ますんやけど、これが一番ええことやなと

思うた。その他の行政課題というとこで、

一番最後に出してますわ。これはその他の

行政課題で、行財政改革に向けてプロジェ

クトチームをつくるとやりましたな。すご

いなあと思った。一般の人５人集めて、こ

れからの豊能町一緒にやっていこうと、考

えていきましょうってやったけども、これ

が途中で頓挫してもた。この辺の原因はど

こにあったと思います。 

  今回の所信表明の中では、これも一番最

後にその他の行政課題で、情報公開の徹底

ということ。これをやるには、以前のやっ

ぱりこういうプロジェクトチームが何でで

きなかった、その反省の上に立って、今度

の情報公開の徹底をしていただきたい。私

は情報の公開イコール情報の供給イコール

住民との協働というふうに思ってますねん。

住民と協働してまちづくりをしようという

のは、前町長のときに１０年計画やりまし
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たわな。そのとき僕もメンバーに入ってや

りました。そんときに町長がその新しい第

４次総合計画やろうと。その中で、協働し

てまちづくりをしようということを言われ

た。それはいわゆるこの情報公開の徹底や

と、わしは今回思ってますんでね、その辺

を今後どういうふうに進めていかれるのか

お答えいただきたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。

先ほどから西岡議員のお話でございますけ

れども、おっしゃることはよくわかってお

りますけれども、確かにこれから先の問題

になりますと、かなり課題が多くなってく

るというふうに理解しております。情報公

開につきましては、やはり皆さん方にでき

るだけ早く、できるだけ正確に届けること

が私は情報公開については一番大切なこと

だというふうに考えております。それ以外

につきましては、これから先、先ほどの続

きになりますけれども、総務部長が申しま

したとおりに、いろいろあるんですけれど

も、やっぱり豊能町として施設組合関係な

しじゃないんですけれども、やはり豊能町

としてやっぱり施設組合に協力していって

あげないかん部分はやはり施設組合に、

我々豊能町民としても協力していかなくて

はならない部分があるだろうというふうに

思いますし、またそれを議員の皆さん、あ

るいは住民の皆さんも理解をしていただき

たいというふうにも思っております。この

点につきましては、私はそのように思って

おりますので、どうか一つよろしく御理解

をいただきたいというふうに思っておりま

す。 

  それ以外につきましては、今後やはり豊

能町の住民の皆さんが安全、安心に暮らせ

るために、どうすればいいかということに

つきましては、就任させていただいて１カ

月ちょっとでございますので、今後職員と

もども精いっぱい考え合わせて、３月の定

例会には御報告ができるような状態に持っ

ていきたいというふうに思っておりますの

で、その点よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今町長が言われてる部分、ダイオキシン

の処理組合に関しては、マスコミへの情報

公開は一定わかります。そんな公開できる

部分もあるし、できない部分もあるし。い

わゆる魑魅魍魎の部分もあると思うんです、

マスコミはね。だけど、少なくとも議会へ

の情報提供はできたら優先にしていただけ

ないと、いわゆる議会の信用失墜と、住民

からも信用されないと、それと組合の協力

も町への協力もできなくなると。だからそ

ういう意味では、今後情報はいろんな方法

があると思うんですよ。だから、前町長は

タウンミーティングなんかしなかった。池

田町長は今までタウンミーティングしてき

たと。いろんな情報の公開の方法はあると

思うんです。パブコメもそうやし、積極的

な取り組みとしてはですよ。だから、パブ

コメもあるし、それから一番いいのはＰＴ

の立ちあげみたいな形もあると思うんです。

だから今後そういう形で、住民さんに情報

公開、納得していただいて、やっぱりオー

ル豊能で取り組めるような体制をつくって

ほしいと、そういう仕組みづくりが私は必

要やと思うんですけども。部長どうですか、

総務部長。 

○副議長（高橋充德君）  
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  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  場づくりといいますか、集う場のづくり

ですけども、これは春につくりましたま

ち・ひと・しごとの総合戦略にも書いてお

りますとおり、これから取り組んでまいる

ところでございます。やはり人と人がつな

がると。まず豊能町の町民さんが豊能町を

好きになっていただく、ここからスタート

しないと、外への発信はできないというふ

うに思っておりますし、にぎわいづくりに

もつながっていかないというふうに思って

おりますんで、まずは場づくりをして、そ

ういうものに取り組んでいきたいというふ

うに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  基本は今言ったそのまちづくりや人づく

りということで、私も今までまちづくりは

人づくりで国づくりであるということでや

ってきました。だから問題解決の根幹もや

っぱり情報公開で、住民さんと一緒に協働

してやると。だから、第４次総合計画の中

で重点施策をやりましたね。その中で、基

本的には持続可能な財政運営と行財政運営、

それには住民参画協働の仕組みづくりとい

うことを言ってます。だから協働、協働っ

て、お題目みたいに唱える前に、やっぱり

情報の共有ということをせんと、その住民

さんはわからへんねんとか、そういう話じ

ゃなくて。やっぱり住民さんの中に入って

いくということが私は基本やと思うんです。

だからそういうことで、今後町長も政治生

命をかけてやるという、非常にかたい意思

を持っておられるんで、我々も全面的に住

民さんもそうですし、議会も情報を共有し

た中で動けるんで、今後そういう報告に向

かって、いろんな施策を打っていただきた

いと思うんです。 

  最後に、町長にはこれから政治生命をか

けてやるんだというかたい意思を１つ言っ

ていただいて、私の一般質問終わりたいと

思うんです。よろしくお願いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  ありがとうございます。 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  精いっぱい我々も頑張って、私を初め職

員ともどもに町発展のために頑張ってまい

りたいと思います。その点につきましては、

どうか議員の皆様におかれましても、御協

力のほどよろしくお願い申し上げて、私の

お答えとさせていただきます。どうもあり

がとうございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  以上で緑豊クラブの一般質問を終わりま

す。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。

持ち時間は質問及び答弁を合わせて５０分

とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

○１１番（高尾靖子君）  

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  議長から御指名を受けましたので、一般

質問をさせていただきます。池田町長にお

かれましては、就任以来大変忙しい思いを

されていると思います。組合議会で初めて

いろいろとダイオキシンに関して述べられ

ました。その時も決意をお聞きしておりま

すので、この場では質問はいたしませんの

で、きょうの一般質問については町政全般

ということで質問をさせていただきます。 

  その一点目ですけれども、１０月１８日
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の臨時会で所信表明されました。ダイオキ

シン類汚染物処理をめぐる疑惑の徹底解明

に、第三者委員会を立ち上げるということ

を述べられました。２２日に構成メンバー

が決まり、組合ではまた百条委員会でその

作業が進められています。町は責任の所在、

問題の原因、再発防止に取り組むとしてい

ますけれども、百条と重複しないかという

ところで質問なんですが。この手順につい

て説明を求めたいと思います。前のほうで

も質問されておりますけれども、改めてそ

の手順について説明を求めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第三者委員会でございます。今おっしゃ

ったとおり第１回の会議を開いたところで

ございます。百条委員会と重複しないかと、

また手順はというような御質問でございま

す。確かに、百条委員会も目的は一緒かも

わかりませんが、町に置きました調査委員

会はあくまで、調査対象者は町の職員と元

職員というようなことでございます。町長

が町長として町民の皆様に事実を説明する、

こういう責任があるということで置かれた

というものでございまして、あくまで町と

してできることをするというように御判断

願いたいというふうに思います。 

  また、手順でございますが、まだこれか

ら第２回目の会議を今月中に開く予定でご

ざいますけども、そこで詳しく決めていた

だきますが、調査事項をこれから調整いた

しました上、調査審議を行うと。関係者に

おいでいただく、また関係資料を提出して

いただくというようなことをへまして、報

告書を作成して公表してまいるというよう

なことでございます。 

  報告書の公表につきましては、可能な限

り今年度内に終えたいというふうに思って

おります。よろしくお願いいたします。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  それでは、今手順を述べていただきまし

た。このたび、本当に長としての責任をき

ちっとしていきたいという思いは、本当に

いいことだと思っております。現在組合議

会のほうで百条委員会を立ち上げて、弁護

士を置き、また質問状を出すことを決めて

おります。今後は、行き着く、到達点とし

ては同じようになるのではないかというふ

うに思いますけれども、その場合の組合議

会との協調を求められると思いますけれど

も、そのときはどのように進めていかれる

のでしょうか。その点についてちょっとお

伺いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町の調査委員会でわかりました事柄につ

きまして、仮に組合の百条委員会から情報

の提供の要請がございましたら、もちろん

提供させていただきます。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  その辺のところ、今おっしゃったように

協調して、豊能町組合議会としての連携が

求められると思いますので、その点十分慎

重に進めながら、原因究明に努めてもらい

たいと思います。それと組合議会のほうで

も、百条委員会頑張っておられますので、

その点きっちりと双方連携できるところは

していっていただきたいということを求め

ておきます。 
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  次にいきます。２点目は農業振興と道の

駅構想は賛同するところでございます。運

営主体はどうなるのかということをお聞き

したいんですけれども、志野の里を本格化

へ導くには、農業を熟知した非常勤職員の

配置が求められるのではないかというふう

に思います。現在の職員配置では、職員で

すので仕事と両立するいうのは大変である

と思います。交代での土日勤務いうことで

聞いておりますけれども、無理があるので

はないかというふうに思いますけれども、

期間的な目途はあるのかどうかですね。こ

の辺職員の配置体制などの期間的な目途、

この点についてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私人事を持っております関係上、職員の

配置体制、これについてお答えを申し上げ

たいと思います。今おっしゃったとおり、

毎回町職員２名が出ておりまして、非常に

厳しい状況というふうに思っておりまして、

職員にはかなりの負担をかけておるという

ふうに認識をしております。これにつきま

しては、今年度中は人員配置難しゅうござ

いますけども、来年度４月には観光部門と

いいますか、そういうところを充実させる

というような機構改革、組織改革を行いま

して、また事務分担の見直し等も行いまし

て、職員に過度の負担がまいりませんよう

に、また、農×観光戦略がうまく進むよう

な、そのような体制をとってまいりたいと

いうふうに思っております。 

○副議長（高橋充德君）  

  次、答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  本年１０月１日にプレオープン、１０月

１５日に本格グラウンドオープンいたしま

した志野の里でございますけれども、今総

務部長からもありましたように、今は立ち

上げ支援ということで、町の職員、毎週土

日応援に行っておりますけれども。将来的

には農家を中心とした直販所協議会という

のが立ちあがっておりますので、その協議

会のほうに運営を全て任せたいと考えてお

ります。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  将来は農家中心にというふうに今お聞き

しましたけれども、その農家中心にってい

うところでひっかかるのですけれども。こ

れまで、この役場の横で野菜販売されてお

られた方々、そういう方が中心で今何名加

盟してはるかちょっと忘れましたけれども、

その中で若い方いうことが本当に持続的可

能な農業をして、その志野の里が持続でき

るというそういうところへ持っていかない

と、なかなか厳しい面があると思います。

その中で、町長もおっしゃっておられるよ

うに、担い手づくりということも随分言わ

れておりまして。そういう持続可能な農業

施策が求められるというふうに思いますけ

れども、将来的にはどのように、運営主体

は農家さんだということですけれども、し

かしそれでやっていけるのかどうかのとこ

ろは、担い手問題があると思うんですけど、

どのようにお考えなのかをお聞きしたいと

思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  志野の里を将来的には道の駅構想に持っ

ていこうというところで、一番肝心になっ

てきますのは、やはり供給体制、生産体制
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の問題になっていきます。それすなわち、

農家の後継者ということになってございま

すので、そこのところを今後町としても力

を入れていかなければならないというふう

に考えております。まず来年は農作物をつ

くるための指導者育成なんかもまずやって

いかなあかんというふうにも思っておりま

すし、それから志野の里自体はやはり町が

手をひきまして、自分らみずからの手でや

っていただくというふうなところを目指し

ていきたいというふうに考えております。 

  また、町内にありました朝市等につきま

しては、今もう牧ももう終わりますので、

全てが志野の里に一本化されて、全ての農

家の方が主に今まで朝市に参加されてた農

家の方が志野の里のほうの協議会のほうに

参画をしていただいておりますので、一本

化に向けて今進んでいくと、大きくさせて

いきたいと考えております。 

  ただ、農家のほうの後継者不足というの

は、やはり深刻な問題になっております。

それは農×観光戦略の中でも常々申してあ

りますように、法人化を１つしたいなとい

うふうに思っておりますので、農業法人を

設立に向けてもこれからも町としては取り

組んでいきたいと考えています。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  農業法人化ということであれば、少しか

たい主体としてやっていけるのかなと思う

んですけど。やはりそこまで至るまでには、

町として今先ほどもおっしゃいましたけど

も、指導性を発揮して本当にそれがとりあ

えずは一定のところまで到達するまで、や

はり皆さんを指導していくという立場はと

らなければならないと思います。あちこち

の道の駅なんかへ行きまして、聞いてみま

すと、やはり町の人が担当を決めていらっ

しゃいますね、指導する立場として。その

点で、今後豊能町の活性化、まちづくりと

いう観点も随分大きいと思うんですけれど

も。このところをぜひ持続的にできるよう

に、力を入れて。それと大きくやっぱり全

庁的にこれは取り組んでいかなければなら

ないと思うんですけれども。町長はその点

どのようにお考えですか。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  高尾議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  私全庁的に取り組んでいかなければなら

ないということは基本的に思っておりまし

て。各地域の各ブランド品づくりというこ

とから、私としてはスタートをしたらどう

だろうかなと。しかし、今部長がお答えし

ましたように、担い手づくりというのが一

番大きな問題でございまして、それぞれ地

域の皆さん高齢化しております。その中で、

今後どう取り扱っていくかということにつ

きましては、大きな課題を持ってるなとい

うふうに思っております。ただ、問題はや

はりまちに来ていただく方づくりといいま

すか、そういうものづくりが基本にして、

スタートしたいなというふうに思っており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  その点の町長の取り組み、手腕といいま

すか、ぜひ期待したいと思います。豊能町

に住んでよかったと私も思っておりますけ

れども、人口減少、少子化という面では本

当にさみしい思いをしておりますので、そ

の点にはこの点力を入れて、できる協力は
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していきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、３点目にいきますが、第１期の池

田町政で示された財政再建一直線というこ

とを進められてきたんですけれども。今回

については改めてまた考えていくようにも

先ほどでは答弁されておりますので、一点

だけ確認させていただきたいのは、ここで

言うておりますユーベルホールの存続を願

う強力な一人なんですけれども。その点に

ついてどのようにお考えなのかをお聞かせ

いただきたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  ユーベルホールの存続という御質問でご

ざいます。教育委員会としては、ユーベル

ホールについては、運営内容の検討を加え

ながら、今後とも継続して運営していただ

けたらありがたいなというふうな思いを持

って。 

  ただ、いろいろな財政再建の問題もござ

いますので、そのあたりは十分考えながら

教育委員会としては継続して運営させてい

ただきたいと思ってます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  中核文化施設として守っていただきたい

というふうに思うんですけれども。豊能町

が文化の香る、高いまちになりますように、

手を携えて守っていくということが今たく

さんの、大勢の方から求められております。

この点について、財政的な面では大きな支

援が町として求められますけれども、町長

のお考えをここでちょっと述べていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  高尾議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  おっしゃるとおり、非常にユーベルホー

ル厳しい状況でございます。御承知のとお

りに、昨年の決算でも大体3,０００万ぐら

いの赤字ということになってただろうなと

いうふうに思っておるわけでございますけ

れども。しかしながらこの問題を踏まえま

して、なお継続をしていくということにつ

きましては、教育委員会ともども今後の対

応をどうすべきかということも踏まえまし

て、皆さん方にお応えをしていけるような

状況下に持ってまいりたいというふうに思

っておりますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  ぜひとも、継続できるような方向で話し

合っていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

  そのもとで、町長にお尋ねいたしますが、

前回１期のときもタウンミーティングで随

分盛り上がりました。あれは本当に画期的

な取り組みだったと思います。その点につ

いて、今回についてもそういう計画は任期

中には、任期中は最初が肝心ですので、そ

の点はどのようにお考えになっておられる

か、お聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 
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  タウンミーティングにつきましては、私

も前回地域を回らせていただいて、いろん

な御意見を聞かせていただきました。非常

によかったなと思っております。今回も時

間がありますれば、そのような形をとらせ

ていただきたいというふうに思っておりま

す。 

  がしかし、今ダイオキシン問題が高尾議

員も御承知のとおり問題になっております。

この問題についてのみ、またタウンミーテ

ィングをしなくてはならないこともあり得

るかというふうにも思いますし、その辺に

つきましては住民の皆さんと十分に意見交

換をしてまいりたいというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  ありがとうございます。 

  前任者の町長には随分、タウンミーティ

ングでそういう知恵をいただいてはどうか

ということを何回も訴えてきたんですけれ

ども、その点はちょっと応えてもらえなか

ったということなのですけれども。限定し

てタウンミーティングすることもできると

思います。今おっしゃったように、ダイオ

キシンで知恵をかりることもあるかもしれ

ないと、そういうこともできると思ってお

りますので、その点ぜひ実施できるような

方向があれば頑張っていただきたいと、そ

のように思いますのでお願いいたしたいと

思います。 

  それでは、次にいきます。包括支援セン

ターの充実はどのように進められているの

かということをまずお聞きしたいと思いま

す。先日資料はいただいておりますけれど

も、もう一度この場で改めてどういうふう

に進められていくのか求めたいと思います。

よろしくお願いします。 

○副議長（高橋充德君）  

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。御質問は包括支援セ

ンターの充実ということでございましたの

で、地域包括支援センターの充実につきま

しては、今後重点的に取り組む必要がある

認知症施策の充実強化のために、ことし９

月でございますが、認知症地域支援推進員

を加配し、その結果地域包括支援センター

の職員体制は６名体制となり、機能を強化

したところでございます。今後も６５歳以

上の第１号被保険者の実情に合わせて、適

切な職員の配置に努めてまいりたいと考え

ております。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  ありがとうございます。 

  職員体制もこれで十分なのかと言えばち

ょっとまだ未知、わかりません。来年度か

らですので。その点についてまたいろんな

課題が出れば、すぐに報告していただきた

いと思います。 

  あと高齢者の自立支援いうのは、これが

今本当に一番の大きな問題、課題だと思い

ます。重度化をしていくいうことを防止す

ることがもちろんでございますけれども、

家族や介護者の負担軽減も担っているこの

取り組みだと思うんですが。介護サービス

の削減を招くことにならないかということ

も懸念されます。厚労省の介護費用の増大

を理由にしてこういう取り組みをすること

になっているんですけれども。軽い人のサ

ービスを取り上げれば、重度化が逆に進む

ということが言われているんですね。その
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中で、今回ボランティア組織を立てるとい

うことが御説明でありましたけれども、全

国では１８９万人、高齢者６割以上が要介

護１、２という、そういうことになってき

てるいうことで。豊能町でも、もう３００

人以上超えているのかなと思うんですけど、

その点ちょっと数字がわかれば教えていた

だきたいのと、その中でこの取り組みはボ

ランティアがされる取り組みについて２４

時間体制ではないんですね。３６５日体制

で取り組むいうことになるのかどうか。そ

の辺が時間と日数いうことは書いておられ

なかったので、この点がちょっと明確でな

いということでお聞きしたいわけですけど

も。契約者の家に訪問してケアを行うとい

うことで、大変丁寧な取り組みが行われる

ということになるのかどうか。その点につ

いて２回目の質問といたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  質問の趣旨が私一番最初には包括支援セ

ンターということでお答えしたわけですが、

新しい総合事業のほうに質問が移っておる

かのように思います。 

  それで、逐一の質問はちょっと私忘れま

したけれども、新しい総合事業といいます

のは、前に説明いたしましたが従前要支援

１、２の方のヘルプサービスとデイサービ

スが多様な主体によって提供されることに

なる、それが４月からと申し上げました。 

  一方議員は、一般介護予防事業、新しい

総合事業には介護予防生活支援サービス事

業と、もう一つは一般介護予防事業という

のがございまして、これは健康な方といい

ますか、ほぼ自立されている方に対して自

立を促すような、自立ができるだけ継続す

るような事業でございますので、それと合

わせて可能な限り地域で自立する、そうい

う方々を支援していくようになるというこ

とでございます。なので、御質問を私とし

てはそのようにお答えいたしますが、質問

の趣旨をもう一度お願いできればありがた

いのですが。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員、もう一度説明してあげて

ください。 

○１１番（高尾靖子君） 

  人数だけちょっと。人数わかりましたか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御質問は認知症の現在の人数という

ことでしょうか。今おっしゃられてるのは、

ボランティア。要支援１、２の方の時間数

であるとか曜日については、利用の方の利

用者との相談の上で実施するということで

ございます。 

○副議長（高橋充德君）  

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  ちょっとわかりにくかったと思うんです

けれども、包括支援センターいうのが独立

してくるということになってきております

よね。今まで別の取り組みとして、これ認

知症の取り組みということで包括支援のほ

うでされるいうことなんですけれども。こ

れにかかわって、今総合支援ということで

私本来はここに聞きたかったんですけれど

も。要支援１、２のこれからの取り組みで

すね、そういうところでのボランティア団

体が講習を受けて、支援体制をとるという

ことが言われてきております。その要支援

１、２の方の人数は聞いてきておりますけ

れども、その人数を今確認したいいうこと
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でお聞きしております。 

  それと、先日の資料いただいた中でお聞

きしたいというのが、きょうの本当の総合

事業のところでお聞きしたいというのが、

本来の趣旨だったんですけれども。このと

こで、時間的なところが書いてありません

ので、それを今１回目に確認をちょっとさ

せていただいたんですけれども。１時間５

００円ということで、支援を受けるという

ことが言われているんですけれども。これ

は年間にしたらどれぐらいの日数で対応し

ていかれるのか。従来それぞれの団体が、

友愛だったら友愛で今取り組んでおられる、

そういう延長線の支援という形をとってい

くいうことでの時間体制なのか。その辺を

お聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  暫時休憩をします。 

（午後２時１８分 休憩） 

（午後２時２３分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君）  

  済みません。ちょっと混乱されたかと思

います。失礼しました。 

  包括支援センターの充実いうことで、６

人体制をとるいうことで。この方たちのじ

ゃあ任務といいますか、その点についてお

伺いしてこの件は終わりたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  包括支援センターは相談支援の中核とな

るものでございます。したがいまして、そ

の人員の構成につきましては、主任介護専

門員、社会福祉士、保健師、介護支援専門

員２名、それから新たに認知症支援推進員

の６名の体制となって、相談業務の中核を

担っております。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  要支援１、２については後ほど、またお

知らせ願えたらと思いますが。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど御質問していただきました要支援

１、２の人数でございますが、平成２８年

１０月末現在で、要支援２９９人、要支援

の２、１９６人、合わせて４９５人でござ

います。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  １年前より随分ふえてきたなというふう

に思います。この点十分認知症の方の相談、

これからいろいろと問題も課題も出てくる

と思いますけれども、この点しっかりと努

めていただきますように、申し述べておき

たいと思います。 

  次にいきます。大きな２番です。小中一

貫校の方向性についてお伺いします。その

１点目、これまで小中一貫校については、

地域のまちづくり、地域の歴史、地域の将

来についての観点から子どもや保護者、地

域住民の意見を取り入れ、柔軟に対応を要

求してきました。柔軟にするように要求し

てまいりました。学校が地域の拠点である

こと、これはとても大事なことで、これま

で学校の周辺では皆さんがボランティアサ

ポートされてきました。子どもが地域の人

に見守られて育ってきていることをないが
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しろにしてはなりません。学校がなくなれ

ば若い人は帰ってこないなどの声も他市で

は統廃合されたところでは多く聞きます。

地域、保護者の意見を聞く取り組みはどう

されているのかについてお聞きしたいと思

います。お願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  小中一貫の方向性についてという御質問

でございます。地域、保護者の意見をどの

ようにして取り組みをされているかという

御質問でございます。教育委員会といたし

ましては、これまでにも平成２５年西地区

小中一貫教育推進委員会及び昨年の平成２

７年度に実施した小中一貫教育等充実検討

委員会においては、町内の保育所、幼稚園、

こども園、小中学校から保護者の代表の方

に委員として参加していただき、検討して

いただきました。そして、その答申を今年

３月に答申をいただきました。今年度はそ

の答申をもとに、保幼小中一貫教育推進担

当者会を立ち上げ、取り組みを始めている

ところでございます。 

  また、ことしの８月に小中一貫教育につ

いての研修会を、本来これは管理職研修で

ございましたけれども、学校教育会の委員

さんにも参加を呼びかけて、そういう機会

を広げてまいりました。今後とも地域、保

護者の意見を十分聞きながら進めていきた

いと考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  ２回目ですけれども、能勢町では昨年４

月小学校６校、中学校２校が統廃合されま

した。２０１０年に教育委員会の職員さん

が統廃合の説明に地域を回っておられます。

少人数学級のよさ、またきめ細かい教育、

まちが寂れるなどの不安の声がその当時あ

がっていたと言われています。そして聞い

たところでは仕方がないなという声もある

と。まちの活性化を考える方などいろいろ

意見は出されておりますけれども、やはり

納得いく説明が必要ではないかと思うんで

すね。これまで培ってきた議論を無駄にす

ることなく、今度は各学校の地元への説明

に入っていただきたい。大切な町民と教育

委員会との合意形成の手だてとして、教育

委員会はＰＴＡの役員の人には話されてき

たということを言われておりますけれども、

今後はそういう地域の方への見守ってきた、

学校を見守ってきた方たちへの説明など、

本当に大事じゃないかと思います。合意形

成を立てるということに関して、今後はど

の方向を示されるのか。計画などきっちり

説明が入るべきだと思うんですけれども、

その点お聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。現在先ほど申しまし

たように、昨年度いただいた答申に基づい

て、現在担当者会を開いたり、いろいろや

っております。まだ今議員御指摘の各学校

への説明等については、まだ時期尚早かな

というふうに思っております。 

  いずれにしましても、当然教育委員会の

みがいろんなことをやるにおいて、単独に

ということは当然考えておりません。むし

ろ、地域の方や保護者の方の御意見を賜り

ながら進めてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 
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  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  何回も言いますけれども、今単独では考

えてないというふうにおっしゃいましたの

で、その点はちょっとほっとしております

けれども。小学校が減り、学区が遠い家庭

も出てきます。教育サービスを一つに集め

るという統廃合ですけれども、メリット、

デメリットがあるわけなんですね。新規で

は若い人たちが住みたいまちになるのか。

学校が遠い、そういうことがデメリットに

なるいうことも他市のほうでは言われてお

ります。学校は地域の財産であり、大事に

扱ういうことが求められるわけですけれど

も、町として３校の小学校が廃校になって

いくということが考えられるわけですけれ

ども、大規模な災害時にはそういう学校が

これまで避難所として兼ねているいうこと

もありますのでね。その点も踏まえて、ど

う考えておられるのかということも、これ

を確認しておきたいと思います。以上お聞

かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えします。 

  今回平成２８年３月に答申をいただいた

のは、学校の児童生徒たちが非常に減少し

てくると。その中でのさまざまな課題があ

って、それを解消するにはどうしたらいい

かということで、これは本町のみならず、

ほかの他市町でもいろいろ議論されてると

ころでございます。当然そういう子どもた

ちの、いろんな教育に携わる部分について

十分検討しなければならないと同時に、今

議員御指摘の部分については、当然町長部

局とも十分協議しながら考えてまいりたい

というふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  前回の答申と今回の答申、前回の答申は

本当に慎重に練られて、いい答申を出され

ております。今回についての答申は４つの

方法で、まだ今検討をされていると思うん

ですけれども、その点十分に地域の子ども

たち、また若い人がこのまちに訪れる、住

んでもらえるようなそういうまちづくりが

今本当に町全体として求められていると思

いますので、その点十分に納得いく説明等、

合意形成っていうのも大事だと思いますの

で、その点しっかりと協議していっていた

だき、町にプラスになる、デメリットにな

ることへの考え方で、ぜひ進めてもらいた

いと思います。これは申し述べておきたい

と思います。 

  最後に大きな３番目ですけれども、大阪

府教育庁実施の中学校のチャレンジテスト

の問題についてお伺いしたいと思います。

中学３年では、６月２３日に実施されたチ

ャレンジテストの結果を用い、各中学校の

調査書評定平均が決定され、評定平均の高

い学校は高い評定が多く出るように、低い

学校は低い評定が多く出るようになること

が問題とされております。生徒個人のみな

らず、学校単位で格差をつくり、受験戦争

を一層進めると。各中学校で頑張っている

生徒が高い評定をもらいにくくなるなど、

高校入試が不公平になることについて、教

育委員会の見解をちょっと聞きたいと思い

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えします。 
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  大阪府のチャレンジテストについてでご

ざいますけれども、これは目的が２つござ

います。 

  １つ目は大阪府教育委員会並びに市町村

教育委員会、学校が生徒の学力状況をつか

むことで、教育の成果と課題を明らかにし、

今後の教育にいかすことが一点であります。 

  ２点目は大阪府教育委員会が調査結果を

使って、大阪府公立高等学校入学者選抜の

調査書に記載する評定が公平性の高いもの

であるかを確認する資料をつくって、市町

村教育委員会並びに学校に提供されるもの

でございます。 

  したがって、公平性の担保に資するもの

を作成するものであって、決して公立入試

に関係して不公平になるというふうなこと

は教育委員会としては考えておりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  今おっしゃったのに加えて、２点目私が

お聞きしたいことをちょっと２点目でお聞

きします。 

  中学校１、２年生の調査書の評定は、第

１回のチャレンジテスト評定の変更が余儀

なくされると。先生方が日常の学習成果を

もとにつけた絶対評価評定が否定されるこ

とになってくるということが言われていま

す。高校入試における内申書の意味がなく

なるのではないかということをお聞きした

いと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今教育長がお答えしたことと同じことに

なるんでございますが。大阪府の公立高等

学校の入学試験におきましては、以前は相

対評価という、いわゆる子どもたちを学校

の中で上位から１０段階に分ける。ただ、

その１０段階に分けたときには、決められ

たパーセントがございまして、その中に子

どもの順番で当てはめていくというもので

ございました。ですから、学校内のテスト

によって、子どもたちが成績の順位をつけ

られ、その中で１０段階評定をもらうとい

うのが相対評価でございました。ただ、国

のほうでは、それでは頑張った子どもが頑

張ったこと評価されないと。やっぱり頑張

ったことが素直に評価されるにはやっぱり

絶対評価である。それは順番には関係なく、

その子が学習した結果、どの段階にあるの

か。いわゆる今５段階評価で５の段階のレ

ベルに子どもはいてるのか、４の段階なの

かということで評価しなさいというふうに

かわりまして。今回大阪府の公立高等学校

入学試験の結果につきましてもその絶対評

価にかえようということで、今年度２８年

度から実施されております。その言いまし

たら、５、４、３、２、１のいわゆる学校

が評価する大阪府のほうは物差しという言

い方してるんですけれども、先生方がそれ

ぞれ評価する物差しというものを持ってお

りまして、その物差しが本当に府内の先生

方持ってるものが同じであるかどうかとい

うことをチャレンジテストを一斉に実施す

ることによって、先生たちが今子どもたち

を測ってる物差しが妥当かどうかというこ

とを資料として提供しようというのが今回

のものでございまして。子どもの内申書を

大切にするために、内申書の公平性を担保

するために、各学校にそのチャレンジテス

トの結果による物差しの提示をしていると

いうことでございまして。子ども一人一人

がそれに無理やり合わせられるということ

ではございませんので、内申書を大事にし

ているというふうに教育委員会としては捉
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えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  内申書を大事にするいうことは子どもた

ちにとっては本当に大事なことですし、そ

れはしていただかなければならないんです

けども。もう一度３点目の疑問として質問

しますけれども。中学校１年生から高校入

試競争を駆り立てて、中学校教育を大きく

ゆがめることになるんではないかと。チャ

レンジテストは業者テスト、問題作成から

採点まで業者まかせであると。生徒との信

頼に基づいた評価はできないんじゃないか

ということを言われております。競争教育

をあおるチャレンジテストの廃止撤回を求

める団体が今、１１７団体の要請署名が１

１月２２日に大阪府の教育委員会の向井正

博教育長あてに出されました。府内の校長

先生も、校長会を通じて府教委に廃止を求

めてるところもあります。町教育委員会と

してもこういう事態、チャレンジテストの

廃止撤回を大阪府に要請するいうことはお

考えにはなっておられないかどうか、お聞

きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  議員が今回の内申書のつけ方についての、

絶対評価の変更についてのいろんなところ

での課題があるのではないかという御指摘

なんですけど。やはり学校現場におきまし

ては、今までと制度がかわりまして、その

評価をかえなければならないという部分が

ございます。ただ、学校のいわゆる通知表、

つけてる分につきまして今までもずっと絶

対評価で、指導要領がかわりましたのでつ

けております。ですから教員ができないと

いうわけではなくって、先ほど言いました

ようにやってるんですけども、その学校、

学校が持っているその評価の段階が本当に

正しいかどうかということを今回のチャレ

ンジテストでしてると。 

  ただ、今までしていなかったことを、例

えばテストでいきますとチャレンジテスト

というテストがふえるわけですよね、１年

生に１回、年間。それをまた進路にかかわ

るというような形での加わり方。それにつ

いてはやはり子どもには負担でありますし、

教員にとっても新たなことでございますの

で、昨年度から試行という形で動いてるの

で、１年はたってるんですけども、やはり

混乱はあることは混乱はあります。 

  ただ、子どもたちのために公平性を担保

する制度であるということを理解して、学

校もこの制度にのっとって、適切に子ども

の内申書評価ができるように取り組んでま

いるよう、教育委員会としても協力してい

きたいと思っておりますし。 

  ただ、改善点等は今始まったところです

ので、またありましたらそれについては府

と協議をして教育委員会としてもやってま

いりたいと思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  廃止する、撤回するいうのは答弁は避け

れたようですけれども。この点まだ１年た

ったところでっていうことですけれども。

府の先生方はチャレンジテストで各中学校

の評定、内申点、平均を決める弊害を指摘

しているんです。私が平均点を下げたらご

めんねっていうような生徒さんの声や、学

校のためのテストの日は休むわと。自分の

成績が悪かったらみんなを学校の成績を引

き下げることになると。生徒の中で悲痛な

声が上がっているというふうによく聞いて
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おります。子どもたちの心を傷つけ、子ど

もの将来、人間関係にも影響を与えるチャ

レンジテスト。これは教育者としてはやっ

てはならないんじゃないかというふうに思

っております。府教育センターの事務局長

は、行政調査のチャレンジテストを高校入

試に活用するのは違法と指摘しています。

学校と教員が持つ評価権さえ不当に奪うこ

とになるとして、一番。 

  終わりですね。これ一番最後につけ加え

てあれですけれども、これで私の一般質問

を終わります。ありがとうございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で日本共産党の一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩をいたします。再開は

１５時といたします。 

（午後２時４５分 休憩） 

（午後３時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、とよの維新の一般質問を行います。

持ち時間は質問及び答弁を合わせて１００

分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  ７番とよの維新の小寺でございます。９

月２５日町長選挙におきまして、池田町長

の勝利、我ら維新の会の候補が敗北となっ

てしまいました。かわりにといっては何で

すが、３３歳若い女性議員寺脇直子さんが

誕生したわけでございます。議員活動に専

念したいと決意されて、１１月で勤務され

ている会社を退職され、議員活動一本でや

りたいという強い決意を持っておられます。

若い人が若い感覚で町政を見てみるという

のも久しくなかったことなので、こういう

人たちが育っていくことが豊能町が育って

いくこと、このように我々は考えておりま

す。 

  今日の議会の様子を見る限り、池田町長

の２期目、もう安定感がずんと増したよう

な感じを受けました。同時に、豊能町議会

は平静を取り戻したようでございます。 

  小池百合子東京都知事が当選されて、そ

の後豊洲市場やオリンピック競技場の決定

を巡っていろいろメディアを騒がせており

ます。先日も東京都、日本政府、東京オリ

ンピック組織委員会、ＩＯＣの４者協議、

オリンピック競技場の決定について公開の

場で４者協議が行われる状況をテレビで見

ておりました。記者会見で記者が大山鳴動

してネズミ一匹とこう言われたもんだから、

大騒ぎした割には、実際には結果は小さか

ったねと、そういうやゆされたもんだから、

ちょっとそれはちょっと少し失礼じゃない

ですかと応酬したのを印象に残っておりま

す。実は私は画面、テレビの画面上、小池

都知事の左端に座っておられた、隣に座っ

ておられた上山信一東京都特別顧問の姿を

注目して見ておりました。小池都知事が上

山信一さんを招聘して、今回の競技場の選

定に臨んでいると。要するに、是々非々の

立場で東京都都政の改革をやろうとしてい

るんだということが、上山信一さんを見て、

私は間違いのない、まぎれもない、本気で

やるつもりだなとそういうふうに感じたわ

けです。その上山信一さんていう方を知ら

ない方もたくさんおられるようなので、少

しだけ紹介しておきたいと思います。私は

この上山信一さんの講演会３回受けに行き

ましたし、知っておるんですけれど。地元

豊中出身の方で、豊中高校から京都大学、

そして運輸省入省されて、２７歳で役人生

活に区切りをつけてアメリカへ渡りはって、

アメリカの大学院を卒業されて、マッキン

ゼーという世界３大コンサル会社に勤務さ

れて、今現在慶応大学の教授をされてる方
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です。大阪市、大阪府の特別顧問として橋

下徹大阪府知事、大阪市長、このブレーン

であって、維新の改革、大阪都構想を推進

した人物であります。この方が小池百合子

さんに招聘されたということは本気だなと

そう感じたわけです。 

  是々非々という言葉があるわけです。正

しいことは正しいと認め、正しくないこと

は正しくないとするという意味であります。

悪いことは悪い、客観的にまた公平に物事

を判断することであるという意味でありま

すが。それに対して、政治の世界に是非

非々とか是々非是とそういう言葉が政治の

中であるわけですね。是々非是、要するに

是は是、正しいことは正しいと認めるが、

正しくないことも正しいと。つまり何でも

賛成しますという政治姿勢のことを言って

ると。 

  それと、もう一つ是非非々、つまり是で

是を非として、非を非とする。正しいこと

も正しいと認めないと。正しくないことも

正しくないと、こういうわけですから、つ

まり何でも反対すると、こういう言葉が政

治の世界にあります。維新の会はもう誰に

おもねることもなく、これまでどおり是々

非々の立場でやっていく所存でございます

ので、決して選挙に敗れたから何でもかん

でも反対する、そんなことは一切ございま

せんのでよろしくお願いします。 

  それで、一番目のダイオキシンの問題は、

後ほど登壇する寺脇さんも同じような多分

質問されると思うので最後に回します。最

後の一番下の保育所、幼稚園の民営化に関

して。ここからやっていきたいと思います。 

  昨年度６月議会、９月議会で保育所の民

営化の問題を取り上げ、１２月議会、こと

しの３月議会では幼稚園の問題を取り上げ

ました。そして、ことしの６月議会では、

幼稚園、保育所を完全に民営化したらどれ

ぐらいの財政効果があるかを取り上げまし

た。ことしの６月議会では、現在町営で行

われてる幼稚園、保育所が年間３億5,００

０万円かかってると。それを完全民営化し

たと仮定すれば、9,０００万円で済むとい

う答弁がありました。全てを民営化したと

きに１年あたり３億5,０００引く9,０００

万円ですから、２億6,０００万円の費用削

減効果が見込めるというところまで明らか

になったわけです。いろんな自治体は今ど

んな状態にあるのかというと、大阪市です

ら８０％が私立の幼稚園、２０％が公立の

幼稚園。それを民営化法案を出しても議会

で否決されると、そんな感じに今なってる

わけです。我々が議会側から民営化したら

どうかと、そしたらお金が生まれて、それ

を有効に使えるのではないかとずっと提言

してきたわけでございます。 

  今、どんなことが行われてるかというと、

私立の幼稚園の保育料を引き下げて、例え

ば２万4,０００円から6,０００円引き下げ

たら１万8,０００円。１万2,０００円の公

立の保育料を6,０００円引き上げて１万8,

０００円と。同じにすると、そのようなこ

とをしてる自治体もあるようです。そした

ら何事が起こるのというと、多分想像でき

ると思うんですけど、公立の幼稚園に通う

生徒がどんどん減ってる。減ってきたらも

う廃止すると。そういうような感じで、民

でできることは民でやっていこうと。そう

いう動きがあるわけです。視察先でも今さ

ら公立幼稚園をつくるなんて話はまあまあ

ないんじゃないんじゃないですかというよ

うな発言まであります。豊能町では民営化

を検討してんのか、検討してないのか、ま

ずお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 
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○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えします。 

  本町で幼稚園、保育所の民営化を検討し

ているかという御質問でございますけれど

も。現在町として幼稚園、保育所の民営化

の検討はしておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  平成２０年１０月に、これからの豊能町

の保育所、幼稚園の保育、教育施策のあり

方、提言というのが出されました。それを

見ますと、豊能町の就学前保育教育施設と

しては民営化という方向も検討されました

と。しかし、施設数減の状況において民営

化すれば、住民は私立と公立の選択ができ

なくなること、また私立は経営を考えなく

てはならないので、採算が合わなければ閉

鎖することも考えられ、就学前保育教育の

継続的、安定的提供と、質の維持を考えた

場合、今後も公立施設として存続すること

が望ましいと結論づけられたと、こうある

わけですね。これが８年前の話です。実際

我々がいろんなところを視察。例えば高石

市に行きますと、平成１３、１４年度に民

営化をやろうということでやられて、平成

１５年度から、今から１３年前ですかねや

られたと。そのときのせいこう幼稚園とい

うんですけど、３０人しか生徒集まらなか

った。ところが今やもう３６０人を超える

生徒が集まる。当然公立の幼稚園はどんど

ん民営化に切りかえていってると。そうす

ると財政的負担も助かるし。この教育の質

が落ちるというのは、どうも逆みたいです。

これはいろいろ回って聞いた話ではね。そ

れが３０人が３６０人になるぐらいやから、

物すごい逆に私立のほうが評価されてると、

そういうような時代を今迎えてるわけです

よ。そういう流れの中で、何も検討しない

ということはちょっとおかしいのではない

かと僕らは思ってるわけです。いろんな意

味でですよ。質の向上が見込める、それか

ら財政的負担が軽減されると。いいことば

かりなんですよね。何でそれができるのか

というのが、その昨年度にやった公定価格

の中に、国が負担すべきお金２分の１です

か、それから大阪府が負担する４分の１、

このお金があるからもう一つ従業員のその

給与の水準が違うと、大いに違うところを

もって大きな差額が出てくると、そういう

ことです。今公立の豊能町の幼稚園の先生

方がおられることはわかってます。そのと

き、今何人おられるですかね。平均年齢は

何歳ぐらいかわかりますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えします。 

  保育所、幼稚園の職員の平均年齢ですけ

ど、現在のところちょっと今手元に資料は

ございません。現在職員数は３１名でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  多分この資料のどこかに書いてたと思う

んですけど、平均年齢がこの８年前で確か

４５ぐらいじゃなかったですかね。そした

ら８を単純に足せば、もう５３ぐらいにき

てませんかね。もしきてるんだったら、早

くその次のことを考えないと、今先生の採

用を今控えてるんですよね。差し控えてる

んでしょう。じゃあないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育委員会としまして人事を控えている

のかお答えいたします。 

  以前総務部長のほうがお答えされたと思

うんですけども、豊能町は子どもが減って

おりまして、施設の規模がというか職員数

が減少しております。それに合わせて職員

のほうも減ってるという状況でして。ごめ

んなさい。児童数ですね、児童数に合わせ

て配置の保育士も減ってるいう状況で、控

えてるというわけではございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  確か去年度、去年でしたか、豊能町の東

西の豊能町全域で誕生された人は５５人じ

ゃなかったですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  申し上げます。 

  現在誕生した子どもは５４名とかそうい

うお答えをしたと思うんですが、現在１歳

の子どもは今町内には６３名がおられます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  いずれにしても、若干流入があるみたい

な感じですけど。１００名も満たないとい

うことは事実ですよね。それが５年後には

小学校１年生にあがってくると。もう教室

でいうたら２クラスあれば、豊能町で１学

年もう十分もつという、そういう少子化が

起こってるわけですよね。だから、その民

営化するんだったら、早い検討をしてやら

ないと、その人たちじっと待ってても年齢

があがってくるので。ぜひとも検討を、早

い検討をしていただきたいなと、そう思う

次第です。 

  大阪市がことしの４月か、５歳児の教育

費を無償化しました。それ経緯御存じです

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  国のほうが５歳児の無償化という方向性

を持っておりまして。本町におきましても

その所属等に合わせて軽減措置を実施した

とこなんですけども。大阪市におかれまし

てはその方向性を先取りされた形で義務教

育化ではないんですけども、５歳児の教育

の充実のために無償化にされたというふう

に心得ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  去年大阪府知事、大阪市長ダブル選挙が

１１月２２日あって、橋下徹市長が１２月

１５日をもって退任されたと。その後吉村

洋文さんが市長になって入ってこられて、

初議会、１２月２４日に５歳児を無償化し

たいとこう一言言ったら、４月から無償化

になったんですよ。もうあっという間に無

償化になったんですね、１年検討するもヘ

チマもない。私行って聞きに行ったんです

よ。どこから財源見つけてきたんですか、

どうされたんですか聞いたら、どれぐらい

かかるねんと言われたから、２５億円かか

りますと言ったら、わかったほんならそれ

やって、それで終わりだって。それぐらい

早い。めちゃくちゃ早いんですよ。 

  さらに、今４歳児の教育費を無償化に向

けて何か検討してると。そういう状態にな

ってるわけですね。とにかく、豊能町がそ

したら今５歳児の教育費を無償化するとし
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たら、一体どれぐらいのお金がかかると見

込まれますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺議員ちょっと、基本的に話し合うと

きには、そのいわゆる議論するためのきち

んとした資料を提供したってもらえません

か。知ってはんねやったら。それを聞くと

かそんな問題については、先に打ち合わせ

させていただきたいと思いますけどね。正

確にかみ合う、議論するためにはね。よろ

しくお願いします。 

  では答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  大体の試算なんですけども、保育料を保

護者の軽減というか負担を超過すると考え

た場合に、町内、町外の５歳、幼稚園、保

育所に通われてる方は約1,５００万円程度、

保護者から負担いただいてるという形にな

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  今のは保護者が負担する額ということで

すね。これ無償化ですけどね、教育費とい

うのは保育料とは違うらしいですよ。幼稚

園だけやから教育費って、1,５００万もか

かってるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午後３時２１分 休憩） 

（午後３時２２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今議員の言われました保育料の中には、

給食費も含まれた形で保育料をいただいて

ます。ただ幼稚園につきましては、給食費

を含まれない形での保育料を預かってると

ころで、若干違いがありまして、議員指摘

のとおりなんですが。今現在手元にある資

料でいきますと、５歳児の保育料というこ

としかわかりません。そうなりますと、1,

５００万程度。幼稚園の給食まで含めます

とあと１５０万ほどいります。さらに教材

費なんかも年間保護者の負担いただいてる

分合わせますと、全部でそこまでいきます

と1,６７０万程度という金額になります。

済みません区別ありません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  ちょっとまた詳しくまた後で教えていた

だくことにします。 

  そしたらもう次に移っていきますね。そ

の自治体クラウドの共同化について質問し

たいと思います。 

  ７年前に池田町長の時代に情報処理のク

ラウド化進言したことありました。そのと

き池田町長、自分はコンピューターわから

んから、よろしく頼むと言われたことがあ

ったんです。覚えてはりますか。池田町長

の頼むわという一言で僕は信頼に応えない

といけないと思って、必死に日本全国を視

察して回ったわけです。４年前の町長選挙

の公約にも、確か自治体クラウドの推進と

いう一行を加えていただいた。さらに、池

田町長の信頼に応えなあかんと思って、さ

らにさらに回ったわけ。もう大体主だった

とこは全部回ったと。そのときに、確か選

挙に残念ながら敗れたんですけど、その後

１、２回お訪ねしたことがあって行ったと

きに、田中町長協力してやってと、クラウ

ドの話、そういう話をされたんですよ。職

員もようわかってへんみたいやから、教え

たってと、こういうふうに僕におっしゃっ
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たんですよ。僕もうびっくりして、何とい

う懐の広い人だなと感じいったわけですよ。

さらにさらにもっと探し続けて、視察をし

続けたところ、偶然たまたま秋田県町村会

にＣＩＯ補佐官という人に出会うことにな

ったわけ。この人にお話を聞いたときに、

もうピンときたわけです。もうクラウドの

共同化は必ずできると、この人がおれば。

必ずできると思って帰ってきて、前町長な

んかにそれ推進しなさいよと、町村会の中

で手挙げてくださいよ、言ってくださいよ

というお話をしたんですね。それも恥かか

したらいかんから、事前に全部回って何と

かこれを共同化することはみんなの利益に

なるじゃないですかというのを回ったわけ

です。みんな賛成しました。ただ、やっぱ

りこういう特殊な専門的なことは首長さん

わからないので、わかってはる人いうたら

河南町長ぐらいかな。わかってはるかどう

か、ソニーに何かいてはったという話だか

ら。もうこの人はみずから自分の公約に入

れてるから、やるもやらへんもないと。も

うみんながやらへんかっても、俺はやるん

やというて、確かおっしゃったと。１２月

３日の説明、クラウドの説明のところでそ

の名前が出てきたということですよね。 

  あえてお聞きします。大阪府の自治体ク

ラウドの共同化の進捗度はどうなってます

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大阪府における自治体クラウドの進捗と

いうことでございます。大阪府においては、

府内市町村の自治体クラウドの導入という

ことで、それを支援するための組織、平成

２７年度でございますけども、自治体クラ

ウド検討会という名前の組織を立ち上げて

推進をなさっておられますけども。大阪府

全体ということで見ると、大きくは進んで

いないというのが現状でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  そしたら１２月３日にその説明された３

町、それ何か調印をするとかしないとか、

２日でしたっけ、２日か、それについてち

ょっと説明願えますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  大阪府全体では進んでおらないというわ

けでございますけども、本年６月議会でお

答えをしたというふうに思いますけども。

その大阪府の主導のもとに、次の電算の更

新時期が近い類似の団体ということで、具

体的には豊能町と河南町と千早赤阪村、こ

の３団体ございますが、その３町村で基幹

系業務に係る電算システムの自治体クラウ

ドの共同型、これを次の更新のときに導入

をするということを目指して取り組みを進

めているところでございます。この３町村

と大阪府の協定をこの１２月中に締結をす

るという予定で進めておりまして、そのま

ま順調にまいりますれば、業者との覚書の

締結は今年度中ということになる見込みで

ございます。 

  ただ、もう既に本町では単独クラウドを

導入しておりますし、実は千早赤阪村も単

独クラウドを既に導入なさっているという

ところから、この２町についてはその経済

的なメリットが少ないというか、理屈的に

はそんなにないというふうに考えられると

いうこともありますために、この共同調達

をいたしますプロポーザル型の入札でござ

いますけども、それが不調になるという可
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能性はあるということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  １２月２日そういう説明がありまして、

家に帰って、すぐに神奈川県町村会情報シ

ステム共同組合ここに電話しました。ここ

が自治体クラウド共同化を日本で初めてや

ったとこ。１回目５年契約をしました。３

０％削減しました。２回目はことしの９月

からとおっしゃってました。９月から２年

契約をしましたと。ここでさらに３０％削

減しましたと。だから、６０％削減したん

ですかいうたら、いやそうじゃないですよ

と。出だしのところから、仮に１００とし

たら７０になりましたと。その７０％にな

った、さらに７０％やから４９％というこ

とですわと。要するに約半分になりました

と。さらに２年後いうか目指して、さらに

削減を今目指してるところですと、こうい

うようなお話でした。だから、やれば必ず

できるんですよ。多分僕の勘ですけどね、

そういう町村会がある県ごとにあると。そ

れが一緒にやり出すのではないかと僕は思

うわけです。だから、早くやったほうが効

果は高いわけですよ。だからそれを池田町

長にお願いしたいのは、僕の背中押したよ

うに、職員の背中を押してやってほしいわ

けです。必ずできます。何ていうか、わか

らなければ私がわかる人連れていきますの

で。ぜひ背中を押してほしいわけです。ど

うですか池田町長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  小寺議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  おっしゃるとおり、私クラウド化という

ことで、小寺議員とお話をさせていただき

ました４年以上前でしたね。させていただ

いたわけでございますけれども、今回クラ

ウド化は行政としてはしております。つい

先日だったんですけれども、大阪の町村課

の課長さんにも大阪府がどうしてやってく

れないんだという話をさせていただきまし

た。大阪府全体でやるならば、小寺議員の

おっしゃるとおりに相当費用の削減ができ

るんじゃないかと。だけども大阪府の指導

のもとに、今私どもやっているのは２町１

村であるということなんです。だからその

辺につきましても、やはりもう少し大阪府

の皆さんも小さな町村に対して、リーダー

シップをとっていただけることがありがた

いなというふうに思っております。今後に

つきましても、この問題につきましては進

めてまいりたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  池田町長が背中を押すと今おっしゃいま

したんで、必ず進むと私は確信しておりま

す。 

  じゃあ次に移りますね。監視カメラ、登

下校ミマモルメ、認知症患者の見守り対策

というところでございますけれど、これは

確か決算委員会の中で登下校ミマモルメを

小学校は全部入りましたと。中学は全く入

っていませんと。小学生もメールサービス

を受ける人だけ入ってますと、そういう話

だったですね確か、そうですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現段階では、小学校２校がミマモルメと
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いう制度を導入しております。今現在工事

がほぼ終了しておりまして、多分年明けま

したら、あと残りの小学校２校については

募集がかけられるかなと思っております。

中学校につきましては、言われるとおり実

施しておりません。メールサービスなんで

すが、これは保護者の任意加入でして、全

員加入ではございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  これについては、隣の箕面市とか高石、

熊取、ここから始めたみたいです。そもそ

もがＮＴＴ四国が公益事業か何かでやった

やつを、阪神電鉄が引き継いでやってると。

だから安くやってるわけです。全国１５万

人以上がそれを活用していると。初めにや

ったその３つの学校は、全員に持たしたと。

その中でも、もうそんなんで監視されるの

かなわんとか、電波が飛んだら体に悪いと

かいう人が返して。そら返すいうてんねや

から受け取らなしょうないから返してもら

った。で今やってると。大体４０から６０

ぐらいかなと、パーセントでね、それぐら

いの普及率でやってる。 

  学校としては、全員持ってもらったほう

が、入ってきた出て行ったという管理がで

きて、そのメールサービスは受けなくても

持ってたらできるんですよね。誰誰さんが

もう帰っていったとか。そうですよね。今

はただで渡すいうことをしてない、メール

サービスを受けた人だけお金をいただいて

やってる、持たせてるタグをね。せやけど、

子どもの安心、安全を考えるんだったらみ

んなに持たせてやるのはどうかと、僕らは

確か９月の決算委員会だったと思うけど、

言ったと思うんですよ。それが何か公表さ

れてるのは1,５００円、内々1,０００円ぐ

らいらしいですわ。それが毎年、毎年入学

をした人に渡せばいいわけやから、１００

人おるんだったら1,０００円としたら１０

万円ぐらいの予算でできるわけですよこれ。

６年たったらそれを返してもらうと。それ

をまた新しい新入生に渡すと考えたら、学

校の登下校を見てるだけですけど、そのど

んな意味があるかというと、学校という施

設に入ったということは、安全地帯に入っ

たという意味らしいです。学校という施設

を出た途端に、危険、安全地域から出はっ

たとそういう意味らしい。メールサービス

を要求する人は、別途お金を３４０、５０

円でしたっけ、毎月払ってもらえばできる

ので。ただ、安心・安全を見守りたいとい

うんだったら、それは豊能町として出して

あげたらどうですかという、そういう案を

９月に言ったと思うんですけどいかがです

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  このミマモルメというサービスを受ける

のは誰かといいますと学校ではございませ

ん。ですから、学校は出た入ったという情

報は一切存じ上げておりません。保護者の

方が例えば家におられる、また仕事先にお

られる中でそういう情報を知られるという

制度でございまして。個人契約ですので、

学校としてはこの情報一切提供していただ

いてない、また契約数も知らないという状

況です。 

  教育委員会が考えます子どもの安全見守

りというのは、ミマモルメは学校に入った、

入ってないという保護者の方が例えば家庭

におられない、また仕事先である、子ども

朝送りだしたけどどうかなという御心配に

ついてはとても有効なサービスであるんで

すけども、途中の安全の見守りについては
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結果しかわかりませんので、やはり今地域

のボランティアさんにお世話になっている

見守り隊というのはとても有効で、だんだ

んと人が減っているというところの課題は

あるんですけども、それについては充実し

てまいりたいなというふうに考えておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  それと、９月に同時に伊丹市なんかがや

ってるのは、監視カメラつきのそこを通過

したという、ブルートゥースやったかな、

それを1,０００台か1,５００台か知らない

けど、ばんと入れたと。箕面もそれぐらい

ばあん入れたんですよね確か。そしたら電

話して話聞いたら、やっぱり犯罪がやっぱ

り激減したと、そうおっしゃってました。

そこまでやると、豊能町の財政もちょっと

しんどいかもしれないけれど、定期的に計

画的に置いていけば、豊能町の特に西地域

はコンパクトにできてるから、意外と効果

を表すと思います。東側はちょっとばらだ

からちょっと時間がかかるかもしれないけ

ど、肝心なところに置いておけば、そうい

うあれもありますね。 

  それとね、その同時にそういう考え方を

徘徊する御老人、さっきも認知症の人が何

かふえてるという話でしたよね。これをＧ

ＰＳでやれば、ＧＰＳは5,９００円ぐらい

かかると。１つ渡すのに。それを介護認定

何級以上だったら無償で渡すと。ただ月々

６００何十円かを、それは持ってる人が払

ってくださいと。そしたらその飛ぶんです

よね、息子さんへ飛ぶのか、お嬢さんに飛

ぶのか知らないけどね。指定されたとこへ

飛ぶということで、それらを有機的に考え

れば安心・安全、それから徘徊する認知症

の人たちを何とか機械ですけど、何とかや

れるんではないかと思うんですけどいかが

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員おっしゃるとおり、豊能町の人口ビ

ジョン、平成２８年３月作成でございます

が、それを見ましても１０年後には48.８％、

全住民の２人に１人は６５歳以上というこ

とで。そのうちの５人に１人、ないし４人

に１人ぐらいは何らかの認知症になってい

ると、こういうことでございますので、将

来は１０人に１人が認知症ということは前

に申し上げたとおりです。 

  ただ、本年４月よりですが、認知症の高

齢者の行方不明になった場合に、地域の支

援を得て早期に発見できるよう関係機関等

の支援体制を構築して、認知症高齢者等の

生命、身体の安全とその家族等への支援を

図る目的で、豊能町認知症高齢者等ＳＯＳ

ネットワークを開始したところでございま

す。将来、先ほど申し上げた認知症の人数

が格段に大きくなり、監視をする我々の若

人の人数が減るということを考えてみます

と、将来議員の御指摘のようなことは勉強

していかなければならないというふうに考

えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  これからは、インターネットがものにつ

ながっていく、ＩＯＴという考えが主流に

今なっていってるんですよね。ＩＯＴ技術

を取り入れて、これもそんなたくさんお金

がかかるわけじゃどうもなさそうなので、

ぜひ検討していっていただきたいと思いま

す。 

  次に、その地方創生に関してです。豊能
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町というのが今ダイオキシン問題に揺れま

くったんですけども、ほかの自治体はもう

地方創生花盛り、そういう感じです。いろ

んなことをやってる。人口ビジョンの中に、

豊能町の特殊出生率、要するに子どもを産

む女の人が何人産んでるかということなん

ですね。それが0.８２だと。ということは、

男の人と女の人、要するにお父さんお母さ

んから子どもができるということやから、

２人の両親から0.８人しか産まれへんと。

そら少子高齢化も以前の話ですよね、これ

はね。何でこんなことが起こってんのと。

それはどう思われます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  豊能町におきましては、その２０代、３

０代の出生率が低いということが、今おっ

しゃった合計特殊出生率が低い原因という

ふうになっております。これは要するに結

婚と同時に若い女の方が豊能町を転出なさ

ると。転出した先で出産なさってるという

ことが原因というふうに見ております。 

  ただ一方で、１世帯当たりの子どもの数、

これはほかの団体よりも逆に多いというこ

とで。子どもを産んでいらっしゃる女の方

はたくさん産んでいらっしゃる。もしくは、

女性の方はたくさん産んでらして、よそで

出産なさってから転入なさっているという

ことも考えられるというふうに分析をして

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  いろいろ分析あると思うんですけど、要

するに若者がいないということですよね。

その産む人がいないんですよ。だから0.８

２なんですね、今の論法から言えば。産ん

でる人はたくさん産んでるって言ってんだ

からね。その人たちが豊能町のええとこで

もあり、悪いとこでもあるかもしれないけ

ど、持ち家比率が96.４％ぐらいでしたかね。

もうほとんど持ち家。要するに貸し家がな

いんですね、貸し家がね。若い人が住もう

と思ったら、たまたま空き家があって、そ

こ入り込んだらそら入れるんだろうけど、

家を買って入るということは、そういうお

金持ちの人は入ってくだされば結構なんで

すけど、ふつうの人は買うてまで入られへ

んわけですよ。そうすると、何をせなあか

んのかと言うと、賃貸物件をつくらなあか

んという話になってくるわけですよね。賃

貸物件をどこにつくんのって、市街化区域、

今どこに設定されてるかちょっと教えてい

ただけますか、豊能町の市街化区域はどこ

にありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  豊能町の市街化区域は開発されたところ

でございますので、地区別に言いますと、

ときわ台、東ときわ台、光風台、新光風台、

希望ヶ丘でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  そうすると、そこにはもう賃貸物件を建

てる余地がもうないと、ほぼないんですよ

ね。そうすると、あと残ってるのは、市街

化調整区域に建てるという手が１つ残って

るわけですよね。これを建てる方法ちょっ

と教えていただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 
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  まず、市街化調整区域でございますけれ

ども、市街化調整区域というのはそのよう

な住居等を建てるのをしないようにしてい

る区域でございますので、通常そのままで

はそのような建物、住居するような建物は

建てない区域ということで線を引いてると

ころでございます。ただ、そこんところに

賃貸物件をどのようにしたら建てられるの

かということでございますけれども、それ

はやはりそのような計画をつくるとか、都

市計画法上とか建築基準法的なものをクリ

アしていくことが建てるための条件になっ

てくると考えてます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  市街化調整区域に建てるためには地区計

画をたてなさいと。その地区計画というの

が5,０００平米以上いりますと。それは他

人の土地がまざってても構わん。その承認

さえしてくれたらオーケーと。そこへもう

建てるしかないわけです。そしたらそれを

整地するのにごっついお金がかかるから、

やっぱり建てられないと。じゃあどうした

らいいのって。賃貸物件をどないしたら建

てれるかですよね。それを考えることが必

要なんですよ。我々ちょっと今言うとまず

いかもしれないので言いませんけど、手法

としてはＰＦＩという手法を使って建てれ

ば、もう建ててるところあるんですね。1,

０００円もお金出さずにもうまんぱいでや

ってる。佐賀県のみやき町というところ、

１０２戸ぐらいやったかな、順々に建てて

いってるんですけどまんぱいです。お金1,

０００円も出さずに毎年1,３００万お金が

残っていきますと。そういう方法がどうも

あるみたいです。今までの公営住宅の考え

もう捨てなあかんのですよね。今までの公

営住宅いうのは福祉住宅です。そうじゃな

しに、逆にこっから上の人しか入れません

という、そういうことができるようにどう

もなってる。それを考えていくっていうこ

とが、その0.８２を脱出する上に必要なこ

とやと私は思いますので、ぜひ一度調べて

みて検討してみてください。もう時間ない

ので、もうここで終わりにします。よろし

くお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  とよの維新の寺脇直子です。 

  初めての一般質問となります。先ほど小

寺議員もおっしゃったように私、人気ドラ

マの「あさがきた」の広岡浅子が創業した

生命保険会社で勤務しておりましたが、今

後は民間の企業での経験を生かして、広岡

浅子のように豊能町を活性化させていきた

いと思っておりますので、町民の皆様に貢

献してまいりますのでよろしくお願いいた

します。 

  それでは、２０年前から風評被害が続い

ておりますダイオキシン問題について御質

問させていただきます。先日の町長選挙に

おきまして、池田町長当選おめでとうござ

います。その際、池田町長は完全無害化と

いうことを掲げていらっしゃったんですけ

れども、熱分解による無害化処理では概算

でおよそ７億円かかると試算が出ているの

ですけれども、町長のおっしゃる完全無害

化、これは幾ら費用がかかるのかお伺いい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。 

  現在のところ、まだ業者認定もしており
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ませんし、その点につきましては回答がで

きないという状況でございますので、よろ

しくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  先ほど回答ができないということなんで

すけれども、私も民間の会社でお勤めして

おりまして、やはりあらかじめ見積もりと

か工程表を出してから、どのように処理す

るかというふうに決めるのが通常どこの民

間企業でもしていることですので。町長が

おっしゃっておりました、完全無害化処理

の工程表についても、そして処理に必要な

日数もお知らせいただきたいのですがよろ

しいでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  先ほども答弁させていただきましたとお

り、まだ能勢町長ともお話をしておりませ

ん。そして豊能町議会、以前に施設組合議

会でこの旨を議論をしていただいて、それ

からお答えをさせていただきたいと、この

ように思いますのでよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  今後施設組合と両町長とあとどのような

形で処理するかということは御相談される

と思うんですけれども、最終処分の方法と

して遮断型の埋め立て処理はなぜ検討され

ないのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  先ほどもお答えしておりますとおりに、

住民の皆さんの了解を得られないいうこと

で、遮断型については今のところ検討して

おりません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  この豊能町のダイオキシンの問題は２０

年ほど前からずっと風評被害が続いており

まして。過去の経緯については池田町長も

今回、御当選されたということで、これか

ら町民の皆様に対してどのように処理され

るかというのは、町民の皆様にもあらかじ

め御説明することと、あらかじめ情報公開

されることが求められると思うのですが、

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  両町で決定し、そして施設組合で議員の

皆さんに御了解を得られれば、町民の皆さ

んに御報告を申し上げたいと、このように

思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  私どもはそういった決定権のある立場に

ないんですけれども、議会報告会等でふだ

んから町民の皆様の御意見を直接お伺いさ

せていただく機会を設けてるんですけれど

も。今回池田町長の今後その両町の決定が

あって、その後に情報公開するということ

なのですけれども、やはり町民の皆様の声

をお伺いしますと、どういったことでダイ

オキシンの問題がどうなってるのかいうこ
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とに対して、非常に不満と憤りの声を私も

ふだんから聞いておりますので、ぜひ町長

決定してから報告するということはもちろ

んそういうこともあると思うんですけれど

も、ふだんから町民の皆様の御意見を聞い

て、ダイオキシンについては府の概算でお

よそ無害化処理は燃やすと７億かかるとい

うふうに試算が出ておりますので、遮断型

ですと5,０００万円で処理できますので、

低コストで安全に処理するということでダ

イオキシンの処理についてはぜひ最終処分

に向かっていただきたいと思っております。

要望します。 

  次の質問に移ります。次医療関係につい

てお伺いします。豊能町は非常に高齢化が

進んでおりますが、東地区に非常に診療所

が少ないということで、東地区の診療所は

週１回で歯医者しかないということなんで

すけれども、進む豊能町の高齢化と東地区

の診療所についてどのような対策をお考え

なのか、お伺いさせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  昨年ですけれども、９月に診療所の所長

である奥本先生がお亡くなりになりまして。

ですが、今現状ではですが、先ほど議員の

御指摘のとおり東地区の医療が非常に脆弱

になっております。現状は月曜日と金曜日

の午前９時半から１１時半、１２時過ぎま

で診療することもございますが、照葉の里

箕面病院から内科医を派遣してもらってお

ります。これは業務委託でございますが、

してもらっております。私どもできるだけ

早期に月、水、金の週３回となるように、

照葉の里箕面病院と現在交渉しております

が、医師が不足しておることから、なかな

か実現が難しいと言われております。した

がいまして、今現状の月、金曜日ですが、

この状態をしばらく続けていかなければな

らないのかなというふうに考えております

が、今後長期にわたって御指摘の東地区の

安定した医療を確保すると。それは考えて

いかなければならないと認識しております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  引き続き安定した医療を確立していくよ

うに要望します。 

  次の質問に移ります。少子高齢化につい

てなんですけれども、豊能町は今後少子高

齢化が非常に進んでくると考えられます。

このままの現状が続きますと、豊能町自体

が衰退、町が衰退していくと考えられます

が、若い世代を呼びこむ必要があると思う

のですけれども、どのような対策をお考え

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ことしの３月でございますけども、豊能

町まち・ひと・しごと創生総合戦略、これ

とそれに伴いますアクションプランを策定

したところでございます。その総合戦略で

は、若い世代を呼びこむと、まさしく今議

員のおっしゃったとおりの施策を盛り込ん

でおりまして。第１の基本目標として、若

年層が選びやすい環境をつくると、これを

掲げております。その若年層が選びやすい

環境といたしまして、住宅の多様化、それ

から住宅の流通の促進、また効果的なシテ

ィープロモーションの実施、それと公共交

通の利便性の向上と、このようなものを掲

げておりまして、今年度はそのうちの定住
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促進ということで住宅や住まい方の多様化

に係る計画の策定、それからマーケティン

グに基づいたシティープロモーションプラ

ンの策定、そのシティープロモーションの

施行、また空き家バンクとか移住の相談等

の住宅流通促進に係るチャレンジショップ、

この３つの事業を実施しているところでご

ざいます。 

  また、今後につきましては、今申し上げ

たことだけではなくて、子育ての環境です

とか、仕事づくり、働く場づくりといった

ほかの基本目標に掲げる目標も取り組みを

進めてまいりたいと。それをもって若年層

の定住促進を図りたいというふうに考えて

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  では、次に水道について御質問をさせて

いただきます。豊能町は家庭の水道料金が

大阪府下で２番目に高いため、水道料金の

府域一元化を実現してもらうように府に働

きかける必要があるのですが、どのように

お考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  お答えいたします。 

  まず豊能町の水道料金の現状について申

し上げさせていただきます。水道料金の市

町村の比較につきましては、今議員おっし

ゃいましたように１家庭の月当たりの水道

使用量が２０立米の額が一般的に用いられ

てまして、豊能町はその額でいきますと府

内で２番目に高いというような状況でござ

います。 

  水道料金につきましては、各事業体の水

道事業会計の財務状況によって算定されま

して、議会の議決を得まして決定されると

いうような状況でございます。豊能町につ

きましては、地理的な条件で総配水管の延

長が長いことや、地形的に起伏が多いこと

から、ポンプ場などの施設が数多くござい

ます。このようなことから、施設の投資額、

その減価償却費などの費用が多く発生する

というな状況で、現在の額になってるとい

うような状況です。 

  次に、水道料金の府内一元化についての

働きかけについてでございますけども、大

阪府では平成２４年３月に大阪府水道基本

構想、いわゆる大阪水道ビジョンが策定さ

れまして、その広域化のロードマップにお

いて短期的には業務の効率化を進め、中長

期的には経営の一体化、事業の統合を行い、

２０年後をめどに府域一水道を目指すとい

うことを定められております。このような

ことから、大阪府におかれましては、大阪

市を除く４２市町村と大阪府水道企業団が

歩調を合わせて府域一水道の取り組みを進

めておられます。 

  また、豊能町におきましても本年４月２

５日に企業団と豊能町を含む７団体との水

道事業統合に向けての検討協議に関する覚

書を締結いたしました。企業団との統合協

議の中で、投資の効率化、重点化、技術者、

設備等の共有、管理の水準の平準化、安定

給水の強化などを検討してまいります。今

後企業団との統合が府内の自治体に進んで

いくことになると思いますので、将来的に

は府域一水道が実現され、水道料金の一元

化が実現されるというようなことを考えて

おります。少し遠い将来になるかもわかり

ませんけども、まず第一歩を踏み込みたい

という思いでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 
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○１番（寺脇直子君） 

  今後、豊能町は何か対策をしない限りは、

どんどん人口と高齢化が進みますので、水

道の収入も減ってくると思うんですけれど

も。平成３１年に大阪広域水道企業団との

統合に向けて取り組むということで、水道

料金の府域一元化については非常に時間が

かかるということですけれども、豊能町と

しては大阪広域水道企業団との統合、そし

て府内料金一元化について積極的に取り組

むということでよろしいでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  今議員がおっしゃっていただきましたよ

うに、今回統合に向けての第一歩を踏み込

むということで、料金についてはなかなか

思うようには進まないかもわかりませんが、

組織力の強化、また職員の高齢化に対する

企業団からの応援とかいろいろそういうこ

とも考えられますので、水道事業の衰退を

なくしてずっと進められるように、今後も

協議、検討をしてまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  水道料金を一元化すると、まず各家庭の

経済的負担も減ってくると思いますので、

今後とも積極的に取り組みされることを要

望いたします。 

  次の質問に移ります。次は希望ヶ丘の商

店街の防犯対策についてなんですけれども。

希望ヶ丘の商店街で以前事件もありまして、

現在は店舗が空き家になっており、防犯上

よくないと思いますので、地権者の意向を

踏まえて入居を促す等の対策が必要かと思

いますが、どのように考えておりますでし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  空き店舗の活用に限定した新たな事業の

立ち上げ支援等は現在行っていないところ

ではございますが。しごと創生スタート支

援事業補助金という制度を創設いたしまし

て、本町の課題解決につながる新規事業の

開設支援を行っているところでございます。

本制度は２年目となりますが、相談者には

希望に応じて空き家や店舗の情報提供を行

っているところですが、現在のところこれ

らを活用して事業を立ち上げられた方はお

られない状況です。今後も相談があれば、

希望に応じ店舗紹介等は行ってまいりたい

と考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  空き家の問題は日本全国でもふえており

まして、豊能町に限った問題ではないんで

すけれども、今後空き家がふえますと放火

の危険性もありまして、非常に住民の皆様

の安全・安心が脅かされると思いますので、

行政として積極的にこの問題について取り

組んでいっていただきたいんですけれども。

先ほど事業者からの呼びかけにお応えいた

だければ行政として取り組まれるというこ

とですけれども、行政側から地権者等に積

極的に入居を促すとか、空き家を生かして

何か具体的対策はほかには考えていらっし

ゃらないのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今現在豊能町全体の空き家につきまして

は、調査を今しておるところでございまし
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て、今年度中に空き家の全体像が出るとい

うふうに考えておりまして、来年度以降そ

の空き家をどうするか考えていかなければ

ならないと思っております。私のところで

は、特に特定空き家、危険を伴うような特

定空き家をどうしていくのかっていうこと

を今後考えていこうと思っておりますし、

町全体といたしましては他の部局になりま

すけれども、空き家の利活用というのは今

現在考えていっておるというのが先ほど答

弁もあったと思いますので、それと同じ状

況になると思います。 

  ただ、個々の方々の空き家持っておられ

る方に、今例えば店舗として何かしません

かというようなアクションは今現在ではし

ておらないし、今後もしていくかどうかっ

ていうのは、この空き家の調査の状況を見

て、その後どのようにしていくかという方

針が整った後になるかと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  空き家がふえていきますと、やはり住民

の皆様の安全・安心が脅かされますので、

積極的に豊能町、行政としても空き家の問

題に町の活性化も含めて取り組んでいって

いただきたいと思っております。それを要

望いたします。 

  次に、交通の問題なんですけれども、デ

マンドタクシーは路線も限られており、手

続が多過ぎて煩雑で予約制なので急に必要

になったときに使いにくいというふうに住

民の方からもお伺いしてるんですけれども。

改善策は考えていらっしゃいますでしょう

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  そもそもデマンド交通といいますのは、

予約制というのが大原則でございますので、

今予約が必要ということは煩雑ということ

には当たらないというふうに思います。現

在運行しておりますデマンドタクシーでご

ざいますけども、これはいわゆる公共交通

機関の空白地帯、これをカバーするという

形となってございます。それからダイヤも

１時間に１本ということで阪急バスの東能

勢線池田行ですけども、これに接続すると

いうようになっております。手続におきま

しても、今おっしゃいましたがその予約に

つきましては、利用される６０分前までに

電話を入れていただくということでござい

まして、特に煩雑であるというような認識

はしておりませんし、利用者の方から手続

が煩雑であるというような苦情とかお問い

合わせも今のところいただいていないとい

うようなところでございます。また、利用

者数も伸びておりますので、現在のところ

その改善策というところ、変更点等は考え

ていないというところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  バスと交通については、豊能町が今後活

性化する上において非常にアクセスが重要

な課題になってくると思うんですけれども、

非常に今後高齢化も進んできますので、運

転免許証を返上される高齢者もふえてくる

と思います。現在のところ空白地帯をデマ

ンドタクシーで運行してるという現状をお

伺いしてますけれども、煩雑というのはデ

マンドタクシーを使う前に役場で手続等が

あるというところが非常にわかりにくいと

いうことをお伺いしてるんですけれども。

そういった点について改善策はお考えでは

ないでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  デマンドタクシーについて登録制が必要

というようなことはないというふうに私認

識をしておりまして、６０分前に予約をし

ていただくだけ、これだけですので特に手

続はないというふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  現在のバスの運行状況が今後人口減少や

高齢化が進むことで、またその都度改善し

てまちの活性化のために改善していく必要

はあると思いますので、そういった柔軟な

対応ということはその都度されるというこ

とは考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本日お尋ねはデマンドタクシーでござい

ますので、デマンドタクシーのことをお答

えをしておりますけども。デマンドタクシ

ー以外の公共交通、電車、バス、タクシー

ございますけども、それらについては公共

交通機関とともに地域公共交通会議という

組織もつくっておりまして、そこで公共交

通のあり方について検討はしてまいってお

りますし、今後もその会議をつうじて公共

交通の充実に努めてまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  豊能町の活性化のためにぜひアクセスの

充実ということもしっかり対応をしていた

だくことを要望いたします。 

  次に、教育振興対策についてなんですけ

れども、私の卒業校の東能勢中学校は３学

年合わせても１００人しかいないというこ

とでして。このまま生徒数が減りますと廃

校になる可能性も考えられるんですが、ま

ちの教育力向上のために４小学校・２中学

校９年制の施設一体型小中一貫校にまとめ

ることを検討してはどうかと思っているの

ですけれども、どのように御検討されてい

るでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  教育委員会では、平成２６年度に町教育

委員会議でなされました今後の小中一貫教

育に関する方向性というものでは、本町の

学校の適正な配置について基本的な考え方

が述べられております。 

  １つは、基本的にはクラスがえが可能な

複数の学級を維持できる環境が望ましいと。

２つ目には、しかし一方では東地区と西地

区それぞれの地域、特性、通学時間、学校

の地域における役割を踏まえると、東西両

地区にそれぞれ現在の中学校区を維持する

ことは重要ではないかというふうなことを

出されております。これを踏まえて、昨年

度は小中一貫教育等充実検討委員会におい

て、保護者や学校の教員、学校長で協議し、

学識経験者の助言もいただき答申が出され

ております。 

  しかし、その際に保護者のほうから、あ

るいは教員のほうからまず再配置ありきと

いうことではなくて、ソフト面を充実させ

てやってほしいという声もたくさんござい

ました。そういうことから、ことしは先ほ

ども答弁しておりますように、担当者会を

開きまして、さまざまな分野においてそれ

を進めているところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  この施設一体型につきましては、能勢と

彩都で既にもう取り入れてるということで

して、やっぱり東能勢中学校においても生

徒数が非常に減ってきておりますので、豊

能町においても取り入れる必要が今後ある

のではないかと思いますが、西と東にそれ

ぞれ学校がそれでも必ず置く必要があるの

かということをお伺いしたいんですけれど

も。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  平成２７年度の答申の中には、再配置の

考え方というのがございます。１つは町全

体で１小１中にする。２つ目は先ほど申し

ました東西両地区で１小１中にする、ある

いは現状のまま考えると。それから４つ目、

東地区は小中一貫、西地区は１小、小学校

で連携を深めてあり方を検討するというふ

うな形を再配置の考え方の案を示しておら

れます。我々は教育委員会議で議論された

ものも十分配慮しながら、また昨年度検討

された分についても検討してまいりたいと

思ってます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  この施設一体型ですね、この４小学校２

中学校９年制の施設一体型、小中一貫校と

いうことで、ちょっと提案させていただい

てるんですけれども、これについて保護者

の方はどういったお考えをお持ちなのか。

データ等はあるのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  ２７年度に実施しました簡単な保護者の

御意見なんですけども。基本的には中学校

の運動部活動、クラブ活動の活性化という

のはとても課題であるというのが１つ。そ

れから小中学校におきましては、子どもの

小集団化による子どもの多様な価値観に触

れる機会の減少というのをあげておられま

した。それの改善については教育に求めて

いきたいと。その方法論としてはいろいろ

あるということで。１つは今教育長が言い

ました４つの施設案の中の現状のままとな

ったときには、やっぱり小学校の交流であ

りますとか、中学校の交流とか、また小中

での連携とか、そういうことを進める中で

子どもの多様な価値観に触れる機会をつく

ってほしいと。中学校については中学校同

士の連携によるクラブの充実なども求めた

いという話がありました。 

  ただ、その中にやはり中学校のクラブ活

動の充実といったときにはなかなか中体連

等の規約がありまして、中学校同士の合同

チームとかそういうのは難しくて、現在も

ずっと検討してるんですけども、それの実

現がなかなかできておりません。そういう

とこから考えると、町で１つの小中学校に

することで、そういうことは課題が解消で

きるのではないかという御意見がありまし

た。これが大勢であったというわけではな

いんですけども、こういう御意見はあった

と。この２７年度の検討委員会においては、

何かを決定いただくというのではなくて、

いろんな御意見をいただいて、その保護者

の方、学校関係者が思ってる意見を集約し

たものを答申としていただきたいという趣

旨でしたので、その４つの施設例がどれが
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１番で、どれが２番で、またこれが意見が

多くて、これが少なくてという答申ではな

くて、多様な御意見を御呈示いただいたと

いう形になっておりますので、今議員の言

われる１小１中というのも当然保護者委員

の中から御意見としてはありました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  保護者の方から多様な御意見もあるとい

うことで、こういった施設一体型の小中一

貫校、能勢町はもう取り入れてるというこ

とで、非常に生徒さんも給食もおいしいと

いうことで。いろいろなメリットもあると

いうことですので、ぜひ今後積極的に前に

進めていっていただきたいと要望いたしま

す。 

  次に、東地区の残土問題についてなんで

すけれども。東地区の土砂対策について、

まちの非常に景観が悪くなっておりますの

で、今後どのような対策をお考えなのかお

伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  残土問題、土地の造成等に関することに

つきましては、昨年７月に豊能町と大阪府

で土砂の埋め立て等に関する規制条例を施

行したところでございますし、またほかの

法律といたしましては砂防法、森林法、宅

地造成等規制法など多岐にわたっておりま

して、それぞれの案件につぎ、当該法令に

基づき関係機関と連携の上適切な指導を行

っていくということでございまして、今後

もそのように指導していきたいと考えてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  この残土で継続的にそういった対応をさ

れてるということなんですけれども、非常

にまちの景観が悪くなっておりますので、

景観といったところでは何か今後、魅力あ

るまちづくりにとっても必要なことだと思

うんですけれども、どのようにお考えでし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  景観でということでございますけれども、

例えば希望ヶ丘から見えております、たく

さんのクレーン車とか置いてる業者がござ

います、あの奥にあるところについても、

大阪府のほうで災害を防止するための復旧

事業を、崩落した現場に続きまして実施を

していただくことになっておりますけれど

も。そこの復旧につきましても、景観対策

まではしないと。今の安全対策をするとい

うことでなっております。それはなぜかと

いいますと、やはり他人の土地、行政の持

ってる土地ではございませんので、安全対

策まではして、その積んだところに対して

求償するけれども、景観対策についてはそ

の次の話になるということになっておりま

して、今現在豊能町内でいろいろ考慮され

ているところにつきましては、まだなかな

か安全対策が全て完全にいってないという

ようなところが多々ございますので、まず

はそこのところを一つ一つ指導して、安全

に災害の起こらないような状況に持ってい

くことが一番と考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  行政としては、この残土について安全・

安心がまだ行き届いてないところもあり、
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そしてその対策が第一ということなんです

けれども、景観についてはそれは法律とし

て行政が何か取り組みすることができない

ということでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  正規にそういう申請が出てきて、法的に

のっとってやっておられるところばっかり

でございましたら、最終的には緑化計画等

が出てきますので、それに基づいて緑化さ

れるというのがあるんですけれども。今現

在問題になっておりますところは、大体法

を無視してやられたところばっかりで、そ

れを何とか法に合うように是正をしてほし

いというところを今頑張ってやってるとこ

ろでございますので、なかなかその緑化の

ところの話まではまだいってないのが現状

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  景観につきましては、非常に豊能町の今

後魅力あるまちづくりとしても非常に必要

になってくると思いますので、そういった

ことについても今後取り組みを要望いたし

ます。 

  次に、再生可能エネルギー事業について

御質問いたします。豊能町は税収が少子高

齢化で税収が減っていくと考えられますが、

例えば余野川の水力を利用して、小水力発

電、また太陽光発電等の再生エネルギー事

業が必要かと思いますが、そういった再生

エネルギー事業についてどのようにお考え

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ちょっと寺脇議員、具体的に何か言って

もらえますか。どう考えてるやなしに。 

○１番（寺脇直子君） 

  具体的に。 

○議長（福岡邦彬君） 

  再生についてどのように考えてるかにつ

いてやなしにね、きちんと自分の考えも出

してください。具体的に。漠然とした質問

やめてください。 

○１番（寺脇直子君） 

  はい、わかりました。 

  この再生エネルギー事業なんですけれど

も、現在今の日本はどこの地方も少子高齢

化が進んでおりまして、そういった課題を

抱えているんですけれども。豊能町の場合

は産業がなくて、町税が減っていくと考え

られます。 

  例えばほかの自治体ではＰＦＩという手

法で、官民連携した民間を取り入れるとい

うことを積極的に取り組みされておりまし

て、あと地方自治体も経営、マネジメント

していくという時代に入ってると思うんで

すけれども。そういったことについて、具

体的に豊能町として今後どのように取り組

むのかお伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  再生可能エネルギー事業について民間活

力の活用というようなことかなというふう

に思っております。再生可能エネルギー事

業につきましては、現在我が国の主要なエ

ネルギー源である石油、石炭などの化石燃

料には限りがあるエネルギーでございます

ので、これに対して再生可能エネルギーと

いうことで、石油等にかわるクリーンなエ

ネルギーとして導入、普及は促進していく

べきだというふうには考えております。 

  ただ、豊能町内で、例えば通告書にあり

ましたように余野川でとか、水力発電はど
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うですかというような話になっていきます

と、なかなか水利権等の問題もありますし、

余野川自体が余り水力発電をするのにあん

まりなじんでいないようなところですので、

そこに果たして参入していただける業者が

あるのかなというところはちょっと疑問を

持っております。 

  また、太陽光発電につきましては、ちょ

っと豊能町内を取り巻く太陽光発電の事情

からいきまして、町としては推進はしてい

きたくないという考えを持っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  これは例えば小水力発電、太陽光発電と

いうことで事例を出させていただいてるん

ですけれども、他の自治体はみずから稼ぐ

まちということで、官民連携でＰＦＩとい

う手法で、行政もサービス業としてマネジ

メントしている自治体が現在ふえていると

いうことですので、豊能町としても時代に

沿った対応、そういった取り組みを要望い

たします。 

  続いてグリーンロードの定期券について

お伺いいたします。箕面グリーンロードは

豊能町の住民にとっても生活道路であるた

め、豊能町も箕面と同じようにグリーンロ

ードの定期券を発行すべきだと思いますが、

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町報読んではります。町報。書いてまし

たよ。町報に書いてましたよこの問題。も

っと勉強してください。 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  箕面有料道路の定期券、社会実験のこと

でございますが、本町を含めた大阪府、箕

面市、池田市、能勢町で構成する箕面有料

道路社会実験協議会において、現在すでに

実施しています料金の割引き社会実験に合

わせてさらなる利用促進及び利用者の生活

利便性の向上を図るため、定期券による社

会実験を昨年度より実施しているところで

ございます。 

  本町におきましても、定期券につきまし

ては、普通車で月額１万7,０００円の定期

券、軽自動車で１万5,０００円の定期券は

発行しておりますが、多分お尋ねの件につ

きましては箕面市のほうがやっておられる

大口割引の件だと思います。大口割引の件

につきましては、１法人市町村単位でいい

んですけれども、１カ月あたり５００万円

以上購入するということが条件になってお

りまして、それに満たない場合はそこの法

人が負担ですから、豊能町がやった場合は

豊能町が負担することになっております。 

  本町におきましては、昨年度実施しまし

た平成２７年７月から９月の３カ月の販売

実績で、普通車は２１台３５万7,０００円、

軽自動車１８件で２７万円の計６２万7,０

００円でございました。平均すると月２０

万9,０００円でございます。今年度の販売

状況につきましても、８月から１１月末の

４カ月間の販売実績が普通車で３１件、５

２万7,０００円、軽自動車１６件で２４万

円、合計７６万7,０００円、月平均にする

と１９万2,０００円ということで、対象額

の５００万円にはほど遠い状況であります。 

  ですから本町としては、そのような大口

の割引制度の定期券は導入しないというこ

とでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  私の質問は箕面市の大口の割引制度のこ

とでございます。財政面としても今おっし

ゃったように、豊能町として負担するとい
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うのは今後難しいでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今の利用実態で、３カ月で例えば３９件、

１月あたり１３件ということは１３名の方

だと思います。その方に使用しておられる

お金が入ってくるのが２０万円で、あとの

４８０万円を公費負担してグリーンロード

の大口割引をするというようなことは、ち

ょっと難しいのではないかと考えておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  箕面グリーンロードは、豊能町の住民の

方が非常に生活道路として使っていますの

で、今後、大口定期券含めて、有料道路の

料金を下げていくということも要望いたし

ます。 

  私の質問は以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、とよの維新の一般質問を終わり

ます。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、明日１２月７日午前９時３０分

より会議を開きます。 

  長時間どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後４時３８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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